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　三月中旬の暖かい日に、莉り々り子こは生まれ育った大阪府南部の町の高校を卒業した。電車を乗り継いで一時間半かかる大阪市内の大学に進学するため、来週から初めての一人暮らしをする。仲良しの友達や彼氏とも離れることになって寂しいけれど、夢を叶えるためならがんばれる。

　莉々子の前途は、この澄んだ青空のように明るい。

「莉々子ぉ、大学は離ればなれになるけど、休みの日は一緒に遊ぼうね～」

　スマートフォンで一緒に写真を撮ったあと、友達の一人が目を潤ませながら言った。

「もちろんだよ～。お互いがんばろうね！」

　そんなふうに何人もの友達と写真を撮ったり、就職や進学で府外に出るクラスメイトと連絡先を交換したりしたあと、莉々子はみんなを見送り、下駄箱の横の壁にもたれた。

　紺色のブレザー、白いブラウス、襟元の赤いチェックのリボン、そして紺色のチェックのスカート。この制服を着て大だい地ちと待ち合わせをして帰るのも、今日が最後だ。

　そう思うと急に寂しさが押し寄せてきて、莉々子は十年前に建て直された校舎を見回した。

　白く長い廊下、腰高の窓、壁際に並んだロッカー……。

（本当にいろんなことがあったなぁ……。でも、一番の思い出は大地が友達から彼氏になったことかな）

　将来の夢がまだなにもわからなかった高一の頃、しっかり夢を持って努力を続ける大地がとてもかっこよかった。なんでも話し合えて気が合うけれど、友達以上恋人未満のような関係だった。そんな彼と付き合い始めたのは、高一の夏休み前。有志のクラスメイトで地元農家の農作業を手伝った帰り道のことだ。学校の紺色のジャージ姿で並んで歩いていたそのときのことは、今でも鮮明に覚えている。

『今日……莉々子が来てくれて嬉しかった』

　角を曲がれば莉々子の家が見えてくる、というところで、大地が立ち止まって改まった口調で言った。莉々子は足を止めて彼に向き直る。

『こちらこそ、お手伝いに誘ってくれて嬉しかったよ。でも、やっぱり大地はすごいよね。肥料のこととか私じゃわからないことばっかりだった。大変だったけど、楽しかったよ！　お手伝いに付き合ってくれたみんなも、そう思ってると思う』

　莉々子がにっこり笑うと、大地は視線を落としてつま先で足元の小石を蹴った。

『あのさ』

『うん、どうしたの？』

　大地の様子がいつもと違って、莉々子は不思議に思いながら彼を見た。普段はクールであまり表情を変えない大地の顔が、夕日を浴びてほんのり赤く染まって見える。

『付き合ってほしい』

『もちろん！　次はどこの農家？　いつでもお手伝いについていくよ！』

　莉々子が張り切って言うと、大地は切れ長の二重の目を大きく見開いた。直後、彼の頬がさらに赤くなる。

『いや、そうじゃなくて……』

『なぁに？』

　莉々子が首を傾げ、大地は横を向いた。夕日を背にしているのに、彼の顔は真っ赤だ。

『……好きなんだ』

　大地がチラリと視線を向けた。その緊張した顔を見て、莉々子は驚いて声を上げる。

『えっ、嘘でしょ』

　とたんに大地の表情が暗くなった。

『莉々子が俺のことを友達だと思っているのは知ってる。だけど、気持ちだけは伝えたくて──』

　彼の沈んだ声を遮るように、莉々子は慌てて言葉を発する。

『あっ、あの、私も！　私も大地のことが好き！』

『えっ、ほんとに？』

『うん！　ほんとっ』

『ほんとにほんと？』

『ほんとにほんとだよ！』

　お互い信じられないのと嬉しいのとで、しばらくそんな子どもっぽいやりとりをした。そして、そのときから彼氏彼女になったのだ。

　二人きりのときは手をつないだり、ときどきキスをしたりもしたけれど……お互い奥手なせいか、普段は気の合う異性の友人同士のような関係だ。

（でも、大学生になったら、もっと大人なことも……するんだろうな……）

　こっそり読んだ母の大人の女性向けの小説では、ヤキモチを焼いたヒロインの誤解を解くために、ヒーローが強引に抱き寄せて濃密なキスをしたり、気持ちを抑えきれなくなって二人きりの夜のオフィスでヒロインに迫ったり……なんてドキドキするようなことをしていた。そんなヒーローの姿に大地を重ねて、莉々子は頬を赤らめる。

　けれど、真面目で折り目正しい大地がそんな大胆なことをするなんて、ちょっと想像できない。

　莉々子はクスッと笑みを零した。

（それにしても……大地、遅いなぁ）

　莉々子は腕時計を見た。式が終わってから一時間近く経っている。彼は教室にいるはずだが、もしかしたら待ちくたびれて先に帰ってしまったのだろうか。

（でも、大地はなにも言わずに先に帰るタイプじゃないし）

　スマホでメッセージを送ろうかとも思ったが、彼のクラスはすぐ近くの階段を上った二階にある。行って確認する方が早いだろう。

　莉々子は上靴に履き替え、ローファーを上靴袋に入れて階段を上った。もう明日からここに来ることはないのだ。そう思うといっそう寂しくなる。階段の手すりに触れながら階段を上りきり、半分開いていた一組のドアに手をかけたとき──。

　莉々子は頭を殴られたようなショックを受けた。窓から差し込む日の光を浴びながら、制服姿の男女がキスをしていたのだ。後ろ姿の女子が背伸びをして男子の首に両腕を絡めている。そして、その女子の腰を両手で掴んでいる男子は……どう見ても大地だ！

（嘘……）

　莉々子はよろよろと後退った。目を背けたいのに、抱き合っている二人から視線を外すことができない。

「やぁん、大地くぅん」

　女子の甘い声が教室に響いた。嫌悪感が湧き上がり、莉々子は身を翻して走り出す。足をもつれさせるようにしながら階段を駆け下り、校舎を出て校門から飛び出した。ドロドロした嫌な感情が胸の中を渦巻いて、吐きそうに気持ち悪い。

（最低！　最悪！　裏切り者！）

　心の中で罵りながら、もう誰もいなくなった通学路をひた走る。一つ目の角を曲がったとき、自分が上靴を履いたままだったことに気づいた。下を向いたら、目から零れた涙が路面にポタポタと黒いシミを作る。

「……っ」

　手の甲で涙を拭った。けれど、涙はあとからあとから溢れてくる。

「ふ……えぇん」

　莉々子は畑の間の通学路に突っ立ったまま、子どものように声を上げて泣いた。

　大地と初めてキスをしたのは、高一のクリスマスの日だ。仲良しグループの一人の家で開かれたクリスマスパーティの帰り道、大地が家まで送ってくれたときのことだ。軽く触れるようなキスだった。それから何度か唇を触れ合わせたけれど、大地とあんなふうに互いの体を抱きしめながらキスをしたことはなかった。

　右手で左の二の腕をギュウッと掴んだとき、バッグの中でスマホがメッセージの受信を知らせる電子音を鳴らした。取り出して見ると、大地からメッセージが届いている。

（……なんなの？）

　涙を拭ってメッセージを開いた。

【待たせてごめん。莉々子、今どこ？】

　読んだ瞬間、さっき聞いたばかりの女子の甘ったるい声が耳に蘇った。

　あんな声、自分には出せない。

　裏切られた悲しさと苦しさ、怒りと嫉妬で心がぐちゃぐちゃになる。

（傷つけられた分、傷つけてやる）

　莉々子は唇を噛みしめ、心にもない言葉を打ち込んだ。

【私たち、今日で別れよう。大地はここから大学に通うけど、私は大阪市内で一人暮らしをするでしょ。私、都会で、今まで会ったことのないような人たちに出会いたいの。大地みたいな田舎者じゃなくて、洗練されたかっこいい大人の男性と付き合いたい。だから、もうバイバイ】

　そうして感情に押されるまま送信した。すぐに既読マークがついたが……しばらく待っても返信はない。

（私と別れられて好都合だって思ってるんだ）

　莉々子はスマホをバッグに突っこみ、暗い気持ちで歩き出した。
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「莉々子は本当にかわいいな。素直だし、料理もうまいし、体の相性もいい。このままずっと一緒にいられたら、最高なんだろうな」

　ベッドの上で莉々子のセミロングヘアを撫でながら、恋人の慶けい一いちが囁いた。『このままずっと一緒に』なんて未来を予感させる言葉を言われて、莉々子は胸を高鳴らせる。

「私も慶一さんとずっと一緒にいたい」

　莉々子が気持ちを込めて慶一を見つめたら、彼は莉々子の額にそっとキスをした。

　莉々子は彼の裸の胸に頬を寄せる。

　七歳年上の村むら内うち慶一は、村内食品株式会社の御曹司にして人事部長である。二年前、莉々子が二十五歳のときに、若手社員のキャリアアップ研修で彼が講師を務め、研修のあと、莉々子たち受講生六人を食事に誘ってくれた。慶一曰く、「そのとき莉々子が気に入った」そうで、その後、改めて彼に食事に誘われ、「俺と付き合わないか？」と言われた。

（最初は断ろうとしたなんて……自分が信じられない）

　あのときはまだ高校生のときの失恋を引きずっていた。大学時代ですら、恋をする気になれず、誰とも付き合わなかったのだ。

『村内部長のことは上司として尊敬しています。でも、私は……元カレに裏切られてから……男性とお付き合いするのが怖いんです』

　そう正直に話したら、大人なセリフが返ってきた。

『俺はそんなつまらない男じゃない。怖がって拒むには、惜しい男だと思うよ』

　立ち居振る舞いも会話も洗練されている。おまけに地位もある人だ。きっと大地のようなひどい裏切りはしないだろう。

　そう考えて、慶一を信じることにしたのだ。

　以来、付き合って二年になる。

　莉々子は満たされた気持ちで目を閉じた。村内食品は大阪市内にある創業五十二年の準大手企業だ。その商品開発部に所属し、チーフとしてレトルト食品や冷凍食品の開発を担当している。食に興味があり、大学の食品栄養学部を卒業した莉々子にとって、仕事はやりがいがあって楽しいし、慶一のようなすてきな彼氏がいる。

　大阪府南部の田舎町育ちの莉々子に対し、慶一はまさに〝洗練された大人の男性〟だ。少しくせ毛の柔らかな茶髪に甘い顔立ちで、身に着けている衣服や小物は上質なものばかり。それに、「莉々子を楽しませてあげたいんだ」と言っては、莉々子の知らない高級レストランやこじゃれたバーに連れていってくれる。残念なのは、二人きりでなかなか会えないことと、「周りに気を遣わせたくない」と慶一に言われて、付き合っていることを秘密にしなければいけないことくらいだ。

　莉々子は目を開けて慶一を見る。

「来週の金曜日、慶一さんの誕生日でしょう？　よかったらうちで一緒にご飯を食べませんか？　今年はケーキを焼こうと思ってるんです。」

　莉々子は慶一のために腕を振るうつもりにしていた。けれど、莉々子の期待に反して、彼は残念そうに表情を曇らせる。

「金曜日は無理だな」

「えっ、そうなんですか……。まあ、平日ですもんね。じゃあ、土曜日か日曜日はどうですか？」

　莉々子は慶一の腕に頭を乗せた。慶一は莉々子の髪を撫で下ろして言う。

「土曜日は結納なんだ」

「結納って誰のですか？」

　慶一には三年前に結婚した妹がいるだけだ。いったい誰の結納だろうと思ったとき、慶一が莉々子の毛先に指を絡めて答える。

「輸入商社の社長令嬢と婚約したんだ」

「誰が？」

「俺が」

　慶一があっさりと答え、莉々子は瞬きをする。

「慶一さんが、輸入商社の社長令嬢と……婚約？」

「そう」

「え、ど、どういうことですか？　私と付き合ってるのに、ほかの女性と婚約したってことですか!?」

　驚きながらもまだ信じられないでいる莉々子に、慶一は悪びれる様子もなく答える。

「ああ」

「で、でも、さっき慶一さんは、私と『このままずっと一緒にいられたら、最高なんだろうな』って……」

「それは本心だ。莉々子とこのまま一緒にいられたらいいと思う。でも、俺はもうずっと前から、結婚は三十五歳になったときに、自分と会社のメリットになる女とするって決めていたんだ。莉々子と結婚しても俺や会社にとってプラスにならない。残念ながら、俺みたいに歴史ある企業の御曹司ともなると、結婚は思い通りにいかないんだよ」

「そんな……」

　莉々子は愕然として呟いた。慶一は小さく肩をすくめる。

「だが、婚約者は気弱な行き遅れの女でな。父親が困って会社ごと差し出してきた。主導権は俺にあるってわけだ。だから、莉々子がまだ俺と付き合いたいなら、恋人から愛人になればいい。莉々子のことは気に入っているから、俺は構わないよ」

　慶一は莉々子の毛先にキスを落とした。仕草は恋人に対するものなのに、言葉はあまりにも残酷だ。莉々子はショックのあまり動かない口を、どうにか開く。

「慶一さんにとって……私はいったい……なんだったんですか？」

「うーん、俺が三十五歳になるまでの期間限定の恋人ってところかな。さっきも言ったけど、莉々子は素直で料理上手だし、俺を満足させてくれる。だから、莉々子のことはわりと好きなんだ。ただ、立場があるから愛してはやれない」

「そんな……ひどいです。私が……元カレに裏切られてから男性と付き合うのが怖いって打ち明けたら、『俺はそんなつまらない男じゃない』って言ってくれたじゃないですか」

「ああ、そう言ったよ。俺はかなりの優良物件だと自負しているからね」

「私は……慶一さんのこと、本気で好きだったのに」

　莉々子は声を震わせながら言った。慶一は口元を歪める。

「俺は物心ついたときから、父に村内食品の跡取りとしての生き方を叩き込まれてきた。祖父は地主の娘と結婚して土地を手に入れたし、父はライバル会社の社長令嬢と結婚し、会社を吸収合併して大きくした。俺にもそういう生き方が求められているんだ。だから、俺は女を本気で好きにならないって決めて、ずっとそうしてきた」

「どうしてそれを……」

　教えてくれなかったの、と言おうとした莉々子の唇に、慶一は人差し指を立てて当てる。

「それを話したら、莉々子は俺と付き合わなかっただろ？」

　慶一に目を覗き込まれて、莉々子は下唇をギュッと噛んだ。

「だけど、俺は莉々子と付き合いたかった。言っただろ？　わりと好きなんだって」

　わりと。

　つまり、慶一の好きと莉々子の好きはぜんぜん違ったのだ。彼は冷静な計算と打算の上で莉々子と付き合っていただけ。それなのに、莉々子は彼を信じてしまった。甘い言葉をたくさん言ってくれたから、本当にそう思ってくれているのだと本気で受け止めたのだ。

　心が壊れてしまいそうに痛くて、莉々子の目に涙が浮かんだ。

「そんなに悲しそうな顔をするなんて……莉々子はよっぽど俺のことが好きだったんだな。莉々子はしっかりしてそうに見えて、かわいいところがある」

　慶一は莉々子の裸の背中をゆっくりと撫でて言葉を続ける。

「心配しなくていい。これまで通り、周りに秘密にしたまま付き合えば問題ない」

　問題ないわけがない。むしろ大ありだ。

　そう思った瞬間、痛みしか感じなかった心に、怒りと嫌悪がポッと湧いた。

「俺は結婚するが、莉々子とは今まで通り付き合ってあげよう。万が一バレても、あんな気の弱い行き遅れは文句一つ言えないだろうからな」

　彼が口を動かすたびに、怒りと嫌悪が大きく膨れ上がっていく。

「世間にバレないようにしてくれれば、それでいい」

　慶一のその言葉で、ついに爆発した。

「冗談じゃないです！　愛人なんてお断りしますっ」

　莉々子はベッドからさっと下りて慶一を睨んだ。彼はシーツに肘をついて頭を支えながら、感情のこもらない声で言う。

「ああ、そう。恋人おんなは莉々子一人じゃないからな。俺は別にどっちでも構わない。気が変わったらいつでも言ってくれ」

「気が変わることなんて絶対にありえません！」

　莉々子は慶一に背を向け、床に散らばっていた衣服を手早く身に着けた。

「さよならっ」

　吐き捨てるように言って、バッグを持って彼の部屋を出る。

　二年も付き合っていたのに、慶一の本心に気づかなかった。優しい態度も甘い言葉も、すべてうわべだけの偽物だったなんて。

（結局、私はまた裏切られたんだ……）

　悲しくて、悔しくて、惨めで……言いようのない思いで心の中がぐちゃぐちゃになった。目の奥が熱くなって……視界が涙で滲む。

（二度もこんな思いをするなんて……もう本当に絶対に恋なんてしない！）

　莉々子は零れた涙を手の甲で拭った。

　スマートフォンを取り出して時刻を見ると、午後十一時三十分だ。

　まだ終電に間に合う。

（あんな上司、こっちから見限ってやる！）

　莉々子は顔を上げた。瞬きを繰り返して涙を散らし、背筋を伸ばして歩き出した。




　週が明けた月曜日。莉々子は出社してすぐに人事部を訪ねた。部屋の奥にある人事部長の席に慶一がいる。ほかに女性社員が一人いたが、トイレにでも行くらしく、ポーチを持ってオフィスを出て行った。

　ちょうどいい。

　莉々子は開いたままのドアをノックして中に入った。慶一がデスクから顔を上げる。彼は莉々子を見て一瞬眉を寄せたが、すぐにニヤッと笑った。

「なんだ、もう気が変わったのか。やっぱり俺のことが忘れられなかったんだな。そういうところが莉々子はかわいいんだ」

「違います。辞表を出しに来ました。一ヵ月後の六月末日で退職させてください」

　莉々子は彼のデスクに歩み寄り、〝退職願〟と書いた白い封筒を両手に持って差し出した。

「辞めるなんて寂しいことをしてくれるなよ」

　慶一は右手を伸ばしたが、封筒を取らずに莉々子の左の手首を握った。

「俺は莉々子じゃなきゃダメみたいだ」

「ほかの女性と結婚するくせに、どうしてそんなことを言うんですか」

　莉々子は押し殺した声を出して慶一を睨んだ。

　慶一の視線が莉々子の胸元から下半身へと下りていく。その舐めるような視線に虫むし酸ずが走り、彼の手の中から左手を引き抜いた。

　慶一の顔に下卑た笑みが浮かぶ。

「莉々子は処女歴が長かったせいか、締まりがいいんだよな。ほかの女じゃ満足できないんだ」

　こんな男に処女を捧げたのか。

　その瞬間、莉々子は吐き気がして辞表を彼の顔に叩きつけていた。パシッと音がして、彼の顔に封筒が一瞬貼りつき、ひらりとデスクに落ちる。

「莉々──」

　慶一の声を掻き消すように、オフィスの入り口から甲高い女性の声が飛んでくる。

「高津さん、なにをしてるのっ！」

　ハッとして振り返ったら、人事課長が立っていた。慶一より少し年上でふっくらした体つきのその女性は、眼鏡の奥の細い目で莉々子をじろっと睨んでから、慶一を見る。

「部長の顔に封筒を叩きつけるなんて！　これはとんでもないことですよ！　部長、社内規定に従って普通解雇処分にすべきです！」

「普通解雇……」

　慶一は考えるように呟きながら頬を撫でた。課長は莉々子に大股で近づき、顔の前に人差し指を突きつけて叫ぶように言う。

「解雇する場合は三十日暦日前に予告する、予告しないときは平均賃金の三十日分を支給して即時解雇とする、という規定です。あなたの行動は即時解雇に値します！」

　慶一はため息をついて言う。

「高津莉々子さん、君を本日付けで解雇する。荷物をまとめて出て行きなさい」

　もとより退職するつもりだったのだ。慶一の顔を見ずに済む日が一ヵ月早まっただけのこと。

「願ってもないことです。今まで大変お世話になり、ありがとうございました」

　莉々子は一礼して、人事課を後にした。








第二章　九年目の真実









　六月上旬の昼前の空は薄く曇っていて、小鳥のかわいらしいさえずりが聞こえる。

（のどかだ……）

　莉々子は築三十年になる実家の縁側で、座布団を枕に寝転んでいた。

　慶一にクビを言い渡されたのは、五月末のこと。あとになって、さすがに上司の顔に辞表を叩きつけたのはまずかったと思ったが、慶一の言葉が気持ち悪くてたまらなかったのだ。

　一人暮らしをしているマンションの部屋に戻ったとたん、すべてを失ったことに気づいた。なにもする気になれず、その翌日に逃げるように実家にやってきて、今日で一週間が経つ。

　高校卒業後、大阪市内の大学に入学し、卒業後はそのまま村内食品に就職したので、実家で過ごすのは九年三ヵ月ぶりだ。休養期間と称してしばらくのんびりさせてもらうつもりにしていたが……さすがに一週間も無為に過ごしていたら、風当たりがきつくなってきた。

「あーあぁ、本当に邪魔ねぇ。せっかく五年も働いてチーフにもなったのに。上司が嫌なやつだったからって辞めちゃうなんて。我慢してればそのうちどっちかが異動になったでしょうに。あー、もったいない。情けない。莉々子より三歳も年下の雄ゆう大だいだって、文句も言わずに東京でがんばって働いてるっていうのに」

　掃除機の音が近づいてきて、母の亜あ希き子こが背後で掃除機をかけながら、聞こえよがしにブツブツと零した。

　仕事を辞めた本当の理由は言いにくくて、『人間関係がうまくいかなくなった』と母に説明した。母にしてみれば、嫌な上司が一人いたくらいで……ということなのだろうが、辞表を顔に叩きつけてしまっては、どうしようもない。

　莉々子は黙ったまま縁側にごろりと体を向けた。母は掃除機をオフにして、莉々子の背中に声をかける。

「それで、次の仕事はどうするつもりなの？」

「考え中」

「わかってるとは思うけど、こっちにはあまり仕事はないわよ」

「うん。だからマンションはまだ引き払ってない。そのうちまた大阪市内で探すよ」

　母はため息をついた。

「やっぱりちゃんと考えてなかったのね。あのね、昼前にスーパーに行ったとき、大地くんに会ったのよ」

　その名前を聞いて、胸がズキンと疼いた。

　莉々子は母の方を見ずに言葉を発する。

「……大地くんって？」

「もちろん伊い月づき大地くんよ。莉々子が高校生のときにお付き合いしてた男の子」

　癒えたと思っていた九年前の胸の痛みが蘇り、莉々子は顔をしかめて低い声を出す。

「……それで？」

　莉々子の声の変化を気に留める様子もなく、母は明るい口調で言う。

「大地くん、大学四回生のときだったかに起業して、なんか農家の役に立つすごい会社を作ったでしょ。この辺りの農家の生産品も取り扱ってるから、ときどき町に来るのよ」

「ふぅん」

　莉々子はわざと気のない声を出した。大地が農学部農業生産学科に入学し、在学中に会社を興したことは、彼の会社が雑誌や新聞の地方面に何度か取り上げられたことがあるので、知っている。その会社が好調で、本社を事業に有利な大阪市内に移したことも。

「大地くんから声をかけてきてくれたから、莉々子が仕事を辞めて家でゴロゴロしてて困ってるって話したの。そうしたら、『ちょうど人材を募集してるので、よかったらホームページを見てほしいって伝えてください』って言ってくれたの。それで帰ってからホームページを見たら、すっごくいい条件だったのよ。次の仕事の当てがないなら、応募しなさいな」

「えー……」

「せっかく大地くんが言ってくれたんだから、ホームページぐらい見てみなさい」

「気が向いたらね」

　莉々子は絶対に気など向くことがなさそうな声を出した。背後で母が大きなため息をつく。

　心配してくれているのはわかるが、大地の会社で働くなんて考えられない。向こうだってお断りだろう。

（お母さんに言ったのだって、社交辞令に決まってる）

　そんなことを思ってぼんやりしていたら、母が急に大きな声を出した。

「できた！　よし、送信っと」

　なにをしているんだろうと背後を振り仰いだら、母は満面の笑みでスマホを莉々子に向けた。

「ネットで応募するのって意外と簡単なのね」

「なにが？」

「大地くんの会社の求人。莉々子の名前でポチッと応募しといた」

　母のスマホの画面には、〝ご応募ありがとうございました。二十四時間以内にご連絡いたしますので、しばらくお待ちください〟というメッセージが表示されている。

　莉々子は目を見開いた。

「はあっ!?」

　母は澄ました顔でスマホをポケットに入れた。

「知り合いなんだから、雇ってもらえたらラッキーでしょ」

「ちょっと待って、お母さん。ほんとにそんなことしたの!?」

　莉々子はガバッと起き上がった。

「そうよ。名前と住所と、あとは最終学歴と前職を入力するぐらいでよかったんだもの。あ、もちろんチーフだったってこともしっかり書いといたわよ」

「嘘でしょ、なんでそんな勝手なことを……」

　愕然とする莉々子を尻目に、母は掃除機を持って階段に向かう。

「いい歳した娘に毎日縁側でゴロゴロされるのは迷惑なの。さっさと大阪市に戻って働きなさい」

　階段を上る足音が小さくなり、二階でスイッチを入れたらしく、掃除機の吸引音が聞こえ始めた。

「もう、信じらんない……」

　莉々子は膝を抱えて座り、膝の上に顎をのせた。

（お母さんは私と大地がどうして別れたか……私が大地に裏切られたことを知らないから……そんなことができるのよ……）

　長い年月が経って、あの頃の負の感情は癒えたと思っていた。けれど、慶一に裏切られた直後に古傷を思い出したせいか、余計に胸が痛い。

（なにもなかった顔して大地に会えるわけがない。最初に裏切ったのは大地だったけど、私だってひどいことを言ったんだから……。もし大地か、彼の会社の人事担当者から連絡があったら、母が勝手に申し込んだんだって説明して、応募を取り消してもらおう）

　とはいえ、母の様子を見ると、残念ながらそろそろ休養期間を終わらせないといけないようだ。

　今までのように食品会社で商品開発に携わりたいなら、やはり大阪市内で求職活動をする方がいいだろう。

　いつ戻ろうかと考えていたら、垣根の向こうから名前を呼ばれた。

「莉々子」

　聞き覚えのある──ありすぎるくらいにある──低い声に、心臓がドクンと鳴った。おそるおそる顔を上げると、庭を囲う垣根の向こうに背の高い男性の姿があった。暗めの茶髪に精悍な顔立ちの男性で、白いシャツにグレーのテーラードジャケットを着ているのが見える。

「大地……」

　莉々子は呟くように声を発した。

　四年ほど前、雑誌のインタビュー記事で大地の写真を見たけれど……そのときの写真よりも顎のラインが男性らしく逞しくなっていた。でも、キリッとした二重の目元は、そのときからも……高校生のときからも変わっていない。

　懐かしい。けれど、会いたいわけじゃなかった。

「久しぶり」

　大地は口元に小さく笑みを浮かべて、右手を軽く上げた。

「……うん」

　莉々子は気まずさを覚えて視線を逸らした。『二十四時間以内にご連絡いたします』とあったが、まさかこんなにすぐ連絡があるなんて。しかも電話やメールではなく、直接社長が来るなんて。

「ちょっと話したいんだけど、今いいかな？」

　大地に訊かれて、莉々子はそっけなく答える。

「無理」

「どうして？」

　莉々子は口の中でもごもごと言う。

「だって、私、今すっぴんだし。それにスウェットで、人様に会えるような格好じゃないから」

「莉々子のすっぴんなんか見慣れてる。高校時代はずっとノーメイクだっただろ」

　大地の声には笑みが含まれていた。莉々子が目線をそろそろと大地に向けたら、彼は他意のなさそうな笑顔をしている。

（卒業式のあとに送ったあのひどいメッセージを、水に流してくれてるってこと……？　でも、先に裏切ったのは大地なのに）

　莉々子が考え込んでいたら、大地の顔から笑みが消えた。

「やっぱり……俺みたいな田舎者の話に興味は湧かないか」

　彼の言葉を聞いて、莉々子は卒業式のメッセージを引き合いに出されているのだと気づいた。同時に彼と女子生徒とのキスシーンが脳裏に蘇る。

「あのメッセージは本心じゃない。そもそも大地が悪いんでしょ」

　莉々子はトゲのある口調で言った。

「俺が？」

　大地が怪訝そうに眉を寄せた。莉々子は裏切られた怒りを思い出し、縁側のサンダルに足を入れてつかつかと大地に歩み寄った。身長一六六センチの莉々子より二十センチ近く高い彼を見上げて、一気にまくし立てる。

「私、卒業式のあと、下駄箱のところでずっと待ってたんだよ。それなのに大地がぜんぜん来ないから、教室まで見に行ったんだからっ。大地は誰か女子とキスしてたじゃない！」

「えっ」

　大地が驚いた声を出した。莉々子は彼を睨む。

「九年以上前のことだから、別に根に持ってるわけじゃない。でも、あんなことして私を裏切ってたくせに、とぼけるなんてほんと最低ね」

「とぼけたわけじゃない。あれを見られてたとは思ってなかったんだ」

　大地は横を向いて、少し長めの前髪をくしゃりと握った。

「言っておくけど、私、彼女がいるのにほかの女子とも付き合うような人、信用してないから。あなたの会社の求人には、母が勝手に応募しただけ。私はあなたの下でなんて働きたくないの。あの応募はなかったことにして」

　莉々子は言いたいことをすべて言って、くるりと背を向けた。家に入ろうとしたとき、大地の真剣な声が呼び止める。

「莉々子、待ってくれ！　莉々子が思っているのとは違うんだ！」

　莉々子は振り返って肩越しに大地を見た。

「なにが違うって言うの!?　後ろ姿だったから相手の女子が誰かはわからなかったけど、私、あなたたちが抱き合ってたのをこの目で見たんだから！」

　大地は口調同様、真剣な面持ちで莉々子を見た。

「莉々子のところに行こうとしたら、彼女に呼び止められたんだ。『同じ大学に進学するから連絡先を交換しよう』って言われて、メモを差し出されたから受け取ろうとした。そうしたら、彼女がいきなり抱きついてきて……唇を押しつけられたのは確かだ。だが、俺は彼女の腰を掴んで引きはがそうとしただけで、抱き合ってなんかいない。『大地くんと莉々子の間に割って入れそうになかったから黙ってたけど、本当はずっと好きだった』って言われたけど……『こんなことをする君はもう友達じゃない』って答えた」

「嘘」

「嘘じゃない。俺はあのとき莉々子が好きだった。莉々子だけが好きだったんだ」

　莉々子は目を細めて大地の顔を見た。大地は莉々子の視線を受け止め、表情を歪めて言葉を続ける。

「莉々子に見られてたとは思わなかった。好きでもない相手にキスされたこともショックだったけど……莉々子のメッセージはもっとずっとショックだった。莉々子は俺にとって、中一のときからずっと特別な存在だったから」

　大地はふっと視線を逸らした。その横顔が寂しげに見えて、莉々子の胸がトクンと小さく音を立てる。

　大地は中学入学前に両親が離婚して、母方の祖父母の家に預けられることになった。大阪市内で育った彼が、地域住民がみんな顔見知りという田舎町に引っ越してきて、なかなか馴染めず寂しそうだったのが気の毒で……莉々子は五月の連休前、小学校時代から仲のよかった男女数人のグループでの恒例の川遊びに、半ば強引に大地を誘ったのだ。都会育ちでお高くとまっていると思われていた大地だったが、本当はただ口数が少ないだけなのだとわかって、その後、徐々にクラスメイトに受け入れられていった、

　高一の夏に付き合い始めた直後、『あのとき川遊びに誘ってくれてすごく嬉しかった』と話してくれたことを思い出す。

「……あのメッセージは怒りに任せて送っただけで、本当は本心じゃなかったの。大地は中学生になるまで都会で育ったんだから、田舎者はむしろ私の方だったのに……」

「いや、俺が物わかりのいい男になろうとして、『今まで会ったことのないような人たちに出会いたい』って莉々子の気持ちを尊重しようとしたからだ。そんなことをせずに、莉々子の気持ちをちゃんと確かめていたら──」

　俺たちは別れずに済んだのかもしれない。莉々子は大地がそう続けるのかと思ったが、彼はそれ以上なにも言わずに口をつぐんだ。

　離れた場所に住んで、お互い新しい人たちと出会い、新しい環境で学び、生活するのだ。あのとき別れなかったとしても、そのまま関係が続いていたかどうかは……誰にもわからない。

　莉々子はまっすぐに大地を見た。

「今さらかもしれないけど……あんなひどいメッセージを送って、本当にごめんなさい」

「いや……いいよ。あのときの俺の本心をわかってもらえたから。それに、あんな場面を見せられたら、莉々子も傷ついたよな。俺も今さらだけど、ごめん」

「そんな……。大地は謝る必要なんてないよ。無理矢理キスされたんだから」

　大地は思い出したかのように、不快そうに唇を拭った。

「そう言ってもらえると、気持ちが楽になる」

「うん……。もうお互い水に流そう」

「ああ」

　大地はホッとしたように柔らかく微笑んだ。その笑顔を見て、高校生の頃の甘酸っぱい気持ちを思い出す。

　彼が一緒に暮らしていた祖父はナス農家だった。自分の代で農業を終わらせようと、大地が高校生になったとき、彼に知らせないまま畑を売ってしまった。それまでよく祖父の仕事を手伝っていた大地は、ひどくショックを受けた。そして、それがきっかけで、農業を儲かる産業として確立したい！　と夢を持つようになった。農家の手伝いをしたり、青果店でアルバイトをしたりと現場に触れて、将来の目標や夢の話になると熱く語る。そんな彼がとてもまぶしくて、気づけば彼のことを好きになっていたのだ。

　あの頃は、普段あまり感情を表に出さないクールな彼が、こんなふうに笑いかけてくれることがすごく嬉しかった。

　莉々子は懐かしい思いで目を細める。

「大地の会社の名前は、ネクサスロジスティクスだったよね。ネクサスって〝絆〟とか〝つながり〟を意味するんだっけ。すごいよ、起業して夢を叶えたんだね」

　莉々子の褒め言葉に対し、大地は首を左右に振る。

「いや、ぜんぜん叶えられていない。状況が大きく改善したってわけではないから。ネクサスロジスティクスのネットワークはまだ規模が小さいんだ。利用してくれる農家を増やしたいし、販売網も拡充したい。大手スーパーと差別化できる要素をもっと増やして、知名度を上げたいと思っている」

　大地の声には熱がこもっていた。こんなふうに輝く彼の瞳を何度近くで見たことだろう。

　彼は高一のときと変わらぬ生き生きした表情で話を続ける。

「その一環として、材料とレシピがセットになったミールキットを新しく売り出そうと計画している。そのために新商品を企画してくれる担当者を採用したいんだ。求人に応募してくれたのは莉々子のお母さんだって言ってたけど、俺は莉々子に──」

「あらー、大地くぅん！」

　大地の声に被さるように、二階から母の大声が降ってきた。大地と莉々子が見上げると、ベランダから母が手を振っている。大地は母に向かって会釈をした。

「こんにちは」

「わざわざ来てくれたのねーっ、ありがとう！　よかったら、莉々子を大地くんのところで働かせてやってくれないかなぁ？　莉々子は食品栄養学部を卒業して、食品会社で商品開発をしてたから、きっと大地くんのお役に立てると思うのよね～」

　母が大きな声でベラベラしゃべるので、莉々子は恥ずかしくなって早口で大地に言う。

「あの、せっかく来てくれたのに悪いんだけど、少し考えさせてくれないかな」

「もちろん。給与とか休日とか、いろいろ確認してからでいいよ」

　大地はポケットから革製の名刺入れを取り出し、一枚抜き出して垣根越しに差し出した。

「俺の連絡先。携帯番号は変わってないけど、念のため」

「あ……うん。ありがとう」

　莉々子が受け取ったそれには、〝株式会社ネクサスロジスティクス　代表取締役社長　伊月大地〟という文字とともに、会社の住所とホームページアドレス、電話番号と携帯番号が印字されている。

「いい返事を待ってる」

　大地は莉々子をまっすぐに見て言った。



「莉々子、いつから働くの～？　いつ大阪市に戻るの～？」

　二階から母が叫び続けている。莉々子は顔を赤くして視線を落とした。

「それじゃ」

　大地に背を向け、縁側から家の中に入った。母は変わらず二階から大声を出す。

「大地くん、ありがとね～！　莉々子をよろしくぅ」

　莉々子が肩越しに見たら、大地は母に小さく頭を下げ、莉々子に向かって軽く手を上げて歩き出した。近くに車を停めていたのか、バタンとドアが閉まる音がする。すぐに車が走り出す音がして、莉々子は肩の力を抜いた。しかし、一息つくまもなく、母がバタバタと足音を立てながら二階から下りてくる。

「莉々子、いつから大地くんの会社で働くのっ!?」

　あまりに母が前のめりになって言うので、莉々子は顔をしかめた。

「まだ働くかどうか決めてないよ。考えさせてって返事したもん」

「ええっ、なんでよ!?　大地くんの会社でしょ。嫌な上司なんて絶対いないわよ」

「まあ、そうかもしれないけどぉ……」

　かつて付き合っていた男ひ性との会社だ。普通に考えたら、やはり気まずい。

（でも、別れたのは九年以上前のことだから、気にしなくていいのかなぁ。大地は元カノと一緒に働くことをなんとも思わないんだろうか。なにか思うくらいなら、わざわざ家まで来たりしないかな）

　頭を悩ませる莉々子に、母はこれ見よがしに大きなため息をついた。

「あーあ、もう、煮え切らない態度ね。いったいなにが気に入らないのよ」

「なにがって……大地は元カレなんだよ？」

　莉々子は唇を尖らせた。

「そんなことを気にしてたの？　確か別れたのは、『大学が離れるから』だって言ってたっけ？」

　大地がほかの女子とキスしてた、とは言えず、九年前、莉々子は母にそんなふうに説明したことを思い出した。

　母はペラペラと話を続ける。

「大地くん、昔も今もとってもいい子じゃないの。あ、もう〝子〟なんて言ったらいけないわね。すっかりいい男になっちゃって。まあ、昔からイケメンだったけど。大地くん、まだ独身みたいだし、ヨリを戻したらいいじゃない。嫌いになって別れたわけじゃないんでしょ？」

「むちゃくちゃ言わないでよ。そもそも大地に恋人がいるかもしれないでしょ」

「いないかもしれないじゃない。とにかくせっかくのチャンスなんだから──」

　母はどうあっても莉々子を大地の会社で働かせたいようだ。あまりに母がぐいぐい来るので、莉々子はついぶっきらぼうに言う。

「働くのは私なんだから、あんまりあれこれ言わないで」

「言いたくもなるわよ。だいたいこのご時世ね、いくら上司に不満があったからって──」

　また母の小言が始まった。莉々子は逃げ出すべく、さっと立ち上がる。

「散歩に行ってくる！」

「もう、話の途中なのに」

「その話はもう何度も聞いた」

「そりゃそうよ。あなたのことを心配してるんだから」

　心配をかけていることは申し訳ないと思う。けれど、大地に裏切られたわけじゃなかったとわかったとはいえ、慶一のことからはまだ立ち直れていないのだ。

「もう少し休みたいんだもん」

「もう充分休んだと思うけど」

　事情を話せないのだから、そう思われても仕方がない。

　莉々子は大きなため息をついたが、母は気にする様子もなく言う。

「そうそう、散歩に行くんなら、商店街のクリーニング屋さんに寄って、お父さんのワイシャツを受け取ってきてちょうだい」

「クリーニング屋さん？」

「そうよ。働かざる者食うべからずって言うでしょ。ほら、これが引換券」

　母が戸棚の箱から小さな紙切れを取り出し、莉々子の手のひらに押しつけた。

「……はぁい」

　莉々子は引換券を受け取って玄関に向かった。靴を履こうとして、外出できる格好ではなかったことに気づく。二階の自分の部屋に上がってクローゼットを開け、白いシャツとチノスカートに着替えた。簡単にメイクを済ませて靴を履いたとき、玄関のドアが開いて、近所に住む叔母──父の妹──の智とも美みが入ってきた。

「あーら、莉々子ちゃん、ちょうどよかった！　莉々子ちゃんにいいお話があるのよーっ」

　叔母はニコニコ笑いながら、小脇に抱えていた数冊の薄い冊子のようなものを差し出した。白や紺などの立派な表紙がついたそれは……いわゆるお見合い写真だ。

「えっ」

「叔母さんね、莉々子ちゃんが花嫁修業に帰ってきてるって聞いたから、張り切っちゃった。ほら、どう？　選りすぐりの男性を集めたのよ。どれも叔母さんのお墨付き。この人なんかどうかな。農協の職員さんで将来有望。まあ、ちょっと年上なんだけどねー」

　叔母は一番上の冊子を開いて中を見せた。四十歳くらいで額がてかてか光った男性が、ぽっちゃりした顔に緊張気味の笑みを浮かべている。

「ええと、私は別に花嫁修業のために帰ってきたわけじゃなくて……」

　莉々子が言葉を挟んでも、叔母は構うことなく別の写真を見せる。

「この人もお薦めよぉ。町役場にお勤めなの。公務員よ、公務員！　まあ、ちょっと髪が薄いんだけど、人間、大事なのは中身よ」

　叔母がぐいぐい写真を押しつけてくるので、莉々子は胸の前で両手を上げた。

　母といい、叔母といい、押しが強すぎる。

「あの、私、まだ結婚は考えてないんです」

「なに言ってるの！　叔母さんも莉々子ちゃんのお母さんも、莉々子ちゃんの歳にはもう結婚してたのよー。早すぎるってことはないんだから、会うだけでも会ってみなさいな」

　そこへ台所にいたはずの莉々子の母が首を突っ込んでくる。

「あら、智美さん、いらっしゃい」

「亜希子さん！　いいお話があるのよ～」

　叔母は今度は母に写真を見せ始めた。母は写真を覗き込んで不満そうな声を出す。

「うーん、イマイチねぇ。イケメンはいないの、イケメンは」

「ちょっと、もう～、亜希子さんってば。男は顔より稼ぎよ、稼ぎ」

　さっき『大事なのは中身』だと言っていたはずの叔母が、訳知り顔で頷きながら言った。すぐに母が反論する。

「稼ぎも大事だけど、毎日顔を見なくちゃいけないのよ。イケメンの方がいいじゃない。ケンカしたときに、イケメンだったら許せちゃう気がするでしょ」

「ダメよー、イケメンでも甲斐性なしだと苦労するわよ。自分の娘に苦労させたくはないでしょ」

「それはそうだけど……。じゃあ、ほかの写真も見せてよ」

「じゃあ、この人はどう？　この中では一番若いわよ。なんと最終学歴は天下の──」

　二人が写真を見ながら盛り上がり始めた。莉々子の意見など聞く気がなさそうだ。今は結婚どころか恋愛をする気にもなれないというのに。

　莉々子は大きく息を吸い込み、母と叔母を見る。

「私、まだ結婚するつもりはないし、お見合いはしないから」

　きっぱり言うと、二人に背を向けて玄関を出た。

「ちょっと、莉々子」

「莉々子ちゃん、まだ写真はあるのよっ」

　母と叔母の声が追いかけてきたが、振り返らずにドアを閉めた。二人に掴まらないうちにと、早足で歩く。しばらくして商店街が見えてきたところで、大きく息を吐き出した。

（もうこのまま実家に居候し続けるわけにもいかないな……）

　母の〝早く働け〟攻撃に加えて、叔母からの〝お見合いしろ〟攻撃まで食らうなんて。

　莉々子は歩道の端に寄って、バッグからスマホを取り出した。求人掲載サイトを開いてスクロールしながら、自分がやりたいことを考える。

　やっぱり食べ物に関わる仕事がしたい。体の栄養だけでなく、心の栄養にもなる食をプロデュースしたい。

（大地の会社は……どんなことをしてるんだろう）

　莉々子は検索窓に〝ネクサスロジスティクス〟と入力した。表示された検索結果から、公式ホームページへのリンクをタップする。求人募集のページを開くと、勤務地や給与、休日などの条件が掲載されていた。

　住所を見たら、一人暮らしをしている大阪市内のマンションから問題なく通える距離だ。給与も魅力的な額である。それになにより、企業理念に惹かれた。

〝農業の魅力を高め、可能性を広げて、人と食と暮らしを豊かに〟

　将来への不安、後継者や新規就農希望者の不足という誰もが知っている課題に対応しようとするのが、ネクサスロジスティクスの取り組みだそうだ。こだわって作られた農産物を道の駅などで販売するほか、オンラインショップも運営している。耕作放棄地を購入して、体験型農園にするプロジェクトまで手がけていると知って驚いた。

　こうした事業はきっと、大地が高校一年生のときに、彼の祖父が将来を憂いて農業を辞めたことから影響を受けているのだろう。

『農業を儲かる産業として確立したい。諦める人を減らしたいんだ。そのためにしっかり勉強して、農業をプロデュースする会社を起こそうと思う』

　高一の晩春、そんなふうに熱く語った大地の顔を思い出す。

　その直前まで、大地は祖父が廃農したことに心を痛めて、落ち込んでいた。だから、大地が元気を取り戻したことが嬉しくて、莉々子は『じゃあ、大地が起業したら、私が手伝ってあげる。パートナーとして大地を支える！』なんて言ったものだ……。

　大地の会社なら、莉々子もやりたいことができる。それに、高一の頃から変わらず夢を持ち続けている大地を……手伝いたい、とも思う。

「決めた」

　莉々子はバッグから大地にもらった名刺を取り出し、書かれている携帯番号に電話をかける。

　四回目の呼び出し音の途中で大地の声が応答した。

『伊月です』

「あの、高たか津つです」

『うん、莉々子も番号変えてなかったんだな』

　大地がそう言うということは、彼のスマホの画面に莉々子の名前が表示されているのだろう。

（私は卒業式の出来事のあと、大地の番号を消したのに、大地は私の番号を残してたんだ……）

　二人の関係が莉々子の一方的なメッセージで終わってしまったのだと改めて認識する。

『……さっきの返事をするために電話をくれたのか？』

　大地が緊張気味の声で訊いた。

「うん。私、大地の会社で働きたい」

　電話の向こうで息を吐く音がしたかと思うと、明るい声が返ってきた。

『ああ、よかった！　助かるよ。いつから来られそう？』

　大地の言葉を聞いて、莉々子は目を丸くした。

「えっ、どういうこと？」

『ん？　うちで働いてくれるんだろ？』

　大地の不思議そうな声が聞こえてきた。莉々子も同じく怪訝な声で問う。

「ええと、採用試験とか面接は？」

『別にいい。採用責任者は俺だから、今、莉々子の採用を決めた』

「ええっ、そんな簡単でいいの!?」

　驚く莉々子に大地はあっさりした口調で答える。

『莉々子の経歴は知ってるし、さっき話して莉々子に一緒に働いてほしいと思ったんだ』

「そ、そうなんだ。大地がそう言ってくれるなら、私はありがたいんだけど……」

『いつから来てくれる？』

　改めて大地に問われて、莉々子は少し考える。ほんの数十分前まではなんのやる気も出なかったのに、新しい生活が始まるのだと思うと、今は不思議と前向きになれた。それとともに、両親を温泉にでも連れていって、親孝行らしいことをしてから帰りたいとも思う。

「週末に少し親孝行してから帰りたいんだ。大地がよければ……来週の月曜日からにしてもらえないかな？」

『俺の方は問題ない』

「ありがとう」

『莉々子が入社を決めてくれて嬉しいよ。詳しいことは来週の月曜日に話そう。来てくれるのを待ってる』

「私の方こそ、そう言ってもらえて嬉しい。期待に応えられるようにがんばるね」

　そう言ってから、莉々子は姿勢を正して続ける。

「これからよろしくお願いします」

『こちらこそよろしく。気をつけて帰っておいで』

「うん、それじゃ」

　大地との電話を終えると、期待と希望で胸が膨らんでいた。

　母から彼の会社に勝手に応募したと聞いたときは、なんてことをしてくれたんだと思ったが、今となっては感謝しなければいけないかもしれない。

　大地との間にわだかまりもなくなり、新しい日常を始められるのだから。

（慶一さんのことも含めて、過去の嫌な記憶はすべて忘れて前に進もう！）

　莉々子は決意も新たに、商店街に足を踏み入れた。








第三章　過去の夢とは違うけど









　月曜日の午前九時前。莉々子は大阪市中央区のビジネス街の一角で足を止めた。目の前には十二階建てのオフィスビルがそびえ立ち、窓ガラスが空を反射して水色に輝いている。

　スタイリッシュなスーツやおしゃれなオフィスファッションを着こなした男女が、自動ドアから次々と中に吸い込まれていき、白のカットソーにライトグレーのテーラードジャケットとスカートという無難ながら地味な格好で来たことを少し後悔した。

　大地が代表取締役社長を務めるネクサスロジスティクスは、このビルの最上階、つまり十二階に入っている。さらにビルの管理会社と協力して屋上に菜園を作り、昼間はこのビルで働きながら週末は屋上で野菜作りを楽しむという〝週末ファーマー〟なるプロジェクトも行われているそうだ。

（ほんとにすごいな……）

　莉々子は緊張と期待でドキドキしながら、自動ドアを通った。オフィスビルの一階は天井が高く、大理石調のタイルが貼られた壁は高級ビジネスホテルのようだ。

　エレベーターを待つ列に並んだとき、ちょうど地下駐車場から上がってきたエレベーターのドアが開いた。莉々子は前の人に続いて乗り込む。

　エレベーターは五階と八階で停まったあと、十二階に到着した。一歩踏み出した内廊下もホテルのようで、大理石調タイルの廊下がラグジュアリーな印象だ。数メートル先にガラス張りの自動ドアがあって、整った白い文字で〝株式会社ネクサスロジスティクス〟と書かれているのが見えた。

　そちらに向かおうとしたとき、左側から大地の声で名前を呼ばれた。

「莉々子」

　顔を向けたら、大きな窓にもたれるようにして大地が立っていた。彼は右手に紙コップを持っている。そこは休憩所になっているらしく、壁際に自動販売機が、窓の前にライトグレーのソファが置かれていた。

「おはよう、莉々子」

「おはよう、大地」

　大地に手招きされて、莉々子は彼に近づいた。大地は上質な黒のスーツを着て、白いシャツにレジメンタル柄と呼ばれる斜めストライプのブルー系ネクタイを締めている。先週会ったときよりもかっちりしたスーツ姿の大地を見て、思わず目を細めた。高校生のときの制服姿や私服姿しか見たことがなかったので、大地が急に大人になったように見えて、離れていた九年という年月の長さを改めて感じる。

「なにか飲む？」

「そうねぇ……」

　莉々子は自販機を見た。カップ式の自販機で、商品にはレギュラーコーヒー、エスプレッソ、アメリカンのほか、カプチーノやカフェラテ、ミルクココアもある。

「好きなのを選んで。入社のお礼に奢る」

　大地が左手のスマートウォッチを自販機の読み取り部にかざした。ピッと音がして、ボタンが点灯する。

「だったら、一番高いのを選ぼうかな」

　莉々子が冗談っぽく言うと、大地は笑みを零した。

「どれもそんなに高くないよ。歓迎会を開く予定だから、どうせならそのときに店で一番高いものを注文したらいい」

「歓迎会を開いてくれるんだ」

「当たり前だろ」

「嬉しいな。でも、一番高いものを注文するなんて図々しいことはしないよ」

「別に構わないのに」

「構うってば」

　莉々子の不満混じりの声を聞いて、大地は笑いながら視線を自販機に向けた。

「今でもミルクココアが好きなのか？」

「最近はカプチーノがお気に入りなの。それじゃ、遠慮なく」

　莉々子はホットカプチーノのボタンを押した。低い動作音がして、機械がコーヒーを淹れ始める。

「九年も経てば好みも変わるんだな」

　大地はしみじみとした口調で言った。莉々子は彼のカップを見る。

「大地はなにを飲んでるの？」

「モーニングブレンド」

「ふぅん」

　莉々子の返事を聞いて、大地は眉を寄せる。

「ふぅんってどういう反応？」

「高校生のときは炭酸飲料ばかり飲んでたのにって反応」

「今でもたまに飲むけど、やっぱり朝はブラックコーヒーだな」

「大地も大人になったんだねぇ」

　莉々子がからかうように言うと、大地は目を細めて莉々子を見た。

「九年も経てばな。でも、お互いさまだろう」

　そのとき電子音が鳴って、自販機がカプチーノのできあがりを知らせた。莉々子はカップを取り出して大地を見る。

「ありがとう、いただきます」

　礼を言って一口飲んでから、ハッとした。高校の同級生だけど、莉々子は今日から彼の下で働くのだ。

「ごめん、ついタメ口きいてた。これからはちゃんと敬語を使わないといけないよね。カプチーノをありがとうございます、伊月社長」

　莉々子の言葉を聞いて、コーヒーを飲もうとしていた大地はピタッと動きを止めた。

「俺たちは同級生なんだから、そんなふうに気を遣わないでくれ」

「いいえ、きちんと線を引いておかないと」

　莉々子だって大地相手に敬語を使うなんて、ものすごく変な感じがする。しかし、途中入社の社員が社長に馴れ馴れしくするわけにはいかない。いくら元クラスメイトだとしても。いや、元クラスメイトだからこそだ。

「同級生だってことも、みんなには言わないでください」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は「うーん」と唸るような声を出しながら、前髪をくしゃくしゃと乱した。

「莉々子がそうしてほしいと言うならそうするが……。莉々子に敬語を使われるのは嫌だな」

「それは私もだけど……私もですけど、新入社員と社長じゃ、立場が違いすぎます。私のこともちゃんと名字で呼んでください」

「……やっぱり高校生のときみたいにはいかないか」

　大地はため息混じりに言った。

「どういう意味です？」

　莉々子は首を傾げて大地を見た。彼はコーヒーを一口飲んで答える。

「高一のとき、将来俺が起業したらパートナーとして手伝いたいって言ってくれてただろ」

　莉々子は黙ってカップに口をつけた。

　あの頃は本気でそう思っていた。具体的にどうすればいいのか、どうするのかはまだよくわかっていなかったが、食品関係の勉強をすれば彼の役に立てると考えて、食品栄養学部への進学を決めたのだ。単純に自分が食べたり料理をしたりすることが好きなのもあったけれど……。

　あのとき言ったパートナーという言葉には、人生のパートナーにもなりたいという意味がこもっていた。でも、今は違う。

　莉々子は懐かしい気持ちを押し返すように、熱いカプチーノをゴクリと飲み込んだ。顔を上げて大地を正面から見る。

「今はパートナーではなく、部下としてお役に立てるようにがんばります。ですから、社長は私を元クラスメイトではなく、ただの部下として扱ってください」

「……わかった。今日からよろしく頼む」

　大地は窓の外に視線を向けた。少ししてカップに口をつけて、コーヒーを飲み干した。

「捨てておくよ」

「ありがとうございます」

　彼は莉々子が飲み終わったカップを受け取って、一緒にゴミ箱に捨てた。

「ごちそうさまでした」

　莉々子の礼の言葉に大地は軽く頷いた。

「どういたしまして。それじゃ、社内を案内しよう」

　大地は莉々子を促して歩き出した。キリッと引き締まった表情に変わっていて、再会を懐かしむ同級生ではなく、社長の顔をしている。

「この本社オフィスには、育休中の社員二人を含めて二十五人が働いている。ほかにはサテライトショップの店長や従業員、運営を受託している道の駅の駅長として、現地で働いている人たちがいる」

　大地が自動ドアのタッチスイッチに手をかざし、ドアが開いた。入ってすぐのところに無人の受付デスクがあり、奥へと廊下が伸びている。廊下の右側には〝応接室〟〝会議室〟などのプレートが貼られた白いドアが、左側には半透明のガラス扉があった。そのガラス扉を大地が押して開ける。

「どうぞ」

　促された先は、ライトブラウンのカーペットが敷かれた広いオフィスだった。壁一面が大きな窓になっていて、室内は明るい。パーティションで仕切られていくつかのシマがあり、向き合う形でデスクが並んでいる。デスクの上にはそれぞれパソコンや書類などが置かれているが、パーティションもデスクも壁際のキャビネットも、温もりのあるナチュラルな木目調だ。窓際に置かれた観葉植物も優しい雰囲気を添えている。

「ここが商品企画開発チームのシマだ」

　大地が一番奥のシマの前で足を止めた。こちらも木目調のデスクだ。デスクライトとノートパソコンだけが置かれた一つのデスクに、二つのデスクが向かい合うように配置されていて、ライトとパソコンのほかに書類やファイルなどが立てられている。

「一週間前に立ち上げたばかりなんだ。即戦力を雇ってから、本格始動させようと思っていた。莉々子……高津さんの席はここだ」

　大地はライトとパソコンだけが置かれているデスクに歩み寄り、チェアの背もたれをポンと叩いた。

　大地に『高津さん』と呼ばれたのは、いつ以来だろう。付き合う前だから、十二年ぶりくらいだ。

　名字で呼ぶように頼んだのは莉々子だが、実際にそう呼ばれると、大地との間に急に大きな距離が開いたような気がする。

「高津さんには責任者を務めてもらいたい」

　寂しさに浸っていたら、一瞬、大地の言葉の意味が理解できなかった。「は？」と抜けた声を出したあと、莉々子は目を剥く。

「ええっ、いきなり責任者、ですか!?」

「そうだ。商品企画開発チームリーダー。村内食品では商品開発のチーフだったんだ。即戦力だろ？」

　大地に挑むような視線を向けられた。高校生のときよりずっと大人びたその表情に、不覚にもドキッとする。しかし、それを悟られまいと、同じように強い眼差しで彼を見た。

　あんな辞め方をする羽目になったが、自分の仕事と責務に誇りを持っていたのは事実だ。

「そう自負しています」

「頼りにしてる。まずは利用者を増やすために、手軽に作れるミールキットから始めてほしい。利用者がある程度増えたら、本格的な料理が作れるキットも販売したい」

「私を含めて三人のチームってことですよね？」

「ああ。女性と男性が一人ずつだ。入社四年目でオンラインショップの管理者だった日ひ高だか麻ま桜おさんと、入社三年目で物流補佐を務めていた倉くら本もと里り久くくん。二人とも農産物の取引や流通情報の面では頼りになるが、莉々子ほど栄養学や食品学に詳しくない。だが、最初は料理の初心者でも作りやすいことをウリにしたいから、三人の長所を生かしながら開発を進めてほしい」

「わかりました」

　莉々子が返事をしたとき、「おはようございまーす」と声がして、莉々子より少し年下で、半分縁のないハーフリムの眼鏡をかけた茶髪の男性と、ブルーブラックのボブカットがおしゃれな小柄な女性が近づいてきた。

「おはよう。この二人が今話していた商品企画開発チームの日高さんと倉本くんだ」

　大地が莉々子に二人を紹介した。続いて二人に莉々子を紹介する。

「で、こちらが高津莉々子さん。今日からチームリーダーを務めてくれる」

「よろしくお願いします」

　莉々子がお辞儀をすると、二人も同じように頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　里久は眼鏡越しに子犬のように丸い目を細めてニコッと笑った。ネイビーのワイシャツにグレーのスリムパンツでノーネクタイというカジュアルなコーディネートだ。一方の麻桜は白いシャツにネイビーのスカートという格好で、クールな印象を与える切れ長の目をしている。

　大地は莉々子のデスクに軽く手を乗せて言う。

「これからいろいろデータが必要になると思って、データベースに手を加えたんだ。三人ともアクセスできるようにしておいた。ちょっと借りるよ」

　大地は莉々子のパソコンを起動させて、現れた入力画面にパスワードを打ち込んだ。

「パスワードは初期設定で社員番号になってるから、あとで変更しておいて」

　大地に視線を向けられて、莉々子は頷いた。

「わかりました」

　大地はデスクトップ画面に並んでいるアイコンの一つをクリックした。

「ここからデータにアクセスできる。パスワードは定期的に変更してて、その都度システム担当者から連絡がある」

　大地は画面上のソフトを操作して生産データを表示させた。大地の横に立って、一覧データを見ながら莉々子は言う。

「農薬の使用の有無や回数……いろいろデータ化されているんですね」

「ああ。無農薬なのか減農薬なのか、有機栽培なのか……そういう情報もここで管理している」

「いいですね。消費者が関心を持つ情報ですし、こういうところもミールキットのウリにできると思います」

　莉々子はパソコンのモニタを覗き込んだ。細かい数字の羅列を見て、眉を寄せる。

「見にくい？」

　大地がモニタに顔を近づけて尋ねた。

「いえ、そういうわけでは……」

　莉々子がふと右側を見たら、すぐ目の前に大地の顔があった。その距離の近さに、恋人だったときのことを思い出しかけて、ハッとする。

　今は仕事中で、そもそも彼との関係はとっくに終わっている。

　一方の大地は距離の近さに違和感がないのか、そのまま話を続ける。

「ここにチェックを入れて決定ボタンを押すと、データをグラフ化することもできる。操作でわからないことがあったら、いつでも訊いてくれ」

「う、うん、ありがとう」

　とっさにそう答えて背筋を伸ばし、慌てて「ございます」と付け加えた。

「次は完成したばかりの調理室に案内しよう。この土日で工事が終わったんだ」

　大地は莉々子たち三人を先導して、通路の反対側にある部屋に向かった。莉々子、里久、麻桜の順で続くと、歩きながら里久が話しかけてきた。

「高津さんって、うちに来る前は村内食品で商品開発のチーフとして働いてたんですよね？」

「はい」

「レトルト食品で有名な企業ですよね。すごく心強いです。僕、楽しておいしい料理を食べたいって気持ちは人一番強いんで、商品企画開発チームに志願しました。でも、社会人になってから自炊を始めたんですが、あまり本格的な料理はしたことないんです」

「社長からは『初心者でも作りやすいことをウリにしたい』って言われてますから。倉本くんの視点はとても重要です」

　そこに麻桜が会話に加わる。

「私は一年前に実家を出まして……料理は好きなのでがんばってるんですが、手際が悪いみたいで、時間がかかるんです。でも、栄養学とかすごく興味があるので、いろいろ教えてください」

「もちろんです。私もまだまだ勉強したいことがあるので、三人で一緒にがんばりましょうね」

　いきなりチームリーダーを任されて、一から新しく商品開発を始めることに不安もあった。けれど、内部事情に詳しく、客観的に自分を見ていて仕事に前向きなこの二人となら、うまくやっていけそうだ。

　やがて四人はクリーム色のスライドドアの前に着いた。大地が取っ手を掴んで開けると、そこはさまざまな調理機器を備えた広い部屋だった。レストランの厨房にあるような大きなガスオーブンから、一人暮らしの家庭に欠かせない電子レンジ、トースターまである。コンロも電気とガスのものがあり、さまざまな大きさの鍋やフライパンが揃っていた。しかも、どれも新しくてピカピカだ。

　莉々子は目を輝かせる。

「うわぁ、すごい！　大学の栄養学研究室みたい！」

　充実した設備の数々に感嘆の声を上げながら部屋に足を踏み入れた。

「いいなぁ、私、ここに住みたい！」

　莉々子が興奮気味に調理室の棚を開けたり引き出しを覗いたりするので、大地はいたずらっぽい表情になった。

「じゃあ、シャワールームも作ったらよかったかな」

「んー、できればバスタブも欲しいです」

　莉々子が冗談で返すと、大地は小さく笑みを浮かべた。腕時計を見て真顔に戻る。

「そろそろみんな出社してくる頃だから、みんなに紹介しよう」

　大地に促されて、莉々子たちは自分たちのシマに戻った。彼が言った通り、スーツやオフィスカジュアルを来た男女がデスクに着いたり、パソコンを立ち上げたり、業務の準備をしている。

　大地がフロアをぐるりと見回して、声を張り上げた。

「みなさん、おはようございます。今日から商品企画開発チームのリーダーとして働いてくれる高津莉々子さんを紹介します」

　大地の声を聞いて、フロアの全員が莉々子たちの方を見た。チェアから立ち上がったりパーティションを回ったりして近づいてくる。数えてみると、莉々子たち四人を除いて合計十九人。男性十人に女性九人だ。全員が二十代前半から三十代後半くらいまでと若い。

「高津さんは管理栄養士とフードスペシャリストの資格を持っています。レトルト食品や冷凍食品の開発チーフをしていた頼れる人材です」

　大地にそう紹介されて、莉々子は内心照れながらも、表情を引き締めて挨拶をする。

「高津莉々子と申します。〝農業の魅力を高め、可能性を広げて、人と食と暮らしを豊かに〟というすばらしい理念を掲げるネクサスロジスティクスで働けることを、とても嬉しく思っています。これまでの経験を生かして、みなさんのお役に立てるように一生懸命がんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　莉々子は丁寧に頭を下げた。あちこちから「よろしくお願いします」と明るい声が返ってきた。

　大地が莉々子の方に体を寄せて、笑みを含んだ小声で言う。

「莉々……高津さんらしい真面目な挨拶だな」

　そうかな、という気持ちを込めて莉々子が小首を傾げたら、大地は小さく頷いて表情を引き締めた。

「それじゃ、全員を紹介しよう」

　大地は莉々子を連れてそれぞれのシマを回り、副社長から広報チーム、総務チームなど、さまざまな業務を担う社員を順番に紹介した。

「それから、自販機の前でも話したけど、育休中の社員が二人いる。総務チームの女性と営業チームの男性だ」

　日本でも男性の育児休暇の取得が促進されているが、実際に男性が育児休暇を取るのはまだなかなか難しいとニュースで見たことがあった。オフィスの明るい雰囲気や充実した福利厚生などから、ネクサスロジスティクスが働きやすい会社なのだとわかる。そんな大地の会社の一員になれたことを、莉々子は心から誇らしく思った。




　昼休みになると、里久は何人かの男性社員と一緒にランチを食べに行った。麻桜は弁当を作ってきており、自分のデスクで食べると言う。

（じゃあ、私はどこかに食べに行こう）

　莉々子はデスク下の荷物入れから財布を出して、オフィスの出口に向かった。オフィスの真ん中を通りかかり、窓際に二つ並んだデスクの一つに大地の姿があるのに気づいた。デスクに着いている彼に、二十四、五歳くらいの女性社員が話しかけている。

　朝、パッケージデザイン担当の安やす田だ美み華かだと大地から紹介されたことを思い出した。目鼻立ちがくっきりしていて、明るめの茶色い髪を肩の上で大きくカールさせている。名前の通り華のある女性で、フェミニンな白のレースワンピースにピンクのカーディガンを合わせたお嬢さまっぽいファッションがよく似合っていた。

　美華は大地に体を寄せるようにして、手持ちのタブレットを見せていた。二人の距離は、朝、モニタを見ていたときの莉々子と大地と同じくらい近い。美華が業務のことをなにか相談しているらしく、話に応じる大地の表情は真剣だ。

　莉々子はそのまま歩いてオフィスを出た。今朝、大地にコーヒーを奢ってもらった休憩所では、数人の社員が自販機でドリンクを買っている。莉々子はエレベーターホールに着き、下ボタンを押した。やがてエレベーターが到着してドアが開いたとき、後ろから名前を呼ばれた。

「莉々子」

　振り返ると大地がいた。

「社長も今からお昼ですか？」

「ああ」

　莉々子は大地と一緒にエレベーターに乗り、大地が閉ボタンを押した。

「どこに食べに行くの？」

　大地に訊かれて、莉々子は考えながら答える。

「この辺り、まだよくわからないので、近くのコンビニでなにか買おうかと」

「それなら、一ブロック先のカフェに一緒に行かないか？」

「カフェですか？」

　相手は元同級生だが、会社の社長だ。少し迷ったとき、大地が言う。

「オムライスがおいしいんだ」

　オムライスと聞いて莉々子の目が輝き、大地は懐かしそうな表情になった。

「オムライスが好きなのは変わってないんだな」

「そりゃあ、まぁ……。とろふわ卵が嫌いな人なんて、あまりいないんじゃないですか？」

　莉々子は小さく頬を膨らませた。大地はふっと笑みを零す。

「そうだな。俺も好きだ」

　ほどなくして一階に到着し、莉々子は大地と一緒に土と佐さ堀ぼり川がわ沿いの歩道を歩いた。案内されたのは二階建てのレトロなレンガ造りの建物だ。一階はパティスリーになっていて、カフェは二階にあるので、大地に続いて狭い階段を上った。ガラス窓のついたドアを大地が開けて、莉々子を先に通してくれる。

　高校生の頃はまだぎこちなさがあったレディーファーストも、今では流れるようにスムーズだ。

「いらっしゃいませ。二名さまですか？」

　尋ねてきた女性店員に大地が頷き、莉々子たちは窓際の席に通された。

「すごく雰囲気のいいカフェですね」

　莉々子はアンティーク調の椅子に座りながら言った。

「建物は大正時代に建てられたそうだよ」

「そうなんですね！　確かにこの辺りはレトロな建築物が多いですもんねぇ。このカフェにはよく来られるんですか？」

　大地は莉々子の前にメニューを広げて答える。

「……いや。初めて来た」

「えっ。だって、来る前、『オムライスがおいしいんだ』って言ってませんでした？」

　莉々子が目を丸くすると、大地はバツの悪そうな笑みを浮かべた。

「訂正。オムライスがおいしいらしい」

　大地の言葉を聞いて、莉々子はクスッと笑った。

「見栄を張りましたね」

「返す言葉がないよ」

　大地は苦笑して続ける。

「だが、取り引きのある卵農家がここに卵を卸していて、『お薦めですよ』って言っていたんだ」

「そうだったんですね。それは期待できますね」

　莉々子は注文を訊きに来た女性店員にトマトソースのオムライスとカプチーノを注文した。大地は同じオムライスとブレンドコーヒーだ。

　店員が注文を確認して席を離れたあと、大地は莉々子を見た。

「仕事はどう？」

「まだ出社して半日しか経ってませんよ」

「そうだな」

　大地は頬杖をついて窓の外に顔を向けた。

「莉々子に敬語を使われるのは、やっぱり慣れない」

「慣れてくれないと困ります」

　大地は頬杖をついたまま、目だけ莉々子に向けた。

「元同級生として、ネクサスロジスティクスをどう思う？」

「そうですねぇ、元同級生として率直に言わせてもらうと……」

　莉々子は午前中に見た取引先のデータを思い出しながら答える。

「工夫と強みがいくつもあるなって思いました。まずは、こだわりを持って育てられた農産物を、鮮度が高いまま都市に運べる独自の流通網。それに、農業を収益の上がるビジネスとして成り立たせるために、ファーマーズマーケットや飲食ビジネスにつなげているところ。あとは、日照や降雨、土壌だけでなく、収穫高や生産者の構成、作付け状況なんかもデータ化しているところです」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は目元を緩めて嬉しそうな表情になった。その顔にいたずら心をくすぐられ、莉々子は右手を顎に当ててわざと小難しそうな顔を作る。

「それから、ネクサスロジスティクスの弱点ですが……」

　大地はさっと表情を引き締めた。

「忌き憚たんのない意見を頼む」

　彼の真剣な表情を見て、莉々子は頬が緩みそうになるのを懸命にこらえた。

（相変わらず真面目だなぁ……）

　そうして眉間にしわを寄せておもむろに口を動かす。

「弱点は……ネクサスロジスティクスに……」

「ネクサスロジスティクスに……？」

　大地がテーブルに身を乗り出すようにして莉々子を見る。

「欠点が見つからないところです」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は瞬きをした。

「え？」

　莉々子はにっこり笑った。

「弱点なんて思いつきません。純粋に心からすごいなって思ってます」

「そう言ってもらえると嬉しいけど……気づいたことがあったらいつでも教えてほしい」

　大地の頬骨の辺りが少し染まっていて、莉々子は彼が照れているのだとわかった。

　そのときちょうど料理が運ばれてきた。

「ごゆっくりどうぞ」

　店員が席を離れ、莉々子は両手を合わせる。

「いただきます」

　大地も同じようにした。莉々子はスプーンを手に取り、オムライスをすくって口に入れた。卵はトロトロふわふわで、バターライスもコクがあっておいしい。

「卵の味がすごく濃いですね。それに、素材の味がしっかり感じられます」

　莉々子の感想を聞いて、大地も一口口に運んだ。

「そうだな。酸味のあるトマトソースも卵の味に負けてない」

　大地が真顔で食べる姿を見て、莉々子はデジャヴュのようなものを覚えた。高校一年生のとき、初デートでカフェに行った際のことを思い出す。

「初めて一緒にカフェに行ったときも、そんな顔をして食べてましたね」

　莉々子の言葉を聞いて、大地はスプーンを持つ手を止めた。

「あのときはサンドイッチじゃなかったか？」

「はい。社長は『レタスが新鮮で～』とか『ハムの燻製の香りが～』とか、いろいろ語ってました」

　大地は左手で前髪をくしゃりと握った。そうしてさっきよりも頬を赤くして腕の陰から莉々子を見る。

「そんなことを言ってた気がする……。考えてみたら、初デートでそんなふうに語るのを見たら、引くよな……？」

「大丈夫です。引いたりなんかしてませんでした。むしろ緊張しててあまり味がわからなかったから、社長は緊張しないのかなって思ってました」

「いや、緊張して……なにかしゃべらなくちゃと思って……」

　大地はボソッと言って、照れを隠すようにオムライスを口に入れた。彼が頬を染めたまま食べるのを見て、莉々子は懐かしい思いで目を細める。

（そっか。あれは緊張してたのかぁ……）

　過去の話をそんなふうに冷静に振り返ることができるなんて。お互いもうすっかり恋心が冷めて、ただの同級生に戻れたということだろうか。

　特別ではない、ただの同級生。

（違うな。上司と部下だ）

　それを思うと、また別の寂しさを覚えた。








第四章　頼もしい背中









　そんなふうに大地の会社で働き始めてから五日が経った。同じ商品企画開発チームの麻桜と里久ともすっかり結束が強まり、今日も会議室で最新の企画、〝パパッと十五分でごちそう〟ミールキットについて熱心に意見を交換している。

「〝煮込みハンバーグ〟はセットの野菜を思い切ってすべてカット済み野菜にしましょうか？」

　莉々子の問いかけに、麻桜が頷きながら答える。

「その方がいいかもしれません。私も倉本くんもがんばって試作しましたけど、ニンジンや玉ネギを切るのに時間がかかっちゃうんですよね～。そのせいで、せっかくレンジで加熱して煮込み時間を減らしても、十五分をオーバーしてしまいます」

　初対面のとき、麻桜はクールなイメージだったが、実際はかなり気さくな性格なのだと、莉々子はこの五日間で知った。

「そうですねぇ。ハンバーグが調理済みなので、僕もいけるかなと思ったんですけど、慣れてない人間には厳しかったです」

　里久の言葉を聞きながら、莉々子はタブレットにメモしていく。

「煮込みハンバーグはカット済み野菜で企画することにしましょう。では次に、ほかにごちそう感のあるメニューの案を挙げてもらえますか？」

　莉々子が言うと、里久はスマホを操作して、莉々子たちに見えるようにテーブルに置いた。メモアプリが開かれていて、いくつかメニューの名前が並んでいる。

「僕も考えてみたんですが、あまり思いつかなくて。一人暮らしの姉に訊いてみました。これ、姉が挙げたメニューなんですけど」

　麻桜がホッとしたように口を開く。

「あ、よかったぁ。実は私もなんです。自分だけではあまり考えつかなくて、従姉いとこに相談しちゃいました。従姉は新婚なんですけど、フルタイムで働いてて、『おいしい料理を作りたいけど、毎日仕事で疲れてて無理』って言ってました。このミールキットはきっと従姉みたいな人たちに喜ばれますよね」

　麻桜はピンク色のメモ用紙をテーブルに置いた。莉々子は麻桜のメモ用紙と里久のスマホの画面を交互に見る。

「じゃあ、この中からいくつか候補を選びましょう。ええと……ラタトゥイユ、ローストビーフ……はわかる。スペアリブのなにかってなに？」

　莉々子は顔を上げて里久を見た。里久はスマホを自分の方に向けてまじまじと見る。

「ん？　なんだろ。えっと、たぶんスペアリブを使った料理だと思います」

「スペアリブだとバーベキューソースでソテーしたり、オレンジソースで煮込んだり、いろいろバリエーションがありますよね。スペアリブってだけで、ごちそう感が出せそうですし、次の候補はスペアリブを使った料理にしましょうか」

　莉々子の提案に、里久が「バーベキューソースがいいです！」と興奮した声を上げた。そのとき、会議室のドアがノックされる。

「どうぞ」

　すぐにドアが開いて、大地が入ってきた。

「食欲をそそるワードが飛び出していたな」

　今日の彼はチャコールグレーのスーツにボルドーのネクタイという格好だ。よく似合っていて、普段以上に大人っぽい雰囲気である。

「あ、社長」

　莉々子たち三人の声がハモり、大地はクスリと笑った。

「とても発足五日とは思えないくらい、息の合ったチームだな」

「そうですね。すばらしい人選だと思いますよ」

　莉々子の言葉に大地は頷く。

「それはよかった。ところで、今日は高津さんの歓迎会だが、定時に上がれそうか？」

　大地に訊かれて、里久は壁の掛け時計を見た。

「あっ、もうすぐ六時ですね。大丈夫です。僕が責任を持って高津さんと日高さんを定時で終わらせますから！」

「よし。すっきり仕事を片づけてオフィスを出よう」

　大地の言葉に「了解でーす」と答える三人の声がまたもやハモった。




　そうして六時過ぎに仕事を終わらせた莉々子は、里久と麻桜の三人で川沿いにあるイタリアンレストランに向かった。

　前を歩いていた里久が肩越しに莉々子を見る。

「高津さんって社長と仲いいんですか？」

　いきなりそんなことを訊かれて、莉々子はドキッとした。

「えっ、どうしてそう思うんですか？」

「なんとなくです。普段の社長はクールっていうか、表情があまり変わらないに、高津さんがいるとよく笑ってる気がします」

　莉々子は首を傾げた。

　確かに大地は高校生のときと比べて表情が豊かになったと思う。けれど、夢や目標を語るときの彼はいつもそうだった。

「そうですか？」

「そうですよー。でも、副社長が愛想よすぎるから、バランスが取れてるのかもしれませんけど」

　里久はそう言って、「あ、見えてきましたよ」と前方の二階建ての建物を指差した。それも大正時代に建てられたものだそうだ。

　重厚感のあるクラシックな黒塗りの扉を開けると、中のインテリアは白で統一されたレトロモダンな雰囲気だった。一階にもテーブル席がいくつかあって客の姿があったが、社名を伝えたら二階に案内された。

　二階は仕切りのない広間になっていて、大きな窓から対岸を彩るビル群の明かりが見えた。四脚置かれている六人掛けのテーブルは趣のあるダークブラウンで、天井からアンティーク調のシャンデリアが下がっている。

「わあ、これぞ大正モダンって感じですね～。さすが美華お嬢さまのチョイス」

　麻桜が感心した声を出した。

「美華お嬢さま？」

　莉々子が不思議そうに言うと、里久が答える。

「あれっ、高津さんは知りませんでした？　安田美華さんはヤスダリテールの社長令嬢なんですよ」

「えっ、そうなんですか」

　ヤスダリテール株式会社はネクサスロジスティクスの取引先であり、主要株主の一社でもある。

「安田さんは社長と同じ大学出身なんです。社長の三年後輩なんですよ」

　里久が言った。麻桜は景色がよく見える窓際のテーブルを見つけて、莉々子に言う。

「高津さんは本日の主役なので、あそこにしましょう」

　莉々子は麻桜に促されて、誰も座っていないそのテーブルに着いた。莉々子の左隣に麻桜が、その左隣に里久が座った。里久は椅子を引き、声を潜めて莉々子に言う。

「安田さんって社長のことが好きなんだと思いますよ」

「えっ」

　莉々子は思わず驚いた声を出した。里久は話を続ける。

「学生時代に起業した社長のことを知ってずっと憧れてた、みたいな話を、二年前、安田さんたちの入社歓迎会で聞きました」

　莉々子は出社初日に見た美華と大地の様子を思い出した。美華は熱心に大地を見つめて話を聞いていたように思う。

（大地は……どうなんだろう）

　莉々子だって新しい恋を──惨めな終わり方をしたけれど──したのだ。大地だってしていてもおかしくない。

　でも、なんとなく複雑な気分だ。

　莉々子は美華の姿を探したが、まだ来ていないようだった。大地の姿もない。

「社長はみんなに公平だから、とくに安田さんに甘い印象はないんですけどね」

　麻桜の言葉を聞いて、里久がニヤけた顔で言う。

「いやぁ、でも、ヤスダリテールの社長令嬢ですよ？　おまけにかわいいじゃないですか。僕ならアリだな～」

（大地もそんなふうに思ったりするんだろうか）

　そう思ったとき、数人の社員が広間に入ってきた。その中には大地もいて、彼は莉々子を見つけて近づいてくる。

「お疲れさま」

　大地はそのまま莉々子の右隣の席に着いた。

「あ、お疲れさまです」

「お疲れさまで～す」

　大地に続いて入ってきた美華が、彼の右隣に座った。残りの一つの席に副社長の笹ささ木き遼りょう介すけが着く。

「お疲れさま。待たせてしまったかな」

　柔らかな茶髪で爽やかな顔立ちの遼介は、大地の大学の同級生だ。

　いくら同い年でも、社長だけじゃなく副社長まで同じテーブルだなんて、緊張してしまいそうだ。

　そう思ったとき、「失礼いたします」と声がして給仕係が現れ、スパークリングワインのグラスと前菜を運んできた。

　全員の前にグラスが置かれ、大地が立ち上がって莉々子を見る。

「高津莉々子さん、ネクサスロジスティクスにようこそ！　すでに五日一緒に働いてくれていますが、今日は高津さんの歓迎会です。高津さん、簡単に一言お願いします」

　大地に話を振られ、莉々子は椅子を立って部屋全体を見回した。

「お疲れさまです。この五日間、学ぶことが多く、とても刺激的で充実した毎日を送っています。みなさんと一緒に働けて、とても嬉しく光栄に思っています。これからもどうぞよろしくお願いいたします」

　莉々子は軽く頭を下げて席に着いた。視線を感じて顔を向けたら、大地の笑みを含んだ目と合った。彼は、やっぱり真面目だな、と言うように莉々子に微笑み、グラスを手に取って持ち上げた。

「それでは、みなさん、一週間お疲れさまでした。今日はどうぞ楽しんでください」

　大地の音頭で全員が「乾杯！」と声を上げて、それぞれグラスを合わせた。莉々子もテーブルの全員と乾杯をして、スパークリングワインを口に含んだ。ほんのり甘い炭酸が口の中で爽やかに弾けて、一週間の疲れが溶けていくようだ。

「んー、おいしい！」

　莉々子は思わず目を細めた。左隣の席では、麻桜がさっそく前菜のイワシのカルパッチョを口に入れた。次の瞬間、目を丸くする。

「わっ、おいしい！　私、イワシのカルパッチョって初めて食べたぁ」

「この時期のイワシは入梅イワシって言うんだろ？」

　右の席から大地に水を向けられ、莉々子はグラスを片手に頷く。

「そうです。脂がのってておいしいんですよね」

「入梅イワシなんて呼び方、初めて聞きました」

　麻桜は感心したように言って、またすぐ口に入れた。その隣で、里久は眉間にしわを寄せた嫌そうな顔で、カルパッチョをフォークでつつく。

「えーっ、魚でしょ……？　俺、骨あるから魚苦手なんだけどなぁ……」

「カルパッチョなんだから骨なんてないですよ。ほんとにおいしいんだから、食べてみてください」

　麻桜に言われて、里久はおそるおそる料理をフォークにのせた。しばらくそれを眺めてから口に運び、ゆっくり噛んだかと思うと、目を大きく見張った。

「うーわ、うんまっ。前菜でこんなにレベルが高かったら、メインとかどれだけうまいんだろ」

「ほら～、だから言ったじゃないですか」

　麻桜が得意そうな表情になり、里久が笑いながら言う。

「いや、なにドヤってるんですか。日高さんが作ったわけでもないのに」

　仕事中には見ない二人の砕けたやりとりが楽しくて、莉々子は微笑ましく思いながらスパークリングワインを飲む。

「料理はコースだが、ドリンクはなんでも好きなものを頼んだらいい。一番高いワインを頼んでも構わないよ」

　大地はいたずらっぽい表情を莉々子に向けた。出社初日に自販機の前でしたやりとりを言っているのだ。

「もう。そんな図々しいことはしないって言ったじゃないですか」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は楽しそうに声を出して笑った。

「残念！　歓迎会の主役だったら、最高級のワインを頼んでも許されそうなのに」

「結局のところ、自分が飲みたいだけなんでしょ？」

「あれ、バレたか」

　大地はわざとらしく肩をすくめて見せた。そんな彼の表情を見て、莉々子はクスッと笑う。

（入社前は、元カレの会社で働くなんて絶対に気まずく感じるって思ってたけど、杞憂だったな）

　そのとき、大地の右側で美華が小首を傾げて彼を見た。

「じゃあ、私がワインを頼んでもいいですか？　ここに来たらいつも飲むワインがあるんです」

「どうぞ」

　大地の返事を聞いて、美華はパチンと両手を合わせた。

「やったぁ～、嬉しい」

　美華は莉々子の知らない銘柄のワインを注文した。ほどなくして赤ワインのボトルが運ばれてくる。

「こちらでよろしいでしょうか？」

　三十歳くらいの男性ソムリエがワインのラベルを示し、美華が返事をする。

「はい」

「テイスティングはなさいますか？」

　ソムリエに訊かれて、美華は大地を見た。

「社長、お願いしていいですか？」

　大地が頷き、ソムリエはコルク栓を開けた。抜いたコルクのにおいを嗅いでワインに問題がないことを確認し、大地のグラスに少量注いだ。

　大地はゆっくりとグラスを持ち上げてテイスティングをする。その慣れた様子に、莉々子は思わず見とれた。それとともに、彼と離れていた年月の長さをまたもや痛感する。

「結構です」

　大地がソムリエに頷き、ソムリエは全員のグラスにワインを注いでテーブルを離れた。

　美華は優雅な手つきで淡いルビー色のワインを口に含む。

「ん～、やっぱりおいしいなぁ。社長もそう思いますよね？」

　美華は満面の笑みを大地に向けた。

「軽めのワインだね」

　大地の言葉を聞きながら、莉々子もグラスに口をつけた。確かにライトで、ふわっと高い果実の香りがする。

「あ、おいしい。ベリーの香りが爽やかだ」

　思わず呟くと、大地が莉々子を見た。

「へぇ、高津さんもお酒を飲むようになったんだ」

「そりゃ、まあ、もうとっくに大人ですから」

「そうだよな」

　大地がボソッと言った。もしかしたら彼も、莉々子と同じように月日の経過を実感しているのかもしれない。

　美華が頼んだ、おそらく高級なワインを飲みながら食事を楽しむ。莉々子がトマトとベーコンのリゾットを食べていたら、美華が大地に話しかける声が聞こえてきた。

「社長ぉ、私、酔っちゃったかもですぅ」

　美華は艶やかな唇を尖らせて、上目遣いで大地を見た。甘えるようなその仕草は、いかにも〝かわいらしい女の子〟といった雰囲気だ。

　その雰囲気を壊すように、遼介が「ははっ」と笑い声を上げた。

「本当に酔った人間は、『酔った』なんて言わないんだよ」

　取締役副社長で広報担当の彼は、すでにスパークリングワインを一杯、赤ワインを二杯飲んでいるが、表情は少しも変わっていない。

「副社長ってばどうしてそんな意地悪言うんですか～。『ちょっと』って言ったじゃないですかぁ」

　美華はぷぅっと頬を膨らませた。

「ほんとですね。おいしいですね」

　莉々子の二つ隣の席では里久がゴクゴクとワインを飲んでいる。

「倉本くん、ワインは水じゃないんですよ」

　麻桜がたしなめたが、里久は上気した顔で笑った。

「ヨーロッパでは水の代わりにワインを飲む国があるって言うじゃないですか」

「ここは日本ですよ」

　みんなのやりとりを聞きながら、莉々子は頬が緩むのを感じていた。景色もきれいで、料理もお酒もおいしいとくれば、どうしたって楽しい気分になる。




　最後にデザートのティラミスを食べてカプチーノを飲むと、莉々子はすっかりお腹がいっぱいになった。お開きになって、それぞれ帰り支度をする。

「高津さんは地下鉄？」

　大地に訊かれて、莉々子は頷く。

「はい」

「地下鉄組が多いから、みんなで一緒に帰ろうか」

　大地が立ち上がってテーブルの面々を見回したとき、美華が彼を見上げて口を開く。

「社長、二次会に行きませんか？」

　そのとき、里久が「はいっ！」と大きな声を出して右手を挙げた。

「僕はぁ～、二次会、カラオケがいいと思いまぁ～す！」

　里久は目がとろんとして顔も真っ赤だ。まさに〝すっかりできあがっている〟状態で、ろれつも怪しい。

「え～、私はおしゃれなバーに行きたいなぁ」

　美華が唇を尖らせたが、大地は淡々とした表情で言う。

「倉本くんにこれ以上飲ませるわけにはいかないから、今日は一次会でお開きにしよう」

「えーっ、私、父が厳しくて、こういう機会でもないと遅くまでみなさんと過ごせないんですぅ」

　美華が潤んだ目で大地に訴えたが、大地の表情は変わらない。

「それなら、行きたい人だけで行きなさい。俺は倉本くんを送っていく」

「でも、社長が来ないと寂しいです」

　美華は不満そうに零した。

「僕はぁ、酔ってないれ～す！　ぜんぜん酔ってないのれっ、二次会に行きまぁ～す」

　言うなり里久はおぼつかない足取りで階段に向かった。ふらふら左右に揺れる様子が危なっかしい。

　莉々子は慌てて追いかけ、後ろから彼の腕を掴む。

「ちょっと、倉本くん、危ないですよ」

「だいじょ～うぶれ～すっ」

「どう見ても大丈夫じゃないから言ってるんですっ」

　莉々子は里久を支えようとしたが、彼は階段へと大きく一歩踏み出した。いくら莉々子が女性の平均身長より高くても、自分より十センチ以上背の高い男性が階段を踏み外したら、支えきれる自信はない。

「ダメッ、倉本くん！」

　莉々子が悲鳴のような声を上げたとき、反対側から大地の手が伸びてきて里久の腕を掴んだ。

「悪い、倉本くんから目を離してしまった。高津さん、大丈夫？」

　大地が支えてくれて、莉々子は大きく息を吐き出した。

「危なかったです。もう、倉本くん、階段から落ちるかと思いましたよ」

　だが、当の里久はそんな危険な目に遭いかけたとは認識していないらしく、駄々っ子のように言う。

「社長、僕も二次会行きます～。行きたいれす～」

「今日は俺も行かないから。今度、酔ってないときに行こう」

　大地はなだめるように言った。

「だから、僕は酔ってないれすっ」

　里久は相変わらず駄々をこねたが、大地は里久の右腕をしっかりと掴んだ。

「とりあえず下りよう。足元に気をつけて」

「倉本くん、荷物を持つから気をつけて下りてください」

　莉々子は里久の手からビジネスバッグを取り上げた。里久は酔って赤くなった顔をほころばせながら、階段を下りる。

「倉本くんって酔うとずいぶん雰囲気が変わりますね。駄々っ子みたい」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は里久を支えて階段を下りながら苦笑混じりに言う。

「そうだな。弟がいたら、こんなふうに甘えてきたりするのかなって思うときがある」

「あー……確かに。うちの弟も小さい頃は甘えん坊でかわいかったです。でも、中一のときに私の背を抜いて以来、生意気になりましたねぇ。あれ以来、かわいいなんて思ったことは一度もないです」

　莉々子は三歳年下の弟の顔を思い浮かべた。弟は東京で働いていて、今では年に二回、お互いが正月と盆に帰省したときに顔を合わせるぐらいだ。

「雄大くんだっけ。元気？」

　大地が弟の名前を覚えてくれていたことを少し嬉しく思いながら、莉々子は答える。

「元気だと思いますよ。東京でソフトウェアエンジニアとして働いています。メッセージのやりとりもほとんどしないので、普段の生活や仕事ぶりはよく知りませんが」

「俺は一人っ子だからよくわからないけど、姉弟きょうだいでも大人になったら疎遠になるものなの？」

「うーん、姉妹だったらまた違うかもしれませんね」

　一階に下りると、店員がドアを開けてくれたので、莉々子は大地と里久に続いて外に出た。腕時計を見たら九時近かったが、周囲に同じような飲食店がある通りは賑やかで、人通りも多い。

「社長～、ほんとに二次会行かないんですか？」

　あとから出てきた美華が大地に寂しそうな顔で声をかけた。とたんに里久が「二次会～！」と騒ぎ出す。大地は小さく息を吐いて、人差し指を立てて自分の唇に当てた。

「俺は行かない」

「……はぁい」

　美華は不満そうに頬を膨らませた。

「倉本くん、一人で立てる？」

　大地が里久の顔を覗き込み、里久は素直に頷いた。

「あい」

「会計を済ませてタクシーを呼ぶから、少し待っていてくれ」

　大地は里久から手を離し、彼が一人で立っているのを確認してから、美華に小声で言う。

「二次会は副社長たちと行きなさい」

「社長もあとから来てくれますか？」

「倉本くんに行かないと言ったんだ。俺は行かない」

　美華が残念そうな顔になったが、大地はそれ以上彼女に構わずに、店内に戻った。

「高津さんはどうするの？」

　遼介に訊かれたが、隣に里久がいる以上、莉々子も二次会に行くとは言えない。

「あー……私も帰ります。倉本くんと同じ方向なので」

「今日の主役なのに残念だね。倉本が調子に乗って飲んでしまったからなぁ」

「大丈夫です。すごく楽しくて、私も結構飲んじゃったので、これ以上は無理そうですから。今日は本当にありがとうございました。また月曜日からよろしくお願いします」

　莉々子が言うと、遼介は「こちらこそ」と微笑んだ。それから莉々子の顔をじぃっと見る。

「大地の大学時代からの友人として言うんだけど」

　遼介が莉々子だけに聞こえるように声を潜めた。莉々子は怪訝に思いながら副社長の顔を見る。

「はい？」

「あいつ、全部自分で抱え込もうとするところがあるよね。そういうところ、高津さんなら知ってるんじゃないかな？」

　遼介の言葉を聞いて、莉々子は目を見開いた。彼は莉々子と大地の関係をどこまで知っているのだろう。中学・高校の同級生ということまでか、それとも付き合っていたことまでか？

　莉々子は黙ったまま遼介を見つめた。

「倉本のことだって、倉本の同期や近くに住んでいるやつに任せてもいいのに、そうしない。自分で家まで送っていくつもりだ。責任感が強すぎるのもあるかもしれないけど、周りに頼ることをもう少し覚えてもいいと思うんだよね」

　莉々子は遼介の意図をはかりかねて、考えながらゆっくりと答える。

「……私でお役に立てることがあれば、お手伝いします」

「うん、そうしてほしい。あいつと同じ目線に立てる人間はそうはいないから」

　莉々子はどう返事をしていいかわからず黙っていた。遼介は美華に視線を向ける。

「それじゃ、安田さんたちは行こう」

　遼介は美華たちを促した。どうやら二次会に参加するのは半分くらいで、残りのメンバーは帰宅するらしく、挨拶をして地下鉄の駅の方向に歩き始めた。

　莉々子は右側を見た。里久は機嫌のよさそうな顔で、ゆらゆらと体を左右に揺らしている。

「倉本くん、大丈夫ですか？」

「はい。とっても楽しかったれす」

　里久はニコッと笑った。人を和ませるような憎めない笑顔に、つられて莉々子も微笑む。

「そうですね。おいしかったですね」

　莉々子は相づちを打って、店内に視線を向けた。タクシーはアプリで呼んでいるのだろうけど、会計に時間がかかっているのか、大地はまだ出てこない。

「社長、まだかなぁ」

　莉々子が呟いたとき、突然、里久が寄りかかってきた。

「えっ」

　驚いて里久を見たら、彼はいつの間にか眠そうな顔になっている。

「ちょっと、倉本くん、こんなところで寝ないでくださいっ」

　莉々子は慌てて里久を支えた。里久は莉々子に抱きつくように両腕を回して言う。

「僕、カラオケ、好きなんれすぅ」

　里久は半分目を閉じて呟くように言った。なんだか本当に大きな弟のように思えてきて、莉々子は里久の背中をポンポンと撫でた。

「そうなんだね」

「大好きなんれすぅ」

「そっか、だから行きたかったんだね。わかった、わかった」

「ほんとなんれすよ？　ほんとに好きなんれす」

「うん、私も好きだよ」

　莉々子が答えたとき、背後から嘲るような声が聞こえてきた。

「聞き覚えのある声だと思ったら、莉々子か」

「えっ」

　驚いて肩越しに見たら、なんと慶一が立っていた。スタイリッシュな黒のスリーピースを着た慶一の横には、濃紺のワンピースを着たぽっちゃり気味の女性がいて、彼の腕に自分の腕を絡めていた。だが、莉々子と目が合った瞬間、さっと慶一の後ろに隠れた。

　どこかで見たような……と首を捻って、莉々子は「あっ」と小さく声を上げる。

「人事課長!?」

　村内食品の人事課長は慶一の陰から顔を出し、気まずそうな表情で小さく会釈をした。

　二人の雰囲気からすると、ただの上司と部下として食事に来たわけではないのだろう。

　莉々子のその考えを読んだのか、慶一はニヤッと笑って言う。

「『恋人は莉々子一人じゃない』って言っただろう？」

　慶一と付き合っているとき、あまり頻繁に会えなかったのは、莉々子以外にも女性がいたからなのか。

　今となってはどうでもいいことだが、慶一に会ったせいで、せっかくの楽しい気分が台無しだ。

（最悪。よりによって同じレストランにいたなんて）

　これ以上彼と関わり合いになりたくなくて、莉々子は顔を背けた。だが、慶一が右手で莉々子の顎を掴み、彼の方に強引に向かせた。

「なにするんですかっ」

　慶一の手を振り払いたいが、両手で里久を支えているので、動くことができない。

　莉々子はキッと慶一を睨んだ。慶一はおもしろがるような表情で言う。

「あのときは驚いたよ」

「なにがですかっ」

「俺の顔に辞表を叩きつけるなんて。あんなおもしろいことをする女は莉々子くらいだろうなって思ったら、ちょっと惜しいことをした気になったんだ」

「あの場ですぐ私をクビにしたくせに」

「そりゃ、人事課長が見てたんだから、仕方ないだろう。それより、よっぽど欲求不満なんだな」

「は？」

　慶一は里久をチラリと見た。里久は今にも寝そうな顔をしていて、慶一と莉々子の会話は耳に入っていないようだ。

「年下の男を酔わせてホテルにでも連れ込むつもりだったんだろう？」

　ありえないことを言われて、莉々子は目を剥いた。

「はぁ!?」

「好きだとかなんとか囁いてたじゃないか」

「違いますっ。それはカラオケが好きだって話をしてただけで、そもそも彼は会社の──」

　年齢的には後輩だけど、先に働いていたので先輩になる。どう説明しようか迷った一瞬に、慶一は莉々子にぐっと顔を近づけた。

「莉々子のことは今でもわりと好きだよ」

　慶一は、居心地悪そうにうつむいている人事課長に視線を送って、莉々子に言う。

「彼女みたいに物わかりよく、お行儀よくしてくれたら、ヨリを戻してやってもいい。俺は酔っても簡単には潰れないって知ってるだろ？　俺のところに戻ってこいよ」

　慶一は莉々子の全身に視線を這わせてニヤッと笑った。

　どこまで人をバカにすれば気が済むのか。

　莉々子がカッとなったそのとき、目の前に黒いスーツの手が伸びてきて、慶一の手首をぐっと握った。

「彼女はうちの大切な社員なので、あなたのところにも誰のところにもお返しするつもりはありません」

　そう言ったのは大地だった。彼が慶一の手首を握る手に力を込め、慶一は顔を歪めて莉々子の顎から手を離した。

「なにをする」

「それはこちらのセリフです。彼女になにをしていたんですか」

　大地は慶一を見据えて、問うというより責めるような口調で言った。慶一は大地の手を振り払い、右手を軽く振る。

「なにかしようとも思わない。俺と付き合ったままなら、もっといい女でいられただろうに。男を酔わせてモノにしようとするなんて、莉々子もつまらない女に成り下がったもんだ」

　大地は莉々子をかばうように前に立った。

「今日は高津さんの歓迎会でした。みんなで楽しく食事をしてお酒を飲みましたよ。彼は高津さんの部下です。高津さんは酔いつぶれた部下を率先して介抱してくれる優しい女性です。仕事ではチームリーダーとして部下を引っ張ってくれていますよ。そんな高津さんのよさがわからない人に、高津さんはもったいなかったですね。彼女が我が社に来てくれて、社員全員がとても嬉しく思っています」

　車のエンジン音やざわめきの中、大地の言葉が凛と響いた。その声が、彼の広い背中が、とても頼もしい。

「は！　仕事ができるかどうかは、女として魅力的かどうかと関係ないだろう」

　慶一が小バカにしたように言った。

「仕事ができることは人としての魅力の一つだと思いますよ。それに、あなたと出会う前の高津さんを知っていますが、そのときから彼女は魅力的でした。あなたの存在は関係ない」

　大地はきっぱりと言った。慶一はギリッと歯ぎしりをする。

「……せいぜい彼女に辞表を叩きつけられないように気をつけるんだな」

「ご心配なく。あなたのように彼女に見限られるようなことはしませんから」

　慶一は忌々しそうに舌打ちをすると、顔を傾けて人事課長を促した。

「行くぞ」

　大股で歩き出した慶一に、人事課長が小走りで続く。

　大地は莉々子に向き直り、里久の腕を取って自分の肩にかけた。

「遅くなってごめん」

　大地の存在に安心して、莉々子は今にも目に涙が滲みそうになっていた。それを悟られないように目を伏せる。

「大丈夫です。それより、タクシーはどうなりましたか？」

「もう着いている。ほら」

　大地に言われて顔を向けたら、いつの間に来ていたのか、すぐ目の前の路肩にハザードランプを点滅させたタクシーが停まっていた。黒い車体にタクシー配車アプリのロゴが描かれている。

「行こう」

　大地は里久を支えながら歩き出した。後部座席のドアが開き、大地は里久を押し込むようにして乗せた。真ん中に座って、莉々子を呼ぶ。

「高津さんも乗って。一緒に帰ろう」

「あ……はい」

　莉々子はおずおずと大地の隣に乗り込んだ。

「先に高津さんを送ってもらおう」

　莉々子が運転手に住所を伝えると、タクシーがゆっくりと走り出した。莉々子は座席に背中を預け、瞬きを繰り返して涙を散らしてから、大地に礼を言う。

「あの、ありがとうございました」

　莉々子の呟くような声を聞いて、大地は少し首を傾げて彼女を見た。

「こちらこそ。高津さんの歓迎会なのに、倉本くんの面倒を見てもらって」

「あー……。それじゃなくて、さっき……助けてくれたことです」

　大地は莉々子を見つめたまま言う。

「……当たり前だ。我が社の大事な社員が、得体の知れない男に変な言いがかりをつけられていたら、助けるのは当然だ」

　莉々子は膝の上で指先をもじもじと絡ませた。

「言いがかり……じゃないんです。もうおわかりだと思いますけど、彼は前の会社の上司で……私……彼と付き合ってたんです」

「……彼が別の女性と一緒にいるのを見て、ショックだっただろう」

　大地がいたわるような声を出した。

「さっきの女性は彼の本命ではありません。私もそうでした。彼は……結婚は自分と会社のメリットになる女性とするって決めていたそうで、取引先の社長令嬢と婚約したんです。私じゃ彼にとっても彼の会社にとってもプラスにならないって言われました」

「ふざけたやつだな」

　大地の声に怒りが混じった。彼の表情も険しくて、大地が莉々子のために怒ってくれているのだとわかる。

　彼に聞いてほしくなって、莉々子は『恋人から愛人になればいい』と言われて慶一と別れたことを話した。

「あいつに莉々子はもったいなかった。それは間違いない」

　大地がきっぱりと言った。

「ありがとうございます……」

　恋人に愛人になれと言われたから退職しただなんて、母にも友達にも言えなかった。味方になってくれる人なんていない。そう思っていた寂しさと悲しみが、大地のおかげで薄らいでいく。

「もう彼と同じ会社では働きたくないと思って、辞表を出しに行ったんです。そうしたら、なにを勘違いしたのか、『やっぱり俺のことが忘れられなかったんだな』なんてニヤけた顔で言われて……嫌悪感から辞表を彼の顔に叩きつけてしまいました」

「辞表を顔に……莉々子らしいな」

　大地は柔らかく微笑んだ。

　久しぶりに彼に名前で呼ばれて、莉々子の胸がトクンと音を立てた。

「だが、言いがかりは言いがかりだ。莉々子は倉本くんを酔わせて口説き落とそうとしていたわけじゃない。あいつがまたなにか言ってきたら、すぐに俺を頼れ。俺が莉々子を守ってやる」

　そう言った大地の声は力強いのに温かくて、莉々子の目にじわじわと涙が滲んだ。

「ありがとう……ございます」

　礼を言った拍子に涙が零れ、大地が右手を伸ばして人差し指でそっと拭った。

　その指先があまりに優しくて、鼓動が勝手に速くなる。そのときめきをごまかすように、莉々子はおどけた口調で言う。

「あ、あれ～、酔っちゃったかなぁ」

　大地は口元を緩めて手を下ろした。

「そうかもしれない。とてもおいしかったからね」

　そう言った大地の声は耳にとても心地よく響き、どうしたって鼓動が加速する。

　それはひどく懐かしいドキドキだった。








第五章　懐かしい想い









　その翌週の月曜日。莉々子は朝の歩道をオフィスに向かって歩きながら、先週の金曜日のことを考えていた。

　大地が慶一からかばってくれて、とても嬉しかった。今でもあのときの頼もしい大地の背中を思い出すと、胸がドキドキする。

『俺が莉々子を守ってやる』

（あんなことを言われたら、好きになってしまうじゃない）

　莉々子は顔を赤くしながらも、小さく首を横に振った。

　大地が助けてくれたのは、莉々子が彼の会社にとって『大事な社員』だからだ。経歴を買い、能力を信じて雇ってくれたのに、個人的な感情で今の関係を壊したくはない。

（部下として、彼のためにできることをしよう）

　気持ちを切り替えるため、大地のことから仕事のことに思考を移す。

　これからやらなければいけないのは、ネクサスロジスティクスのオンラインショップの拡充だ。〝生産者と消費者をつなぐネクサスマルシェ〟というそのサイトに、〝パパッと十五分でごちそう〟ミールキット用のページを作るのだ。ウェブデザイン担当社員に見本のページを作成してもらっているが、レシピをもっと揃えて内容を充実させる必要がある。

（レシピの数を増やすために公開を遅らせるよりも……週替わりにして、厳選したレシピで回していく方がいいかもしれない）

　そんなふうに頭を悩ませながらうつむき加減でオフィスに入ったら、自動ドアの向こうに立っていた里久とぶつかりそうになった。

「わっ、倉本くん!?」

　莉々子は驚いて足を止めた。彼は思い詰めたような表情をしている。

「高津さん！　金曜日はご迷惑をおかけして申し訳ありませんでしたっ」

　里久は言うなり勢いよく頭を下げた。

「え、ど、どうしたんですか」

　里久はおそるおそる顔を上げて、申し訳なさそうに言う。

「金曜日、社長がタクシーでマンションまで送ってくれたんです。俺、水を飲ませてもらって酔いが醒めた頃、いろいろやらかしたらしいことを聞いて……。ほんっとーにすみませんでした！」

　またもや里久が頭を下げるので、莉々子は胸の前で小さく両手を振った。

「そんなに気にしないでください。むしろ意外な倉本くんの姿が見られてよかったですよ」

「意外!?」

「はい」

「えっ、いや、意外なんて言われたら余計気にしますよーっ」

　里久が情けない顔になり、莉々子はクスクス笑った。

「大丈夫。うちの弟よりかわいいな～って思っただけですから」

「弟!?　かわいい!?　俺のイメージがぁ……」

　里久はますます情けない顔になった。そこへ先に出社していた大地が近づいてくる。

「おはよう」

「おはようございます」

　莉々子と里久が同時に答えた。大地はチャコールグレーのスーツにサックスブルーのシャツとネイビーのネクタイを合わせていて、上品な男性らしさがあってよく似合っている。

　思わず見とれていたら、大地は右手の紙袋を持ち上げて莉々子に見せた。

「高津さんに相談したいことがあるんだ」

「あ、はい、なんでしょう？」

　莉々子は大地の顔から紙袋に視線を動かした。大地が袋の口を開け、中にタマネギが数個入っているのが見えた。

「このタマネギのおいしさを味わえるレシピを考えてほしい」

　大地がタマネギを一つ取り出し、莉々子の手のひらに載せた。タマネギは皮に艶があって丸く、しっかりとした重量感があって、質の高さがわかる。

「もしかしてこのタマネギは……？」

「調理室で話そう」

　大地が調理室を指差したので、莉々子は彼と一緒に調理室に向かった。スライドドアを開けて中に入り、ドアを閉めてから大地が言う。

「俺たちの出身町で採れるタマネギだ」

　同級生であることを秘密にしてほしいと莉々子が頼んだから、彼はわざわざ調理室に誘ったのだと莉々子は気づいた。

「お気遣いありがとうございます」

「いや」

　莉々子は生まれ故郷の景色を思い浮かべた。郊外にタマネギ畑が広がる出身町を含め、大阪府南部の泉州と呼ばれる地域は、日本のタマネギ栽培発祥の地とされるタマネギの名産地である。

「これは土と栽培方法にこだわる永なが野の農園が生産して、地元のファーマーズマーケットにだけ卸しているタマネギなんだ。味も質も最高のこのタマネギをもっと多くの人に届けたい。どうしてもネクサスロジスティクスで販売したくて、この二年、交渉してきたんだが……農園主の永野さんにずっと断られている」

　大地はかすかに口元を歪めて続ける。

「うちの販売網や流通スタイルをいくら説明しても、『口でならどうとでも言える』って言って、まともに話を聞いてもらえないんだ。どういう結果になるとしても、きっと次が最後の交渉になる。だから、俺たちがこのタマネギのよさをわかっていると感じてもらえるようなレシピを持っていって、もう一度交渉したいんだ」

　大地の表情は真剣そのもので、言葉には熱がこもっていた。彼の顔を見て、彼の言葉を聞いているうちに、莉々子も胸が熱くなってくる。

「一つ使ってもいいですか？」

「ああ」

　莉々子はカウンターで玉ネギの皮を剥いた。手で持った感じで柔らかく瑞々しいのがわかる。きっと甘くて水分が多いはずだ。

　包丁で半分に切ったら、案の定、切り口から水分がじわっと溢れてきた。

「すごいですね」

「どうすごいんだ？」

　大地に訊かれて、莉々子はタマネギをスライスしながら答える。

「タマネギを切ると目が痛くなるのは、タマネギの細胞が壊れて硫化アリルが気化し、目を刺激するからなんです。でも、このタマネギはなりません。硫化アリルが水分に溶け出して気化しないからです。つまり、それだけ水分が多いってことなんです」

　莉々子はスライスしたものを小皿に盛った。棚から箸を出してタマネギを一口食べる。

「わあ！　こんなタマネギ初めてです」

　タマネギ特有の辛みがなく、思っていた以上に瑞々しくて甘い。

「社長も食べてみてください」

　莉々子は新しい箸を大地に渡した。大地は同じように一口食べて、目を見開く。

「甘いな」

「でしょう？」

「ああ。地元の食堂でこのタマネギのステーキと天ぷらを出しているところがあって、それもすごくうまかったんだが、生で食べてこんなにうまいとは」

「そうなんです。でも、さすがにこれじゃただのオニオンスライスですから、工夫が足りませんよねぇ……。素材そのものの味を楽しめるようなレシピを考えてみますね。いくつくらい考えましょうか？」

「そうだな、三品頼めるか？」

「もちろんです」

　莉々子はタマネギを味わいながら考え込む。

（生でこれだけ甘いんだから……スープにしたいなぁ。きっとコクが出てさらにおいしくなるよね。それから、いろんな食感や味が楽しめるサラダはどうだろう。タマネギでドレッシングを作って、カリカリに揚げたフライドオニオンをスライスしたタマネギにトッピングして、タマネギづくしのサラダとか）

　そこまで考えて、莉々子はふとあることが気になった。

「社長はレシピだけを持っていくつもりなんですか？」

　莉々子の問いかけに、タマネギを味わっていた大地は箸を下ろして答える。

「ここから車で一時間かかるから、そうするしかないと思う」

「確かに……調理したものを持っていくのは難しいですよね……」

　車で運んでいる間にサラダは水分が飛び、温かいスープは冷えて味が落ちるだろう。けれど、レシピだけでは交渉材料としてインパクトに欠ける気がする。

（そうだ！）

　莉々子はパチンと両手を合わせた。

「社長の実家で調理して持っていくのはどうですか？」

　大地は右手を顎に当てながら答える。

「そう……だな。実際の料理を持っていく方がいいとは思う……。よし、レシピができたら作り方を伝えてくれ」

　大地の言葉を聞いて、莉々子は首を傾げた。

「社長が料理をするんですか？」

「ああ。学生の頃は祖母を手伝って料理をしたし、社会人になってからは自炊もしているから、大丈夫だと思う」

「あの、私も一緒に行っていいですか？」

「高津さんが？」

「はい。社長の料理の腕を疑っているわけではないんです。ただ、最善を尽くすなら、商品企画開発チームリーダーの私が一緒に行って調理する方がいいと思うんです。私には農家さんとの交渉はできません。町の農業の実情に詳しくありませんし、熱意も社長にははるかに及びません。でも、このタマネギをどう料理すれば一番うまみを引き出せるかは、社長よりもわかっていると思います。私に作らせてください」

　金曜日に副社長に大地を手伝ってやってほしい、と頼まれたが、そのことに関係なく、莉々子自身が大地の力になりたいのだ。

　その強い気持ちを込めて大地を見つめていたら、彼の表情がふっと緩んだ。

「……高津さんに任せたい」

　莉々子も同じように表情を緩めた。

「ありがとうございます！」

　そう言って喜んだものの、問題が一つ頭に浮かび、「あっ」と声が出た。

「どうした？」

　大地に怪訝そうな視線を向けられ、莉々子は小声で言う。

「あの……社長はおじいさまとおばあさまに……私たちが別れた理由をどのように説明されましたか？」

　大地の祖父母には、高校時代、付き合っていたときに何度か会ったことがある。莉々子のあのひどいセリフを大地から聞いていたとしたら……大切な孫を振った性格の悪い元カノが家に来るなんて、きっと嫌だろう。

　大地は目線を逸らして答える。

「……別々の大学に行くから別れた、とだけ話した。九年以上前のことだから、莉々子が来ても二人とも気にしないと思う」

「それなら、社長のご実家に私が行っても大丈夫そうですね」

「ああ。問題ないはずだ」

「いつ行きますか？」

「できれば来週の金曜日に行きたい。朝から出たいから、木曜までにレシピを頼めるかな？」

　莉々子は力強く頷く。

「もちろんです！」

「頼もしいな。それじゃ、その日に実家に行くことを祖父母に伝えておくよ」

「よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　莉々子は大地に会釈をして先に調理室を出た。胸が高鳴るのは、新しいレシピを考えることにワクワクしているからなのか、大地と二人で出張に行くからなのか……。

（それはもちろん、新しいレシピを考えるのが楽しみだから！）

　それ以外ではないのだと自分に言い聞かせながら、デスクに向かった。




　その翌週の木曜日。莉々子は里久や麻桜が帰ったあと、永野農園のタマネギを使って、大地に説明しながら料理の試作を始めた。考えたレシピは全部で五つ。水曜日に里久と麻桜に試食をしてもらって、手応えを得ている。それらの五つから三つを選ぶ予定だ。

　タマネギをみじん切りにする大地を見ながら、莉々子は感心した声を出す。

「さすがに言うだけあって、いい手つきですね」

「だろう？」

　大地は得意げな笑みを浮かべた。

「だが、さすがに俺一人では手際よく作れないな」

「ふふっ、私がいてよかったでしょ？」

　莉々子は冗談めかして笑った。

「ああ、ほんとにそうだよ」

　大地が手を止めて莉々子をじぃっと見た。彼の視線があまりにまっすぐで、莉々子はドギマギしながらタマネギを手に取る。

「あ、えーと、急ぎましょうか。もう七時になっちゃいます」

　莉々子がタマネギの皮を剥き始めたので、大地はみじん切りの続きに戻った。




　そうして彼と一緒に五品作り上げたときには、八時を回っていた。空腹なのもあってつい箸が進むが、食べることではなく味わうことに意識を集中する。

　五品を少しずつ試食して、大地は箸を置いた。

「この〝タマネギのステーキ〟は、味付けは違うんだが、現地の食堂でも出されていたから避けたい」

　横の輪切りにしてオリーブオイルでじっくり焼き、ハーブソルトで味付けしたタマネギを見ながら、大地は言った。

「わかりました。それじゃ、残りの四品から選びましょう」

「どれもそれぞれ違ったうまさがあって、どれがいいか迷うな」

「そうですね。永野さんのタマネギは脇役じゃなくて主役になりますから。ネクサスマルシェで扱うなら、〝野菜〟コーナーではなく、〝とっておきのお取り寄せ〟コーナーで扱いたいですね」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は小さく笑みを零した。

「気が早いな」

「ぜんぜん早くないです。私たちが未来を描いていなければ、私たちの思いの強さは永野さんに伝わらないと思いますよ」

　ちょっとくさいセリフだったかな、と莉々子は思ったが、大地はハッとしたような表情になった。

「そうだな。高津さんの言う通りだ。契約を取れたら──」

　大地の言葉を遮るように、莉々子は言葉を差し挟む。

「契約を取って、です」

　大地は大きく頷いた。

「ああ、そうだ。契約を取って〝とっておきのお取り寄せ〟コーナーで販売しよう」

「その調子です」

　莉々子の合いの手に、大地は頬を緩めた。

「やっぱり目を引きやすいものがいいな。インパクトのあるこの〝タマネギ丸ごとスープ〟はどうだろう？」

　大地はベーコンと一緒にタマネギを丸ごと煮込んだコンソメスープを指差した。

「でも、〝タマネギ丸ごとサラダ〟もインパクトがあると思いますよ」

　莉々子はすり下ろしたタマネギと醤油、オリーブオイル、レモン汁で作ったオニオンドレッシングを、スライスしたタマネギにかけて、フライドオニオンを散らしたサラダを示した。

「確かに。ただ〝丸ごと〟の意味が違うから、メニュー名は変えた方がいいな」

「そうですね」

「永野農園にはこの二品とディップソースを持っていこうか」

　大地はスティック状にカットしたキュウリに、ディップソースをつけながら言った。このソースは、みじん切りにしたタマネギとディルやタイムなどのハーブをクリームチーズに混ぜ込んだものだ。

「一見するとタマネギが入っているとわからない。そのギャップがいいと思う」

「ギャップ萌えですね」

　莉々子が人差し指を立てて言い、大地はふっと笑った。

「使い方が違うと思うけど」

「はい。言ってから失敗したって思いました」

　莉々子が小さく舌を出し、大地の笑みが大きくなった。

「高津さんって昔から思ったことをストレートに言うし、迷いがないな」

「迷いがないというか……考える前に行動しちゃうんだと思います。衝動的にやってしまって後悔することも多いですから」

「そうなのか？」

「はい。元上司の顔に辞表を叩きつけるとか」

　莉々子が肩をすくめてみせると、大地は小さく噴き出した。

（それだけじゃなく……高校の卒業式のあとで大地に一方的なメッセージを送ったこともあったし……）

　思い出すと自分で嫌になり、莉々子はため息をついた。

「俺は高津さんが昔と変わってなくて嬉しいと思ってるよ」

　大地が慰めるように言ったが、莉々子は顔をしかめた。

「それって、ぜんぜん成長してないってふうにも取れるんですけど」

「そんなつもりで言ってはいない」

「そうですね。社長は昔からそういう人じゃなかったですもんね」

　彼は何事にも誠実に、真剣に考えて取り組む人だった。他人に悪意を向けることも、他人を悪く言うこともしない。ただまっすぐな人だ。

「なんだか懐かしいですね」

　莉々子は両手を組んで前に伸ばしながら言った。

「なにが？」

「高一の夏休み前に、有志のクラスメイトで農家の農作業を手伝いに行ったでしょう？　あのときも、社長はこんなふうに農産物の売り方とかキャッチフレーズとか、一生懸命考えてたなって思って」

　大地は懐かしそうに目を細めた。

「ああ……。あのときは高津さんも一緒に考えてくれた。学校のジャージで、靴はドロドロで、顔にも土がついてて……」

「あはは。お互いひどい顔でしたよね」

　でも、莉々子は大地をまぶしく思ったのだ。今の大地はそのときと同じように目を輝かせている。

（いや、あのときよりももっと自信に満ちた輝き方だ……）

　そう思ったとき、大地が右手を伸ばして莉々子の頬に触れた。

「高津さんなんて頬と鼻の頭に土がついたまんまで」

　大地の右手が莉々子の頬をそっと撫でた。高一のあの日、莉々子の頬の土を拭ってくれたときと同じように。

　心臓がドキンと跳ねて、莉々子は言葉を失った。

　大地の手が頬から顎へと滑る。

「社長……？」

　莉々子が声を発した瞬間、大地はハッとしたように右手を下ろした。

　頬から彼の温もりが消える。

「悪い。つい懐かしくて」

「あ、いえ」

「……部下にこんなことをしてはいけなかったのに。すまない」

　大地が頭を下げ、莉々子は慌てて胸の前で小さく両手を振った。

「あの、気にしないでください。私が『ギャップ萌え』とかおかしなことを言ったのがいけなかったので」

「いや、俺も話を脱線させた」

　大地は首を軽く横に振った。そうして前を向いたときには、昔を懐かしむような表情は完全に消えていた。

「三品決まったから、今日はこれで終わりにしよう。もう九時近い」

　大地は腕時計を見て言った。

「あ、はい」

「遅くまでありがとう。車で送っていくよ」

「いえ、大丈夫です。会社も家も駅から近いですし」

「いや、俺が心配なんだ」

　大地は真剣な面持ちで莉々子を見た。まっすぐ見つめられて、莉々子の鼓動が速くなる。けれど、彼に莉々子は『部下』なのだと再確認させられたばかりだ。

「社長にそんなご迷惑をおかけするわけにはいきません」

「部下の心配をするのは社長の役目だ」

　入社初日に『ただの部下として扱ってください』と言ったのは莉々子なのだが、『部下』という言葉に今になってこんな切なさを覚えるなんて。

（ほんと、衝動的な行動で後悔ばかり……）

　莉々子がなにも言わないので、大地が言葉を続ける。

「こんな時間まで残らせたのは俺だ。どうか送らせてくれ」

　ここまで言われたら、もう断れない。

「わかりました……。では、お願いします」

　二人で調理室を片づけて不要な電源を落とした。施錠して警報器をセットし、オフィスを出る。エレベーターに乗り込んだものの、さっきの気まずさのせいか莉々子も大地も無言だ。

　沈黙が居心地悪くて、莉々子はなんとか話題を捻り出す。

「えっと、明日は朝七時半に私の部屋に迎えに来てくださるんですよね？」

「ああ。永野さんたちがお昼休みを取る十二時頃に農園を訪ねたいんだ。永野農園のタマネギが売られているファーマーズマーケットには、開店時間の九時に着きたいから、逆算するとどうしても朝早くなる。悪いな」

「大丈夫です。ところで、社長のおじいさまとおばあさまは私が行くことについて、なにかおっしゃってましたか？」

「ばあちゃんは『莉々子ちゃんと一緒なら成功間違いなしだね』って言ってたよ」

「ええっ、ずいぶんお会いしてないのに、そんなに評価してくださるなんて……恐れ多いです」

　莉々子が文字通り恐縮して首を縮込めたので、大地は苦笑した。

「恐れ多いって」

「……でも、私のことを覚えててくださったんですね」

　大地の祖父母には十年近く会っていない。祖父は一見厳格そうだが、言葉には出さないものの、大地をとても大切に思っていた。祖母は笑顔が優しく、お茶目で気の利く女性だった。

「今も変わらずお元気ですか？」

「ああ。庭に家庭菜園を作って、自分たちが食べる分だけ二人でのんびり野菜を育てているよ」

「そうなんですね。お会いするのが楽しみです」

　やがてエレベーターは地下一階に到着した。大地が駐車場に続くドアを開けて、莉々子を先に通してくれた。

「ありがとうございます」

　大地はネクサスロジスティクスの駐車区域に一台だけ残っていた黒のＳＵＶに歩み寄った。そして、助手席のドアを開ける。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　大地の車は見るのも乗るのも初めてだ。車内はゆったりしていて、インテリアは落ち着いた黒で統一されている。莉々子がシートベルトを締めている間に、大地は運転席に回った。彼がエンジンをかけると、低音量でゆったりとしたジャズが流れ出す。

「歓迎会の日、帰りのタクシーで莉々子の住所を聞いて、意外と近くに住んでたことに驚いたよ」

「私もネクサスロジスティクスが意外と近くにあってびっくりしました。今まで一度も、すれ違うことさえなかったのが不思議ですね」

　大地がアクセルを踏み、車がゆっくりと動き出した。

「……市内は人が多いから」

　そう言った大地の声が消えて、落ち着いたピアノの音色が車内を満たす。

「社長はジャズがお好きなんですか？」

　莉々子が運転席を見ると、彼の横顔がふっと微笑んだ。

「聴くようになったのはこの二年ほどかな。たまたま行ったバーでかかってて、仕事の疲れを忘れられるなって感じてから」

「そうなんですね」

　莉々子は静かなピアノの音色に耳を傾けた。しっとりとしたメロディが、さっきまでいろいろ考えてモヤモヤしていた心をなだめてくれるようだ。

「高津さんはどんな音楽を聴くんだ？」

「洋楽が多いですね」

　莉々子はいくつか歌手名やバンド名を挙げた。

「ああ、高校生のときにも聴いてたな」

　大地が懐かしそうに言い、莉々子はスマホにダウンロードした曲を、イヤホンを片耳ずつ使いながら大地と二人で聴いたことを思い出した。

「……そうでしたね」

　大地のそばにいればいるほど、後悔と切なさが強くなる。

　どうして自分から大地に別れを切り出してしまったんだろう。どうしてまた好きになってしまったんだろう……。

　莉々子は窓の外に目を向けた。いつの間にか雨が降り出している。

　静かなジャズに浸っているうちに、莉々子の住むマンションが見えてきた。

「傘を持って来てなかったので、助かりました」

　車が来客用の駐車場に停まり、莉々子はシートベルトを外した。

「それなら、エントランスまで送るよ」

　大地は左手を伸ばしてグローブボックスを開けた。そこから折りたたみ傘を取り出す。

「用意がいいんですね」

「入れっぱなしにしているだけだ」

　大地が答えながら莉々子の方を見た。すぐ目の前に大地の顔があって、莉々子はドキンとする。

「あ、さ、先に降りてますね」

　慌ててドアハンドルに手をかけた。ドアを開けようとしたとき、大地が莉々子の右腕を軽く掴む。

「座ってて。そっちに回る」

「あ……はい」

　大地は莉々子の腕から手を離し、運転席から下りて傘を差した。助手席に回ってドアを開け、莉々子に差し掛ける。

「濡れないように気をつけて」

「ありがとうございます」

　莉々子は車を降りた。大地は莉々子の歩幅に合わせるようにゆっくりと歩く。二人で入るには小さな折りたたみ傘の下で、触れ合っていないのに彼の体温を感じ、体の片側だけが熱を持つ。

　エントランスの屋根の下に入って、莉々子は大地に向き直った。頬まで熱くなっていて、彼と目を合わせることができない。

「送ってくださってありがとうございました」

「こちらこそ、遅くまでありがとう」

　大地の低い声が降ってきて、莉々子はそっと視線を上げた。目が合って、大地が淡く微笑む。

「おやすみ。また明日」

　そう言った彼の声は、心なしかかすれていた。

「はい、おやすみなさい」

　莉々子は大地を見送ろうと立っていたが、大地が視線で自動ドアを示した。

「遅いからもう入って。心配で帰れなくなる」

　そんなふうに心配してくれるのは、莉々子が彼の部下だから。

　自分にそう言い聞かせる。

「わかりました。それじゃ、失礼します」

　莉々子は小声で言ってお辞儀をした。オートロックを解除して、自動ドアから中に入る。振り返ったら、大地が軽く右手を上げた。莉々子は会釈をしてエレベーターホールに向かう。目の端に、自動ドアの外で莉々子を見送る大地の姿が映る。

　莉々子は彼の方を見ずにエレベーターに乗り込んだ。

　彼に触れられた右腕には、まだ彼の手の感触が残っていた。








第六章　九年越しの成就









　翌朝、六時半に起きれば間に合うと思っていたが、緊張しているせいか一時間以上早く目が覚めた。ゆっくり時間をかけて朝食を食べながら、今日のことをぼんやりと考える。

　大地に聞いた限りでは、永野農園の農園主はなかなか手強そうだった。昨日、大地にレシピを説明して一緒に試作をしたから、料理について詳しく訊かれても、彼はきちんと答えられるだろう。けれど、タマネギの栄養価など、レシピ以外のことを訊かれたら……？

（私が一緒にいた方がいいと思う）

　朝食を食べ終わる頃にはその気持ちが強くなっていた。着替えてメイクを済ませて、使い慣れた調理用具一式を大きなトートバッグに詰める。それと通勤用のバッグを持って、エレベーターで三階から一階に下りたとき、敷地に黒のＳＵＶが入ってくるのが見えた。ＳＵＶは莉々子の前で停まる。

「おはよう」

　大地が運転席から下りてきた。彼は白のＶネックシャツにグレーのパンツ、黒のテーラードジャケットという格好だ。

（大地ってば、なにを着ても似合うんだ）

　一瞬見とれてしまい、慌てて挨拶をする。

「おはようございます」

「おはよう。荷物は後ろに乗せようか」

　大地は莉々子の手からバッグを取って助手席のドアを開けた。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　莉々子が乗り込んでシートベルトを締めている間に、大地は荷物を後部座席に置いた。彼が運転席に座るのを見ながら、莉々子は口を開く。

「社長は今日はカジュアルダウンしてるんですね」

「ああ。スーツで行ったときは『気取った都会もんが』って追い返されたし、農作業ができる服装で行ったら『うちは人手は足りている』って言って話を聞いてくれなかった。加減が難しいんだよ」

　大地は苦笑を浮かべた。

「あの、私の格好はどうですか？」

　莉々子は黒のカットソーにベージュのテーパードパンツを合わせていた。大地は一度瞬きをして答える。

「よく似合っているよ」

「ありがとうございます。でも、あの、そうではなくて……私も一緒に永野さんに会うのはどうでしょうか。もしレシピや栄養学的なことを訊かれたときに、正確に答えられる方がいいと思うんです」

　大地は前を向いて前髪をくしゃりと握った。そうして口元を緩めて莉々子を見る。

「実は、高津さんが一緒に来てくれたら助かるなって考えてたんだ。だけど、永野農園の近くに駐車できるところがないから、十五分くらい歩かなければいけない。ただでさえ負担をかけているのに、そんな図々しいお願いはできないと思っていた」

「なに言ってるんですか。十五分歩くくらい平気です。それに、私は社長の部下なんですから、遠慮なくこき使ってくれていいんですよ！」

　本当は私があなたの役に立ちたいんです。

　その思いを込めて見つめると、大地の二重の目元がふっと緩んだ。

「こき使いはしないけど……頼らせてくれ」

「もちろんです」

「ありがとう。高津さんが一緒だと心強い」

　大地に信頼のこもった眼差しを向けられて、莉々子は照れながら言う。

「うーん、お礼を言うのは契約が取れてからにしてください」

「そうだな」

　大地は真顔で頷いた。

「社長がそういう格好なら、私もこれで大丈夫そうですね」

「ああ。それじゃ、出発するよ」

「はい。契約締結に向けて、出発進行！」

　莉々子が大げさな仕草で右手を突き上げると、大地が笑顔になった。

「おかげで緊張がほぐれた。ありが──」

　礼を言いかけた大地の言葉を、莉々子は軽く睨んで視線で遮る。

「社長」

「おっと、礼を言うのは契約が取れてからだったな」

　大地はしまった、と言いたげな顔で軽く肩をすくめた。そんなふうに彼のおどけた仕草を見るのは久しぶりで、莉々子は胸がくすぐったくなる。

「そうですよ」

「よし、今度こそ出発しよう」

　大地はすぐに表情を引き締めて車をスタートさせた。公道に出てしばらく大通りを走ったところで、莉々子に尋ねる。

「昨日はよく眠れた？」

「緊張していたせいか、五時過ぎに目が覚めました」

「早いな。眠かったら、着くまで寝てるといい」

「大丈夫です。眠くはないので。社長はゆっくり眠れましたか？」

「もちろんしっかり寝た。勝負の日だからね」

「社長は物事に動じないですよね。慌てたりもしないし、いつも落ち着いていて。そういうところは高校生の頃から変わってないですね」

　大地はわずかに首を傾げた。

「そうかな？」

「はい。私も見習わなくちゃっていつも思ってました」

「俺は高津さんの積極的なところを、いつも見習わなきゃって思っていたよ」

　そのとき信号が赤に変わり、車がゆっくり停止した。

　莉々子は顔をしかめて視線を落とす。

「積極的って言うと聞こえがいいですけど、母には向こう見ずとか無鉄砲とか言われるんですよ」

「俺が起業できたのは、それまで高津さんの影響を受けていたからだ。頭の中でいくらプランを練っても、実行に移さなければなにも実現できない。思い切って一歩踏み出す勇気は、高津さんに教えてもらった」

　大地の言葉を聞いて、莉々子は頬が熱くなった。自分では欠点だと思っていたのに、大地はそんなふうに評価してくれていたなんて。光栄なような、気恥ずかしいような。

「そばにいたら、好きにならずにいられない」

　大地の呟きを聞いて、莉々子は驚いて運転席を見た。

「あ」

　目が合って、大地は顔を赤くしながら右手の人差し指で頬を掻いた。

「いや、じいちゃんが畑を売って落ち込んだときも、高津さんを見てたら、俺にできることを考えて、やりたいことに飛び込んでみようって思えるようになったから」

（ああ、過去の話をしてたんだ）

　彼が莉々子を好きになってくれたのは、何年も前のずっと昔の話。それに気づいたとたん、胸がギュウッと締めつけられた。莉々子の方は彼のそばにいて、以前と変わらない魅力、以前はなかった魅力を知って、どんどん惹かれていっているというのに。

　莉々子の沈んだ雰囲気に気づいて、大地が心配そうな声を出す。

「どうした？」

　莉々子は切ない気持ちを悟られないように笑顔を作った。

「ちょっと緊張しちゃって。永野農園の人たちが私の作った料理を食べてくれるかなって思うと」

「一昨日試食した倉本くんと日高さんにも好評だったんだろう？　それに、永野さんたちは午前中の農作業を終えてお腹がペコペコになっている時間だ。高津さんの作ったおいしい料理に抗えるはずがない。自信を持って」

　大地の声は力強く、言葉は温かい。

　自分の恋心に関係なく、そんな彼の思いに共感して、彼の役に立ちたいと思ったのだ。

　その気持ちを思い出して、今度は本物の笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。がんばります」

　莉々子の表情を見て、大地は安心したように頬を緩めた。信号が変わり、彼は前を向いてゆっくりとアクセルを踏んだ。

　やがて車は高速道路に入った。渋滞に巻き込まれることなく順調に走り、永野農園のタマネギが売られているファーマーズマーケットには九時前に到着した。広い駐車場は三分の一くらい埋まっていて、営業開始時刻までまだ数分あるのに、ドアの前には十人ほどの行列ができている。

「わあ、もう並んでる人がいるんですね」

　莉々子は車から降りてドアを閉めながら言った。

「採れたての新鮮な野菜や果物を求めて、遠くからわざわざ買いに来る人もいるんだ。これでも少ない方だよ。土日はもっと多い」

「そうなんですね」

　莉々子と大地は話しながら行列の最後尾に着いた。

　ほどなくして九時になり、マーケットのドアが開いた。平屋造りの店内は大型スーパーの食品フロアくらいの広さで、地元で採れたさまざまな旬の野菜や果物、花などが陳列棚に所狭しと並んでいる。

　大地が買い物カゴを取って歩き出したので、莉々子は彼に続いた。何度も来ている大地は、迷うことなく〝永野農園のタマネギ〟とラベルが貼られた商品をカゴに入れた。あとはレジに並ぶだけだが……木製の棚には青果以外にも手作りのお菓子など、心惹かれる商品がたくさん並んでいる。

（うー、もう少し見てみたいぃ……）

　莉々子がうずうずしているのに気づいて、大地が声をかける。

「十二時に永野農園に着くには何時から調理を始めたらいい？」

「十時半くらいに始めれば余裕です」

　大地は腕時計を莉々子に見せた。今は九時十分だ。

「祖父母の家にはここを十時に出れば余裕で着く」

　大地の言葉を聞いて、莉々子は顔を輝かせた。

「じゃあ、店内を見て回ってもいいですか？」

「もちろん」

「やったぁ！　ほかの商品も見てきますねっ」

　莉々子はいそいそと通路を歩き出した。広い店内には、ソラマメやモロヘイヤ、トマトなどの馴染みのある野菜のほかに、アイスプラントなどの珍しい野菜があった。アイスプラントは葉や茎の表面に水滴のように見える透明な細胞があることから、そう呼ばれている。そのほか、漬け物、ジャム、コンポート、クッキーなど、お土産にぴったりな加工品もあった。

　興奮気味にあれこれ見る莉々子のあとを、大地はゆっくりついて回る。

「わ、このトウモロコシクッキー、みんなのお土産によさそう！」

　莉々子がプラスチック容器に入った手作り感満載のクッキーを見て声を上げ、大地はその容器を取ってカゴに入れた。

「それじゃ、これも買おう」

「社長はなにか買いたいものありませんか？」

「そうだな、トーストに塗るジャムが欲しい」

「ジャムコーナーはこっちですよ！」

　莉々子は小さな瓶が並んだ棚を指差した。ビワやブルーベリーのジャム、甘夏のマーマレードなどがある。

「うーん、全部買いたくなっちゃいますねぇ」

　莉々子は悩ましい思いでジャムの瓶を眺めた。

「俺は甘夏のマーマレードにしよう」

　大地が瓶を一つカゴに入れた。

「私はビワのジャムにしよーっと」

　大地とあれこれ話しながら商品を選ぶのはとても楽しい。里久と麻桜のためにブルーベリーのジャムを選んで、レジに並んだ。

　会計を済ませてマーケットを出たら、出口の近くに移動販売車が四台駐まっているのが見えた。そのうちの一台はコーヒーを売っている。

「コーヒーを飲んでいこうか」

　大地が奢ってくれるというので、莉々子は礼を言って、コーヒーができるまで近くの移動販売車を見て回ることにした。アクセサリー、ペット用の服、木で作ったおもちゃなど、手作りの商品が売られている。

「高津さん、お待たせ」

　大地がコーヒーカップを持って近づいてきた。

「花壇の横にベンチがあるから、座って飲もう」

　大地が視線で駐車場の外れを示し、莉々子は彼と一緒にベンチに座った。花壇にはヒマワリがたくさん植えられていたが、まだ小さなつぼみがついているだけだ。

「どうぞ」

　大地は莉々子にカプチーノのカップを差し出した。

「ありがとうございます。いただきます」

　莉々子はカップに口をつけた。のどかな景色を見ながら熱いコーヒーを一口飲んで、ホッと一息ついた。空を見上げたら、青空が広がっている。先週は雨が多かったから、今日はとくに清々しい気分になる。

「いい天気になってよかったですね」

「そうだな。この辺りでは今がタマネギの収穫の時期だから、今日は作業をしている人が多いだろうな」

　きっと永野農園でも収穫作業が行われていることだろう。

　腕時計を見たら、九時四十五分。

　いよいよだ。

　莉々子は気を引き締めて、コーヒーを飲み干した。




　大地の祖父母の家は、校区の南西、隣の市との境にある。瓦屋根の二階建ての日本家屋で、もとは平屋だったものを、祖父母の代に建て直して二階建てにしたと聞いた。築五十年くらいにはなるだろう。

　大地は家のすぐ横、広い土の庭に車を駐めた。彼がタマネギを入れたエコバッグと莉々子の荷物を持ってくれたので、莉々子は彼に続いて玄関に向かった。久しぶりに大地の祖父母に会うのだ。懐かしさと同時に、やはり緊張を覚える。

　大地が鍵穴に鍵を差し込んで回し、横引きのドアを開けた。

「ただいま」

「こんにちは」

　大地に続いて莉々子は挨拶の言葉を述べた。しかし、家の中はしんとしている。

「じいちゃん？　ばあちゃん？」

　大地は靴を脱いで廊下に上がった。右手にあるキッチンを覗いたが、誰もいなかったらしい。そのまま廊下を進んで隣にある居間に入った。少しして「えっ」という声が聞こえてくる。

「どうしたんですか？」

　莉々子の問いかけに大地は答えない。

「社長？」

　大地を呼んだが、やはり返事がない。

「あの、お邪魔しますね？」

　心配になって廊下に上がり、遠慮がちに廊下を歩いて居間を覗いた。大地は莉々子に背を向けてコタツ机の前に立っている。

「なにがあったんですか？」

　莉々子が近づくと、彼は手に持っていた紙を莉々子に見せた。それは縦書きの便箋で、流れるような美しい字でメッセージが書かれていた。

　莉々子は小声で読み上げる。

「『大地、莉々子ちゃん、お帰りなさい。本当はとってもとっても莉々子ちゃんに会いたかったのだけど、温泉旅館を予約していたことをすっかり忘れていました。ごめんなさいね。おじいちゃんと二人で温泉を楽しんできます。帰るのは日曜日の夜になります。莉々子ちゃんと大地はお仕事がんばってくださいね。大変だと思うから、日帰りなんてせずに泊まっていってください。冷蔵庫には作り置きのお惣菜がありますし、客間に布団を敷いていますので、遠慮せずゆっくりしてくださいね。おばあちゃんより』」

　莉々子は読み終えて大地を見た。彼は頬骨の辺りが赤く染まっている。

「二人は留守みたいだ」

　大地は低い声で言って、莉々子の手の中から便箋を拭き取った。それを折り畳んでコタツ机に置き、咳払いをして廊下に出る。

「キッチンに案内するよ」

「あ、はい」

　大地は廊下を戻り、キッチンに入った。そこはキッチンというより、台所と呼ぶ方がしっくりきた。青いプロペラ型のレトロな換気扇があり、年季の入ったガスコンロをアルミのパネルが囲っている。

　大地は四人掛けのテーブルの上にエコバッグと莉々子のトートバッグを置いた。そうして莉々子に背を向けたまま、ボソッと言う。

「ごめん」

「なにがですか？」

　莉々子は大地に並んだ。彼は相変わらず頬を赤くしたまま言う。

「祖父母が変な誤解をした。高津さんとは仕事で来るんだとちゃんと説明したのに、俺と二人きりになってしまった」

　二人きり、という言葉にドキッとした。けれど、彼が言う通り、ここには仕事で来ているのだ。

　莉々子はできるだけ平静を装って言う。

「気にしないでください。私は仕事のことしか考えていませんから。交渉を成功させて、契約を取って帰りましょう」

「ああ、そう、だな」

「それじゃ、私は調理に取りかかりますね」

　莉々子はバッグを椅子に置き、エプロンを出して着けた。

「なにをすればいいか指示を出してくれ」

　大地はジャケットを脱いで腕時計を外し、シャツの袖をまくった。気持ちを立て直したのか、もう真顔に戻っている。

　それも当然だ。契約を取ったら帰るのだ。ここに泊まることなどない。莉々子は大地の単なる部下なのだから。

「それじゃ、まずは玉ネギの皮を剥きましょう」

　莉々子は気を取り直し、買ったばかりの永野農園のタマネギを大地に渡した。




　そうして大地と協力して、丸ごとタマネギのスープとタマネギづくしサラダ、ディップソースの三品を作った。ドレッシングは食べる直前にオニオンスライスにかけ、フライドオニオンをトッピングする。ディップソースによく合うスティック野菜も用意した。

　スープはスープジャーに、それ以外のものはプラスチック容器に詰めた。使った調理器具を洗い終えて時刻を確認したら、十一時三十分だった。

「少し時間があるな。コーヒーでも、と言いたいところだが、じいちゃんもばあちゃんもコーヒーを飲まないんだ。緑茶でいいかな？」

「ありがとうございます。お願いします」

　大地は電気ケトルに水を入れてスイッチを押した。お湯が沸くのを待っている間に、急須や湯飲みを用意する。

「キッチンをリフォームしようって言ったんだけど、ばあちゃんは使い慣れてるからこのままがいいって言うんだよ。シンクの高さはばあちゃんにはちょうどいいが、高津さんには低かったんじゃないか？」

「あー……そうですね。でも、うちの実家もこのくらいです」

　莉々子の母は莉々子より背が低いため、実家のシンクやキッチンカウンターは莉々子にとって低く感じる。

　少ししてお湯が沸いたので、大地は急須と湯飲みを温め、緑茶を淹れた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　莉々子は礼を言って湯飲みを手に取った。すっきりした味わいの緑茶を飲んで、ほうっと息を吐く。

　家の中が静かなせいで、大地と二人きりなのだと意識してしまう。余計な緊張を和らげたくて、莉々子は話題を捻り出そうとする。

「あの、社長は──」

「高津さんは──」

　大地も同時に声を発し、同時に言葉を切った。

「あ、社長、お先にどうぞ」

「いや、高津さんこそ」

　大地に譲られて、莉々子はぎこちなく口を動かす。

「社長は、よく実家に帰られるのかなと思ったんです。仕事でたまにこっちに来てるって母が言ってたので……」

「月に三、四回、仕事で来たときは必ず顔を見せるようにしている。俺もじいちゃんとばあちゃんの顔を見たいし」

「それで、あの、社長はなにを言おうとしてたんですか？」

「同じことを訊こうとしていた。高津さんはよく実家に帰ってくるのかなって」

「私は年に二回くらい、お盆とお正月に帰省するぐらいですね」

　莉々子の返事を訊いて、大地がぼそりと言う。

「俺も盆と正月には必ず帰ってきてたけど……今まで一度も会わなかったな」

「……ほんとですね。不思議」

　まるで会わないことが運命だったみたいだ。

　また会話が途切れ、沈黙がキッチンを満たす。

　大地は小さく咳払いをした。

「少し早いが……永野農園に向かおうか」

　大地の言葉を聞いて、莉々子の全身に緊張が走った。

　大地は『きっと次が最後の交渉になる』と言っていた。この交渉に賭けているはずだ。

「そうですね。そうしましょう」

　莉々子が神妙な顔で頷き、大地は容器を紙袋に入れた。

　大地が玄関扉に鍵をかけ、彼の案内でアスファルトの道を西方向に歩く。高校生の頃はまだ畑がたくさん残っていたが、今は畑のあった場所に新しい家が建っていたり、駐車場ができていたり、なにも耕作されずに草が生えていたり……と景色が大きく変わっている。

　この時間、畑へと続く道には人通りも車通りもほとんどない。

「なんだか……懐かしい反面、寂しさもありますね」

　莉々子は呟くように言った。

「そうだな。耕作されずに荒れている畑を見るのが一番つらい」

　大地の低い声が聞こえて、莉々子は胸が痛くなった。ネクサスロジスティクスの取り組みは、小さなことなのかもしれない。それでも、なにかが変わる一歩になるのなら、彼の力になりたい。

　歩いているうちに住宅街が途切れて、広いタマネギ畑が見えてきた。この時期、極早生や早生の品種はすでに収穫が終わっているので、土だけになった畑もあれば、ネギのように細長い緑の葉が畝にびっしり並んでいる畑もあった。今まさに収穫作業が行われているところもある。

「永野さんたちはちょうど休憩中だな」

　大地は十数メートル先の畑を視線で示した。畑の前の道路脇で、軽トラックの荷台に座っている人の姿が見える。農作業着姿の六十代前半くらいの男性と女性、それに三十代半ばくらいの男性だ。三人は荷台に弁当を広げていて、昼食をとろうとしている。

「年配の男性が永野良よし文ふみさん、女性が奥さんの妙たえ子こさん、もう一人の男性は息子の仁ひと志しさんだ」

　大地が説明を終えるころには、声の届く距離に近づいていた。

「こんにちは」

　大地がにこやかに声をかけた。莉々子も彼に続いて挨拶をする。良文が顔を向けて大地に気づき、日焼けした厳つい顔をしかめた。

「お久しぶりです。ネクサスロジスティクスの伊月大地です。こちらは商品企画開発チームリーダーの高津です」

　大地に紹介されて、莉々子は「高津莉々子と申します。よろしくお願いいたします」と頭を下げた。良文は荷台であぐらをかいたまま苦々しい表情で大地を見る。

「今度は女の子連れか。懲りもせずにこんなところまでよく来るな」

「お父さん、そんな言い方しないの」

　妙子がたしなめるように言ったが、良文は「ふん」と鼻を鳴らして、首にかけたタオルで顔を拭った。

　大地は紙袋を持ち上げて言う。

「今後、レシピ提供サービスや食材宅配サービスで永野農園のタマネギをどのように提供していくのか、アイデアや言葉だけでなく、具体的に見える形でお伝えしようと、本日は永野さんのタマネギを使った料理をお持ちしました」

「料理だぁ？」

　良文は大地を睨み上げた。大地は表情を変えないが、莉々子は良文の険しい表情にひるみそうになった。けれど、自分を叱咤して口を開く。

「はい。先ほどファーマーズマーケットで購入して作ってきたものです。ぜひお昼の一品、ではなく三品としてお召し上がりください」

　莉々子は笑顔を作ったが、緊張で頬が引きつっているのが自分でもわかった。

「せっかくだから、お父さん、いただいてみましょう」

　妙子が口添えをしたが、良文は相変わらず険しい表情だ。

「ぜひお願いいたします」

　大地は紙袋からスープジャーを取り出した。莉々子は蓋を開けて説明を始める。

「こちらはタマネギを丸ごと煮込んだベーコン入りのコンソメスープです」

　莉々子は農園主である良文にジャーを差し出した。しかし、彼が受け取る気配はない。妙子の方にジャーを少し動かすと、農園主の妻はジャーを覗き込んだ。

「まぁ。本当に丸ごとなのね」

　妙子は興味を引かれたようにジャーを受け取って荷台に置いた。

　莉々子は次の容器の蓋を開けて説明を続ける。

「こちらはタマネギづくしサラダです。これから仕上げるのですが、スライスしたタマネギに、すり下ろしたタマネギと醤油、オリーブオイル、レモン汁で作ったドレッシングをかけて、フライドオニオンをトッピングします」

　説明しながら妙子たちの目の前でサラダを完成させて、容器を妙子に渡した。次にディップの説明に移る。

「こちらはディップソースです。ディルやタイムなどのハーブと一緒にみじん切りにしたタマネギをクリームチーズに混ぜ込みました。ぜひ新鮮なキュウリやニンジン、セロリにつけてお召し上がりください」

　ディップの容器と野菜スティックの入った容器を妙子に渡した。妙子は荷台に容器を並べたが、良文は視線を向けることなく、水筒のお茶をゴクゴクと飲んだ。妙子は興味を持ってくれているようだが、良文に遠慮しているのかなにも言わない。沈黙が重苦しくなって大地を見たとき、それまで黙っていた仁志が口を開いた。

「父さん、いただいてみようよ」

　仁志はスープジャーを取り上げて、丸のままのタマネギにスプーンを入れた。そのとたん、タマネギは繊維に沿ってとろりと崩れる。

「おお」

　仁志は驚いたように声を上げて、タマネギを口に入れた。もぐもぐと味わってから、ふうっと息を吐く。

「おいしいな。タマネギのうまみが閉じ込められている」

　良文はチラリと仁志を見たが、なにも言わない。仁志は次は箸でサラダをつまんだ。彼が噛むと、口の動きに合わせてシャキシャキと音がした。

「ほう、これはおもしろい。いろいろな味と食感が楽しめる」

　仁志は続いてスティックキュウリをつまみ、ディップソースをつけてかじった。ポリポリと小気味いい音をさせて食べてから、感心したように言う。

「これはとてもおしゃれだね。ワインに合いそうだ。田舎の畑の風景が、一気に都会のバーになるね」

「ありがとうございます！」

　仁志の言葉が嬉しくて、莉々子は礼を言う声がつい大きくなった。仁志は良文と妙子に顔を向ける。

「父さんと母さんも食べてみなよ。二人の熱意が伝わってくる。言葉だけじゃないってわかるよ」

　仁志の言葉に先に応えたのは妙子だった。

「私はこのディップに興味があるわ」

　妙子はセロリをつまみ、ディップソースをつけてかじった。しばらく味わってから、「んー！」と目を細める。

「こんな食べ方初めて！　おいしいわぁ」

　妙子は次々と野菜スティックを口に入れた。やがて最後の一本のキュウリになり、チラリと良文を見る。

「あら、もうなくなっちゃうわね。誰も食べないみたいだから、私がいただいていいかしら」

　妙子がキュウリに手を伸ばしかけたとき、良文が口を開いた。

「誰も食わんとは言っとらん」

　良文は仏頂面のまま、キュウリをディップソースに浸して口に入れた。しばらく無言でかじっていたが、やがて食べ終えて、水筒のお茶をゴクリと飲んだ。続いてスープとサラダも食べる。

　容器が空になり、良文はタオルでぐいっと口元を拭った。

「いかがでしょうか」

　大地が静かな声で問いかけた。良文はもう一度タオルで口を拭く。

「うまいのはうまい」

　なにか含みのある言い方だ。莉々子と大地が続きを待つと、良文はじろりと二人を見た。

「だが、これは一番うまい食べ方じゃない」

　大地はかすかに眉を寄せ、莉々子は胃がキュッとなった。

（スープやサラダじゃ……ありきたりすぎた……？）

　肩を落としかけて、踏みとどまった。落ち込んでいる場合ではないのだ。

　莉々子は必死で頭を回転させる。

（一番おいしい食べ方……。私が一番感動したのは……）

　ふと、大地と一緒に食べた最初の料理を思い出した。調味料を一切使わず、料理と呼ぶには気が退けたあれこそ、このタマネギ本来のうまみが感じられた。

　莉々子は顔を上げて笑みを浮かべた。

「弊社で永野農園のタマネギを売り出すためのレシピとして、私はこの三品すべてに自信を持っています。ですが、個人的に一番好きな料理は、本日ここにお持ちしても一番おいしい状態で食べていただけないと思いましたので、あえてお持ちいたしませんでした」

　良文は目を細めて莉々子を見た。

「ほう。それはいったいどんな料理だ？」

「オニオンスライスです」

　良文は無言だ。莉々子はじっと彼を見る。

「初めて包丁を入れたとき、水分の多さに驚かされました。食べると瑞々しくて甘くて、コクすら感じられました。正直、丸かじりしたいくらいでした」

　この答えが正解かどうかはわからない。けれど、これこそ莉々子の正直な思いなのだ。

　良文は莉々子の視線を受け止めて、ふっと口元を緩めた。

「あんた、わかってるなぁ」

　一瞬、なにを言われているのかわからなかった。けれど、次の瞬間、全身から力が抜ける。

　莉々子の答えが正解だったのだ。

　しかし、安堵したのも束の間、良文はまた元の険しい表情に戻った。

「だが、それでも、あんたたちにタマネギは売らん」

「え、ど、どうしてですか!?」

　驚いて莉々子の声が上ずった。良文は首を軽く左右に振る。

「あんたたちだけじゃない。ほかの誰にも売らん。ファーマーズマーケットに出荷するのもいずれやめる」

「いったいどうしてですか？」

　大地が言葉を発した。その声は少し震えている。

「あんたにはわからんだろうがな、土日も関係なく朝から晩まで働いて一生懸命育てても、天候や病害虫のせいですべてダメになることもある。どれだけ努力したって、自然の力には勝てん。生半可な気持ちじゃできんきつい仕事なんだ。こんな仕事を継いだら、嫁も見つからんだろう。だから、このタマネギはわしの代で終わらせる」

　直後、大地の顔色が変わった。莉々子はその表情に見覚えがあった。彼の祖父が畑を売ったと知って、ショックを受けた高校生のときと同じ表情だった。

「そうならないために、僕たちは〝農業の魅力を高め、可能性を広げて、人と食と暮らしを豊かに〟することを会社の理念に、使命にしているんです」

　大地の声は、今度ははっきりと震えていた。良文は淡々とした表情で言う。

「そんなのは理想論だ。理想で腹は膨れん」

　莉々子は大地を見た。彼の横顔は苦しそうだった。泣いていないのに、泣いているような。

（大地……）

　胸がギュウッと締めつけられて苦しくて、莉々子は思わず声を上げた。

「理想だっていいじゃないですかっ」

「高津さん？」

　大地が驚いたように莉々子を見た。

「大地は誰よりもわかっています！　彼はっ、大好きなナス農家のおじいさんの仕事を、学校がある日も休みの日も、よく手伝っていました。そんな大地に、おじいさんはなにも言わずに、一言も相談せずにナス農家を辞めてしまったんです！　先が見えないから大地には継いでほしくないって。そのときの大地は、周りが見ていて心配になるくらいショックを受けていました。でも、それから大地は、農業を儲かる産業として確立させたいって夢を持って、努力してきたんです」

　気持ちが高ぶって勝手に涙が込み上げてきたが、莉々子は構わず話を続ける。

「理想だっていいじゃないですか。理想を持たなければ、現状維持だって難しいです。でも、理想があれば、共感してくれる人が集まります。そうすれば、道が拓ける可能性だって生まれるんですっ。どうか私たちに、永野さんのタマネギのおいしさをみんなに伝えるお手伝いをさせてください！」

　莉々子は叫ぶように言って深く頭を下げた。

「お願いします！」

　隣で大地も頭を垂れた。彼の声が消えて、昼過ぎの農道はしんとする。

（少しでも気持ちが届きますように……）

　諦められず、頭を上げられずにいたら、仁志の低く穏やかな声が聞こえてきた。

「俺はネクサスロジスティクスの可能性に賭けたいと思ったんですよ」

　莉々子は顔を上げて仁志を見た。大地も同じように顔を上げる。仁志は莉々子と大地に柔らかく微笑み、良文を見た。

「父さん。俺、有休を取って収穫を手伝いに来たって言ったけど、本当は違うんだ。実は会社を辞めたんだよ」

「なんだと!?」

「なんですって!?」

　良文と妙子の驚いた声が重なった。仁志は笑みを浮かべたまま言う。

「先月末で辞めたんだ。今は菜な緒おの仕事を手伝っている」

「菜緒さんとお付き合いしているのは知ってたけど……菜緒さんはなにかフリーランスの仕事をしてたんじゃ……？」

　妙子は戸惑い顔で言った。莉々子は話が読めないまま、黙って仁志を見つめた。彼は照れくさそうに笑って、莉々子から大地に視線を動かす。

「菜緒というのは俺の恋人の篠しの崎ざき菜緒という女性で、ファッションクリエーターをしています」

（篠崎菜緒……？）

　その名前に聞き覚えがあった。一瞬考えたのち、莉々子は思い当たって大声を上げる。

「ああっ！　もしかしてあの〝農ガール〟の!?」

「おや、ご存じでしたか」

　仁志は嬉しそうに微笑んだ。莉々子は興奮して前のめりになる。

「知ってます！　いえ、もちろんお会いしたことはないんですけど、農業に従事する女性向けのかわいくておしゃれな作業服をプロデュースしている篠崎菜緒さんですよね!?　最初はご自分が家庭菜園にはまったときに、かわいい作業服がないことからデザインを始められて、今では週末農家からガーデナー、本格的な農業従事者まで、幅広い人たちに支持されている……あの篠原さん！」

「詳しいご説明をありがとうございます」

　仁志はにっこり笑った。彼はその笑顔を両親に向けたが、すぐに真顔になる。

「俺は親父のタマネギを食べて育ったから、食べられなくなるのは嫌だ。でも、親父が辞めると言うなら、それは仕方がない。親父と同じタマネギを作れるようになるまで、一から努力するだけだ。けれど、息子にそんな苦労をさせるくらいなら、このまま続けた方がよくないかな？　いい土もノウハウもあるのに」

「む……う……」

　良文は腕を組み、唇をへの字に結んで黙り込んだ。

「伊月さん、少しお話できませんか？　親父も」

　仁志は良文と大地を交互に見た。妙子は両手を軽く合わせて莉々子を見る。

「出荷量や価格の話は伊月さんとお父さんたちに任せるとして、私はレシピを教えてほしいわぁ。お父さんに食べられちゃって、ディップ以外、味見できなかったもの」

　莉々子は思わぬ展開にドキドキしながらも妙子を見る。

「あ、はい、ぜひ喜んで！　妙子さんのお薦めのレシピも教えてください！」

「それじゃ、おにぎりを食べながら話しましょう？　たくさんあるから遠慮しないで食べてね」

　妙子はラップに包まれた握り拳大のおにぎりを莉々子に差し出した。

「ありがとうございます。お言葉に甘えさせていただきます」

　莉々子はおにぎりを受け取った。

「ほら、お父さん、場所を詰めてくださいな」

　妙子は顔をしかめる良文を荷台の奥に追いやり、自分の隣を軽く叩いた。

「さ、ここに座って」

　莉々子は大地を見た。目が合って、彼はこっちは任せて、というように軽く頷く。

　莉々子は頷き返し、妙子の隣に遠慮がちに腰を下ろした。

「ありがとうございます。失礼いたします」

「このおにぎりの具にはね、自家製味噌で味つけした鶏そぼろを入れてるのよ」

　妙子が自分のおにぎりのラップを外した。莉々子も彼女に倣ってラップを外す。

「自家製味噌ですか。それはおいしそうですね」

「おいしいわよ～。自信作なの」

　そう言う妙子は楽しげだ。莉々子は横目で大地たちの様子を窺った。大地は軽トラの横に立って、荷台で座っている良文と仁志と向き合っている。三人とも真剣な表情だ。

　妙子の言う通り、詳しい話は三人に任せよう。

　莉々子は肩の荷が下りた気分で、妙子とレシピ談義に花を咲かせた。




　それから一時間ほど話し込んで、お暇することにした。

「本日はありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

　大地が深々とお辞儀をして、莉々子も隣で同じように頭を下げた。

「こちらこそ。日本の農業を明るい方向に後押しできるよう、お互いがんばりましょう！」

　仁志が明るい表情で右手を差し出し、大地と莉々子は仁志と握手を交わして永野農園をあとにした。十字路の手前で振り返ると、妙子が手を振ってくれたので、莉々子と大地は小さくお辞儀をした。

　角を曲がって莉々子は大きく息を吐き出した。

「はぁー……。うまくいってよかったですねぇ」

「高津さんのおかげだよ」

「いいえ、社長がこれまで土台を固めてきたからですよ」

「いや、俺だけじゃダメだった。本当にありがとう」

　大地に心からの笑顔を向けられて、莉々子はどうしようもなく胸が熱くなった。彼がこれまで重ねてきた努力に、自分が少しでも力添えできたのだとしたら、それ以上に嬉しいことはない。

「笑顔になれる人を増やせるように、これからもがんばらないといけませんね」

「ああ。これからもよろしく頼むよ」

「お任せください！」

　莉々子はおどけた仕草で右手で軽く左胸を叩いた。大地は目を細めて笑ってから、話題を変える。

「ところで、良文さんの恋人の篠崎さんのことを、どうして知っていたんだ？」

　莉々子は視線を前に向けた。

「……四年ほど前、経済雑誌で農業分野の起業家を特集する号があって、社長が取り上げられたことがあったでしょう？」

「ああ」

「それを母が送ってきたんですが、別のページに、農ガールとして篠崎さんの記事も載っていたんです」

　巻頭インタビュー記事以外にも大地のことが書かれていないかと、目を皿のようにして雑誌を隅から隅まで読んだことは黙っておく。

「そうだったのか……。雑誌はもらったけど、読まなかったから知らなかった」

「ちゃんと読まないといけません。どんなところに情報が転がっているかわからないんですから」

　莉々子がことさら生真面目な顔を向けると、大地は大げさなくらい神妙な顔つきになった。

「うむ、高津さんの言う通りだ。これからは俺もきちんと読むことにしよう」

　そうして見つめ合ったが、お互い相手が表情を作っているのだとわかっている。それがおかしくてついに耐えきれなくなり、二人同時に噴き出した。

「なんですか～、社長、その顔！」

「高津さんこそ大げさすぎないか？」

　緊張が解けたせいか、些細なことなのに笑いが止まらない。しばらく声を上げて笑ってから、莉々子は目尻にたまった涙を拭った。

「あー、おかしかった！　でも、あまり無理をしないでくださいね。社長は全部自分でやろうとするでしょう？」

　大地は右の人差し指で軽く頬を掻いた。

「遼介にもよく言われる。もっと人を頼れ、部下を使えって。でも、今回は高津さんが助けてくれて、心から感謝してる」

「うまくいって私も嬉しいです」

　莉々子は幸せな気分で歩を進めた。

　やがて大地の祖父母の家が見えてきた。彼が扉を開けてくれたので、莉々子は先に中に入り、廊下に上がる。

「いい結果を持って会社に帰れるのが嬉しいですね」

「ああ」

「片づけは終わっていますし、軽く掃除をしてから帰りますか？」

　莉々子はキッチンに入りながら大地に問いかけた。しかし、返事がない。

「社長？」

　振り返ろうとした瞬間、後ろから大地に抱きしめられた。

「えっ」

　力強い腕の中に閉じ込められて心臓が大きく跳ねる。

「しゃ、ちょう？」

「……一緒に来てくれて、ありがとう」

　大地は低い声で言って、莉々子の右肩に顔をうずめた。背中に、肩に、彼の体温を感じて、胸が苦しいくらいにドキドキする。

　その鼓動をごまかすように、思いつくまま言葉を述べる。

「あ、は、はい。あの、お役に立ててよかったです。えっと、その、永野さんたちの前で『大地』なんて呼び捨てにしてすみません。頭に血が上って、というか、必死になりすぎてしまって、ほんとにすみま──」

「莉々子」

　耳元で低くかすれた声がして、莉々子の言葉を遮った。

「もう一度名前で呼んでほしい」

　大地は右手を莉々子の左頬に添えて、彼の方を向かせた。目の前に大地の顔があって、莉々子は息が止まりそうになった。彼の瞳は熱っぽく、潤んでいるように見える。

「嫌なら〝社長〟と呼んでくれ。そうすればこの手を離す。だが、俺ともう一度始めてくれるなら……名前で呼んでほしい」

　大地の声は今までになく切なさを帯びていた。それは莉々子が感じているのと同じ切なさだ。

「……大地」

　囁くように彼を呼んだ。目を伏せた大地の顔が近づいてきて、つられるように目を閉じる。唇に彼の唇がそっと触れたが、柔らかなそれはすぐに離れた。

　直後、胸の奥から溢れるように熱い想いが湧き上がってきた。その想いに押されるように、今度ははっきりと彼の名を呼ぶ。

「大地」

　彼が悩ましげに眉を寄せたかと思うと、再び唇が重なった。今度は強く、熱く、互いの唇を求め、食み、貪る。

　いくら唇を重ねても満足できない。もっと欲しい。もっと。

　莉々子は体を半回転させて、腕を大地の首に絡めた。背中と腰に彼の手が回され、彼の方にぐっと引き寄せられる。

「莉々子」

　彼の舌に唇をなぞられ、それを受け入れるように唇を開いた。彼の舌が滑り込んで、誘うように舌先に触れる。彼を求める気持ちのまま、舌先を絡ませる。

　彼の唇が、零れる吐息が熱い。

　大地が莉々子の頬を両手で包み込んだ。その手が首筋へと下り、彼の唇が莉々子の唇から頬へ、顎へと移動する。

「あぁっ」

　大地の唇が首筋を啄み、莉々子は腰が砕けそうになった。背中と膝裏に彼の手が触れたかと思うと、横向きに抱き上げられる。

「きゃ」

　驚いて彼の肩に掴まった。目が合って、大地が甘く微笑む。精悍な顔に浮かんだその笑みはあまりに色気があって、心臓を射貫かれた気がする。

「怖い？」

「ううん、大丈夫。ちょっとびっくりしただけ……」

　大地は莉々子の唇に軽くキスをすると、莉々子を抱いたまま廊下を進んだ。彼が客間の戸襖を開け、十畳の和室の中央に布団が二枚敷かれているのが見える。

「こうなるっておばあさまにはわかってたのかな……」

　莉々子が頬を赤らめ、大地は苦笑した。

「ばあちゃんの願望もあったのかもしれない。ばあちゃんは莉々子を気に入ってたから」

「それだけでこんなことを？」

　大地は莉々子を布団の上に下ろした。彼女に覆い被さり、顔を囲うように両手をつく。

「……俺が莉々子のことをずっと引きずってたのを、見抜いてたんだと思う」

　莉々子は大地の顔をじっと見上げた。

「ずっとって……どのくらい？」

「さあな。勉強と研究と仕事で……気を紛らせていたから」

「でも、大地だってほかの女ひ性とと恋を──」

　したんでしょ、と言おうとした唇を、そっとキスで塞がれた。

「おしゃべりはもうおしまい」

　大地は莉々子の唇と頬に啄むようなキスをして、耳たぶに唇を押し当てた。

「ひゃっ……」

　耳たぶを口に含まれ、耳孔に舌が差し込まれる。くちゅり、と卑猥な音がして、莉々子は喘ぐように彼を呼んだ。

「だい、ち……」

　大地はカットソーの下から手を入れて、莉々子のお腹や脇腹をくすぐるように撫でた。彼の指先が与える淡い刺激に、背筋がゾクゾクとする。

　彼の手が上へと移動して、ブラジャーの上から膨らみを包み込んだ。指先を沈めるようにしながら揉まれ、レースの生地の下で先端が硬くなる。それに気づいた大地が布の上から指先で転がすようにするので、莉々子は焦れったい思いで吐息を零した。

「んぅ……大地……」

　彼の手が背中に回って、ブラジャーのホックをぷつりと外した。浮き上がった下着を押し上げながら、丸みを包み込む。大きな手が柔らかな肌を握って揉みしだき、芯を持った尖りを指でキュッと挟んだ。

「やんっ」

　体がビクリと震えて、莉々子は思わず高い声を上げた。頬を染めながら右手の甲を口に当てる。大地はクスリと笑って莉々子の手のひらにキスを落とした。

「莉々子の声、すごくかわいい」

　莉々子を見下ろす大地の表情は蕩けそうに甘い。

「な、に言ってるの……」

「いつもそう思ってた。でも、今はもっとずっとかわいい」

　大地はカットソーとブラジャーをたくし上げて、露わになった膨らみに口づけた。温かく濡れた舌が肌の上をゆっくりと這い、先端の周囲をくるりと舐める。

「あぁんっ」

　腰の辺りが淡く痺れて、莉々子は悩ましげに眉を寄せた。すがるように手を伸ばして、大地の髪に指を差し入れる。

「大地……っ」

　もどかしい思いで呼んだ声に応えるように、彼はゆっくりと尖りを口に含んだ。すっかり硬くなったそれを舌の上で転がされ、甘く歯を立てられて、体の奥がじんと疼く。

「あ……はぁ……」

　大地は莉々子のお腹に口づけて、パンツのボタンを外してファスナーを引き下げた。ショーツの中に忍び込んだ手が、ゆっくりと肌を撫でて脚の間を探った。彼の指先がぬるりと滑り、自分のそこが潤っているのだとわかる。

「やぁん、大地ぃ……」

　花弁を前後になぞられて、ついねだるような声が漏れた。

「かわいすぎてゾクゾクする。莉々子の感じる声をもっと聞きたい」

　大地は囁くように言って、蜜を絡めるようにしながら花弁を割って指先を沈めた。

「あ、ん、んんっ」

　長くしっかりした指が侵入して、ナカを探るようにじっくりと撫でさする。丹念に愛撫していた指先がある一点をかすめたとたん、そこから甘い刺激が弾け飛んだ。

「ひあぁっ！」

　ビクンと腰が跳ね、大地の声に笑みが混じる。

「ここが感じるんだ」

　彼の指がそこに触れるたびに淡い快感が伝わり、莉々子の口から甘い悲鳴が零れる。

「あっ、んっ……やっ、ああっ」

　繰り返し刺激されて、体の奥からとろりと熱いものが溢れ出た。長い指が抜き差しされるたびに、くちゅくちゅと淫らな水音が響く。

「あ、や……だい……ち」

　いいところをこすられ、強弱をつけて刺激されて、快感が波のように押し寄せてくる。莉々子が体を強ばらせたのに気づいて、ナカを掻き乱す指がリズミカルになった。

「あっ、ああっ……待っ、ダメ……もう……っ」

　大地が莉々子の胸元にキスを落とし、莉々子は大地の肩をギュッと掴んだ。割れ目を押し広げられるような感覚がして、指がもう一本増やされた。蜜壺を掻き回して莉々子を追い詰めながら、ぐっと奥まで突き入れる。

「ひ、あ、あぁんっ！」

　直後、背筋を電流のような痺れが駆け上がった。体を震わせる莉々子を、大地はギュッと抱きしめる。

「莉々子」

　額に、頬に、鼻先にキスが落とされ、そのたびに体が甘く痺れる。なかなか収まらない余韻に気だるげに息を吐いたとき、大地がゆっくりと莉々子の唇に口づけた。

「ん……大地」

　好きな人を呼ぶ声は、鼻にかかったように甘く響いた。

「その声で、何度だって呼ばれたい」

　大地が目を細めて、劣情の滲んだ声で囁いた。その彼の声もゾクゾクするほど艶めいている。

「大地だって……」

「俺が、なに？」

「かっこよくて……ドキドキする」

「莉々子にそう言われると嬉しいな」

　大地はもう一度莉々子にキスをして、中途半端に脱げていた服と下着をはぎ取った。彼がジャケットを脱いでシャツのボタンを外すと、筋肉質な上半身が露わになる。

（すごい……こんなに逞しかったんだ）

　大地が着ていたものをすべて脱ぎ捨て、莉々子は彼の全身にそろそろと視線を動かした。広い肩幅、厚い胸板、ほどよく割れた腹筋……そして、天を仰ぐ剛直。

「えっ」

　その大きさと太さに思わず目を見開いた。

（嘘……こんなの入る気がしない……）

　大地のが大きすぎるのか、元カレのが小さすぎるのか。

「あの、大地」

　莉々子は不安になって大地を見た。

「どうしたの？」

　大地は莉々子の顔の横に肘をついて、彼女の髪をそっと撫でた。

「痛くしないで……ね？」

　まるでバージンのようなセリフを言ってしまい、莉々子は恥ずかしさで真っ赤になった。大地は莉々子の肩に顔をうずめる。

「なんでそんなかわいいことを言うんだ……っ」

「ご、ごめん。だって、大地のが大きすぎるんだもん……」

　莉々子が口の中でもごもご言うと、彼は大きく息を吐いた。

「ひあぁっ」

　熱い息に首筋をくすぐられて、莉々子は体を震わせる。

「莉々子」

　大地は熱情の宿った目を伏せて莉々子にキスをした。角度を変えながら何度も口づけられ、その甘さに莉々子はとろんと目を閉じる。彼の舌がゆっくりと唇を割って侵入し、莉々子の舌を絡め取った。味わうようにキスをされ、莉々子も彼の唇を、舌を味わう。

　キスの甘さにうっとりして、彼の体を引き寄せるように首に両手を回した。膝裏を持ち上げられて、硬いモノが割れ目に触れたかと思うと、秘裂を割ってゆっくりと押し込まれた。

「う……あっ……ああぁっ……」

　熱く太いものが隘路をこじ開けるように奥まで埋められていく。その重量感に息が詰まりそうで、莉々子は喘ぐように口を開いた。

「だい、ち」

　大地が耐えるように端整な顔を歪める。

「り、りこ……」

「大地も苦しいの？」

　莉々子はそっと右手で彼の頬に触れた。

「いや……俺は……」

　理性を持っていかれそうだ、と囁いて、大地は莉々子に口づけた。そうしながら莉々子の素肌を丁寧に撫でる。彼の手が胸の膨らみをなぞり、指の腹で先端を転がされるうちに、体の奥がさらに熱を蓄えた。彼とつながっている部分がゾクゾクとして淡い快感を覚え、本能でもっと欲しくなる。

「大地ぃ……」

　ねだるように名前を呼んだ瞬間、ナカを満たしていた彼自身が硬度を増した気がした。

　大地は一度大きく息を吐き出す。

「動くよ」

「ん」

　彼がゆっくりと腰を動かし、抜け出そうなほど引き抜かれたかと思うと、また押し入ってくる。その感覚を繰り返し味わわされる。

「あっ、はぁ……ああっ……あっ」

　じんじんとした強い快感に莉々子のナカが収縮し、圧迫感が強くなる。抽挿が激しさを増して、甘い痺れが何度も背筋を駆け上がる。

「あ、ん、いいっ……すごく……あぁんっ……！」

「ああ、莉々子……莉々子」

　大好きな人に名前を呼ばれ、荒々しく腰を打ちつけられる。欲望の塊にナカを掻き乱され、卑猥な水音が高く響いた。体ごと激しく揺さぶられ、快感の波がさっきよりも大きく盛り上がる。

「んっ、大地っ……あ、ああ、もう……イク、イッちゃう……っ」

　大きく突き上げられ、最奥まで彼でいっぱいに埋め尽くされて、背筋から頭の先まで激しい刺激が駆け抜ける。

「ふ、あっ、ああぁーっ」

　押し流されるように快感にさらわれて、莉々子はすがるように大地の肩に手を伸ばした。大地は覆い被さるようにして莉々子を抱きしめる。

「ん……大地」

　こんなに激しい快感は初めてで、莉々子はうっとりした表情で彼の頬に自分の頬をこすりつけた。

「莉々子、好きだ」

　耳元で囁かれて、莉々子は幸せな気持ちで頬を緩める。

「私も大地が好き」

「だったら、もう俺を手放さないでくれ」

　大地はそう言って軽く腰を揺らした。

「やぁんっ」

　体を貫くそれはまだ熱く硬く、蕩けたナカをこすられて腰が砕けそうになる。

「大地は……まだ？」

　目を丸くして見上げたら、大地は片方の口角を引き上げて不敵に笑った。

「ああ。まだまだ莉々子に名前を呼んでほしいからな」

「そんなの……今だけじゃなくていつでも──」

　呼んであげる、と言い終わらないうちに腰を掴んで揺さぶられた。

「あっ……やっ……待って」

　達したばかりの体には刺激が強すぎる。

「やんっ、大地……こんなの……ダメぇ」

　繰り返し腰を打ちつけられ、ぐずぐずに蕩けた体のように、思考も蕩けていく。ナカを彼に埋められて、心も彼でいっぱいになる。

「はぁん、大地ぃ……」

　肌がぶつかり合う音が激しくなり、互いの息づかいが荒くなって、また強い快感が迫り来る。

「あ、ああっ、大地……ダメ、私、もう……っ」

　大地が悩ましげに顔を歪めて、逞しい体をぐっと強ばらせた。

「う、莉々子っ」

「あ、ん、あぁっ」

　同時に絶頂を迎えて、快楽に揉まれながら互いの体にしがみつく。汗ばんだ肌を重ねて、求め合う気持ちのまま唇を貪り合った。

　やがてゆるゆると体から力が抜けて、大地は莉々子を腕枕しながら横になった。

「莉々子は俺にとって幸運の女神なんだ。今も昔も」

　身も心もすっかり蕩けて、莉々子はぼんやりしたまま彼を見上げる。

「どういう意味……？」

「俺にはずっと莉々子が必要ってことだ」

「ふふ、そう？」

「ああ」

　彼の声を聞きながら、莉々子は気だるい余韻に負けて目を閉じた。

「莉々子？」

　耳元で大地の声がする。

　好きな人に名前を呼ばれるって、なんて気持ちがいいんだろう──。




　結局、その夜はそのまま大地の祖父母宅に泊まった。翌土曜日、布団を干してシーツを洗い、部屋を掃除したものの、彼の祖母が作っておいてくれた〝冬瓜と手羽元の煮物〟や〝小松菜のおひたし〟などをしっかりいただいたのだから、莉々子が泊まったことはきっとわかるだろう。

　それを期待なり予想なりされていたのだとしても、やはり気恥ずかしさは残る。

　昼過ぎ、お礼の手紙を置いて家中の戸締まりを確認したあと、大地と一緒に家を出た。玄関扉に鍵をかける大地を見ながら尋ねる。

「大地のおばあさまとおじいさまが戻ってくるのは明日の夜なんだよね？」

「ああ」

　大地はキーケースをポケットに入れた。

「明日はお疲れだと思うから、明後日の月曜日に、電話をかけてお礼を伝えてもいいかな？」

「そんな気を遣わなくていいよ。そのために書き置きをしたんだから」

　大地が助手席のドアを開けて莉々子を見たが、莉々子は首を横に振った。

「ううん、あんなにおかずを作っていただいて、留守中に泊まらせてもらったんだから、やっぱりきちんとお礼を言いたい」

「わかった。じゃあ、仕事のあと一緒に帰ろう。俺が電話をして、そのとき莉々子に代わるよ。その方が話しやすいだろ？」

「そうしてもらえると助かる」

「やっぱり莉々子は真面目だな」

　大地の横顔がふっと微笑んだ。

「そうかな。大地の方が真面目だよ」

　莉々子は言って車に乗り込んだ。大地が運転席に回る間、窓から空を見る。今日の空は灰色の雲で覆われていたが、莉々子の心は晴れ渡っていた。

　大地が運転席に座ってシートベルトを締めながら莉々子を見る。

「途中で寄りたいところがあるんだけど、構わないかな？」

「私は送ってもらう身だから、ぜんぜん構わないよ。どこに寄るの？」

　莉々子はシートベルトを締めて大地を見た。

「畑」

「畑？」

　莉々子は首を傾げた。大地は真剣な面持ちになって、隣の市のある地名を上げた。そこはネクサスロジスティクスが購入した耕作放棄地があるところだ。

「体験型農園プロジェクトの予定地なんだ。そこを莉々子に見せたいと思って」

「そのプロジェクト、ずっと気になってたの！　ぜひ見たい！」

　莉々子が声を上げ、大地の表情が柔らかくなった。

「今は土壌改良と並行して、施設の整備を進めているところだよ。新規就農を考えている人たちが指導を受けたり、学生の農業体験に活用したりできるように……いろいろ計画を練っているんだ」

「農業指導は誰がするの？」

「一線を退いた地元の農家の人たちだ。営利目的での農業は体力的に厳しいけれど、それでも野菜を作りたいって人もいるし、農業を始めたい人や興味のある人を指導したいって言ってくれる人もいるんだ」

「新たな雇用にもつながるよね。よく考えてる」

　莉々子は感心して言った。

「……莉々子ならそう言ってくれると思ってた」

　大地は嬉しそうに微笑み、莉々子の頬にキスをした。

　照れる莉々子を乗せて車は走り出す。平屋や二階建ての住宅が並ぶ広い通りを二十分ほど走り、ほどなくして畑の間の細い道に出た。

　大地は前方に見える低い山を目指しているようだ。

　次第に山が近づいてきて、麓を流れる川が見えてきた。川幅五メートルほどのそれとしばらく併走する。前方に、工事用のフェンスで囲まれた畑が見えてきた。畑はかなり広大で、敷地の端に直方体のような平屋の建物がある。周囲に溶け込むような深緑色の壁に、大きなガラス窓とガラス戸が開放的な印象だ。

「ここだ」

　大地はフェンス横の空き地に車を駐めた。莉々子はドアを開けて外に出る。昨日より気温も湿度も高く感じるが、川面を渡る風のおかげで蒸し暑くはない。

「あの建物はなに？」

　莉々子はフェンスの隙間から深緑色の建物を透かし見た。大地は車を回って莉々子の隣に立つ。

「事務所だ。今日は土曜日だから作業はしてないが、隣に管理施設と体験者用の休憩施設を建てることになっている」

「楽しみだね」

「ああ」

　大地は事務所から畑のずっと奥の方まで、ゆっくりと視線を巡らせた。その目は輝き、表情は期待に満ちている。完成後の様子を思い描いているのだろう。誇らしげなその横顔から、このプロジェクトに賭ける彼の思いの強さが伝わってくる。

　莉々子は自然と笑顔になって大地を見た。大地も同じような笑顔で片手を伸ばし、莉々子の手を握る。

「莉々子」

「大地……」

　大好きな人の瞳に自分の顔が映っている。それが嬉しくて、莉々子は惹かれるように彼と唇を重ねた。








第七章　苦悩の始まり









　大地の祖父母宅から戻った土曜日は彼の部屋で、翌日曜日は莉々子の部屋で一緒に過ごし、大地は夜に自分の部屋に帰っていった。

　月曜日の朝、彼が車で迎えに来てくれるのに、そのほんの数時間すら、離れがたく感じる。

【駐車場に着いた】

　スマホに大地からメッセージが届き、莉々子はバッグを持って玄関ドアを開けた。共用廊下から雨が降っているのが見えて、傘を持ってドアに鍵をかける。

　エレベーターで一階に下りると、エントランスの前で大地が傘を差して待っていた。

「おはよう。あいにくの雨模様だ」

　大地が莉々子に傘を差しかけた。

「おはよう。でも、大地とこうやってくっつくことができるよ」

　莉々子は自分の傘を差さずに、彼の腕に両腕を絡めた。大地は小さく笑みを零し、助手席へと莉々子を案内する。

　大地がドアを開けて傘を差しかけてくれている間に、莉々子は車に乗り込んだ。

「予報では今週、雨が続くみたいね」

　莉々子は運転席に座った大地に言った。

「そうだな。あまり降らないといいんだけど」

　大地は莉々子がシートベルトを着けたのを確認して、ゆっくりとアクセルを踏んだ。

「週末……楽しかったね」

　莉々子は運転席をチラッと見て言った。大地の横顔が微笑む。

「ああ。デパ地下の惣菜と一緒にワインを楽しむっていうアイデアはいいな」

「でしょう？」

　莉々子は得意げに言った。土曜日、一緒にデパートに行って、地下の食品売り場で一緒に買い物をしたときの楽しさが蘇る。

「莉々子は食べたいものを選ぶのに躊躇しないな」

「一人のときは悩むよ。食べたいものを全部選んだら食べきれないもん。でも、大地が一緒だったから、たくさん食べられるし悩まなくてよかったの」

「それに一緒に食べると嬉しいしおいしい」

　大地は左手を伸ばして、莉々子が膝の上に置いていた右手をそっと撫でた。

　そんなちょっとした仕草に彼の気持ちを感じて嬉しくなる。

　大地とこんなふうになれたのは……ある意味、彼の祖父母のおかげかもしれない。

「おばあさまとおじいさまはもう温泉旅行から帰ってきたよね？」

「ああ。昨日の晩、ばあちゃんからメッセージが届いたよ。月曜に莉々子と一緒に電話するって伝えておいた」

「ありがとう」

　祖父母──おそらくは主に祖母──が、孫が元カノと一緒に泊まれるようにお膳立てをしていたのだ。なにか言われたり訊かれたりしたのでは……と気になる。

「なにか……おっしゃってた？」

　莉々子の問いかけに、大地は首を横に振った。

「いや、とくには」

「そう」

　小雨の降る中、車は交通量の多い通りを走った。やがてオフィスビルが見えてきて、手前のスロープから地下駐車場へと下りていく。ネクサスロジスティクスの専用区画で車を降り、スチールのドアからビルに入った。大地と並んでエレベーターを待っていたら、彼が左手を伸ばして莉々子の右手を握った。

　大地？　と声をかけようとして、ハッとする。

「社長」

　大地は少し眉を下げて莉々子を見た。

「もう仕事モード？」

「ビルに入りましたから」

「オフィスに入ってからじゃダメ？」

　大地は莉々子の右手を持ち上げて、そっと指先にキスをした。上目遣いで視線を投げられ、指先に彼の柔らかな唇を感じて、莉々子の心臓が大きく跳ねる。

　一見真面目でクールな大地が、二人きりのときにはとても甘い表情を見せる。

　普段とギャップがあるがゆえに、破壊力がすごい。

　莉々子は頬を染めて、手を引き抜いた。

「ダメ。こんなところを見られたら、恥ずかしくて仕事がやりにくいもん」

「そうかなぁ？」

　大地は不満そうだが、莉々子はきっぱりと言う。

「そうだよ。会社では今まで通り〝高津〟でお願いします」

「わかったよ」

　不満を零しつつも、大地は微笑んで莉々子を見つめる。

「……どうしたの？」

「いや。こうして一緒に夢を追いかけられて嬉しいなと思って」

　大地の言う通り、今は自然に彼の隣にいる。彼と別れてから送っていた別々の人生などなかったかのようだ。

「私も嬉しい」

　自然と笑みが込み上げてきて、心がくすぐったい。




　午前中は里久と麻桜と一緒に、〝白身魚と野菜のトマト煮込み〟のミールキットを試作した。大きめにカットされたタラを、タマネギ、ズッキーニ、ブロッコリー、ジャガイモなどのたっぷりの野菜と一緒にトマトソースで煮込むというレシピだ。

　試食をしながら麻桜が言う。

「ボリュームもあるし、見た目も華やかで、ごちそう感がありますね」

　莉々子はタラを口に入れた。ふわっとした淡泊な白身魚にトマトの濃い味がよく合う。

「そうですね。味もしっかりしていて、立派なごちそうになります。でも、本当はトマト煮込みじゃなくて、オーブン焼きにしたかったんですよね」

「でも、そうすると十五分では作れませんよ」

　麻桜の言葉を聞いて、莉々子はうーんと頭を悩ませる。

「そうなんですよねぇ……。煮込み料理が多くなりがちなので、バリエーションを広げたいんですが……」

「おいしければいいんじゃないですか」

　里久があっけらかんと言い、麻桜が苦笑した。

「まあ、そうかもしれませんけど」

「でも、倉本くんの言う通りですよね。これは商品化の方向で進めましょう。ほかのミールキットで、オーブン焼きではなくフライパンを使って調理方法を工夫してみましょう」

　莉々子の言葉に、麻桜と里久が揃って頷いた。

「わかりました」

　それから三人で残りを食べて、使った調理器具や皿を片づけた。ランチタイムになって調理室から出ながら、麻桜が言う。

「私、今日は家からおにぎりを持って来たんです」

「ランチはおにぎりだけなんですか？」

　莉々子は麻桜を見た。

「はい。試食がおかずになるかなと思って」

「確かにそうですね。でも、一人前を三人で分けたから、少ないんじゃないですか？」

　莉々子の問いに、麻桜は胸を張って答える。

「大丈夫です。大きなおにぎりを三個持ってきましたから！」

「僕は普通に食べに行きますよ」

　里久の言葉に、莉々子も同意する。

「私も普通に食べちゃうかな。でも、太らないように気をつけなくちゃ」

　三人で話しながら自分たちのシマに戻ったとき、大地が莉々子に声をかけた。

「高津さん」

「社長、お疲れさまです」

　大地が顔を傾けて会議室を示した。普段と変わらない表情に見えるが、目に少し不安の色が見て取れる。

（なにかあったの？）

　莉々子は心配になりながら、彼に続いて会議室に入った。ドアを閉めて大地は莉々子の方を向く。

「どうしたんですか？」

　莉々子が訊くと、彼は椅子の背に腰を乗せて低い声を出した。

「体験型農園予定地の近くに川があっただろう？」

　莉々子は川沿いの道を走ったことを思い出しながら頷いた。

「はい」

「先週ずっと雨が続いていたところに、今朝かなりの雨が降ったせいで、上流で土砂崩れが起きたそうなんだ」

「えっ……それは心配ですね」

　莉々子は今朝見た週間天気予報を思い浮かべた。明日から金曜日にかけて、梅雨前線の影響で雨が続くという予報だった。

「それで、昼から副社長と一緒に、現地の状況と行政の対応を確認しに行くことにした」

　そう言って、大地は表情を緩めて続ける。

「仕事のあとでばあちゃんに電話しようって言ってたけど、帰社が遅くなりそうなんだ。今からばあちゃんの携帯にかけてもいいかな？」

「私は大丈夫です」

　大地はスマホを操作して耳に当てた。少しして祖母が応答したらしく、大地の表情が柔らかくなる。

「あ、ばあちゃん？」

　電話の向こうで祖母が話しているようで、大地はしばらく無言で耳を傾けていた。スピーカーからかすかに漏れる声が途切れて、彼は口を開く。

「うん、ありがとう。助かったよ。高津さんがお礼を言いたいって言ってるから、代わる」

　大地がスマホを差し出し、莉々子は受け取って耳に当てた。

「もしもし、高津莉々子です」

　スマホの向こうから大地の祖母の明るい声が聞こえてきた。

『まあ、莉々子ちゃん！　久しぶりねぇ。元気だった？』

「はい、ご無沙汰してます。おばあさまもおじいさまもお変わりありませんか？」

『いやだわあ、〝おばあさま〟だなんて。昔みたいに〝おばあちゃん〟って呼んでちょうだい』

「あ、はい。あの、おばあちゃん」

　莉々子の返事を聞いて、電話の向こうで嬉しそうな笑い声がした。

『うふふ。私、ずーっとね、女の子の孫が欲しいと思ってたのよ～』

　女の子の孫、と言われて、莉々子は瞬きをした。大地との関係は金曜日に始まったばかりで、まだ祖母の孫になるような関係ではない。

　反応に困ってしまったが、本来の目的を果たすことにする。

「あの、たくさんお料理を用意してくださって、ありがとうございました。とてもおいしかったです」

『あら、そう？　若い人のお口に合うか心配だったんだけど』

「出汁の効いた優しい味つけで、本当においしかったです！」

『そう言ってもらえると嬉しいわぁ。ゆっくりできたかしら？』

　祖母の言葉を聞いているうちに、莉々子の頬が熱くなった。なにしろ大地と体を重ねたあとは、過ぎるほどのんびりゆっくり過ごしたのだから。

「はい、あの、とても」

『それはよかったわ！　腕を振るった甲斐があったわね』

　祖母はふふっと笑ってから、声を潜めて言う。

『大地は昔から、なにかに夢中になると周りが見えなくなるところがあったでしょう？　それで前の彼女と別れることになっちゃって。でも、莉々子ちゃんなら大地の性格をよくわかってくれているから安心だわ』

　祖母の言葉を聞いて、莉々子は思わず「えっ」と声を上げた。直後、慌てたような祖母の声が聞こえてくる。

『あらやだ。私ったら余計なことを言ってしまって！　大地に怒られちゃうかしら。莉々子ちゃん、今の話は聞かなかったことにしてちょうだいね。それじゃ、体に気をつけてお仕事がんばってね』

「あの、大地さんに代わりましょうか？」

　莉々子がそう言ったときには、すでに電話は切れていた。

「莉々子？」

　大地が不思議そうな顔になり、莉々子はスマホを大地に向けた。

「『体に気をつけてお仕事がんばってね』って言って、そのあとすぐに電話をお切りになりました」

「えっ、そうなのか。ばあちゃん、ほかになにか言ってた？」

　大地はスマホを受け取って言った。

　莉々子は答えようかどうか迷って目を逸らした。それを見て、大地は莉々子の視線の先に回り込む。

「なにか……莉々子を困らせるようなことを言ったんだな？」

　大地の顔は心配そうだ。

「困らせること……ではなかったけど……」

「なに？　言って」

　莉々子は視線を大地の目から口元に落として答える。

「大地は昔から、なにかに夢中になると周りが見えなくなることがあるけど……私なら大地の性格がわかってるから安心だって」

　大地は右手で前髪をくしゃくしゃと乱した。

「……もしかして、元カノのことを聞いた？」

「……詳しくは聞いてないけど」

　大地はため息をついた。

「出張に続いてボランティアに行くことになって、忙しいから『連絡できなくなる』って伝えてたんだけど……浮気を疑って、実家の電話番号を調べて祖母にかけてきたんだ。電話口でかなり騒いだらしくて、祖母に迷惑をかけてしまった」

「そんなことがあったんだ」

「ごめん。元カノの話なんかされて気分悪いよな」

　大地が申し訳なさそうな表情になり、莉々子は胸の前で小さく手を振った。

「えっ、大丈夫だよ」

「そう？」

「そうだよ！　だって、大地なんて私の元カレに遭遇してるじゃない」

「それでも、俺は莉々子に嫌な思いをしてほしくないんだ。充分嫌な思いをさせてしまったから」

　大地は莉々子をそっと抱き寄せた。

　彼が言っているのは、同級生の女子とのキスシーンのことだろう。けれど、莉々子はそのあと、彼にひどいメッセージを送っている。

「それを言うなら、私だって大地に嫌な思いをさせたよ」

「この話は蒸し返してはいけないな」

「うん。今が幸せだから、私は大丈夫」

「俺もだ」

　大地は顔を傾けて莉々子の唇に軽くキスをした。莉々子ははにかんで頬を染める。

「会社でこんなことしていいの？」

「今はランチタイムだから大目に見てくれ」

「仕方ないなぁ」

　莉々子はわざと意地悪な口調で言い、背伸びをして大地の唇にチュッとキスをした。大地が頬骨の辺りを赤くして目を見開く。

　そんな大地の反応を見て、莉々子の方が恥ずかしくなった。

「もう、先にしたのは大地なのに、どうしてそんな顔するの」

「いや、嬉しくて」

　大地は莉々子の手を握った。

「じゃあ、一緒にランチを食べに行こう」

「現地には何時に出発するの？」

「一時だ」

　大地がドアに手をかけ、莉々子は彼の手を離した。

「莉々子はなにが食べたい？」

　大地がドアを開けながら振り返り、莉々子は右手を顎に当てて考える。

「さっき白身魚のトマト煮込みを試食したからか、口がトマトを欲してるんだよね～。初日に行ったカフェはどう？　トマトソースたっぷりのオムライスが食べたい」

「じゃあ、そこにしよう」

　会議室を出たら、ドアの近くに美華が立っていた。彼女は両手でトートバッグを持っている。

「社長、今日は外に食べに行くんですか？」

「ああ」

「いいなぁ、私も食べに行きたかったですぅ」

「安田さんはいつもみんなでお弁当を食べてるんだろう？」

「はい。料理教室で習った料理を、復習のために作ってるんですよ。今日のおかずはチーズと大葉をササミで巻いてフライにしたものなんです。社長、お一ついかがですか？」

　美華がトートバッグから弁当箱を取り出した。その蓋を開けようとするので、大地は右手を上げて制止する。

「いや、いいよ。安田さんの弁当なんだから」

　大地の言葉を聞いて、美華はぷぅっと頬を膨らませた。

「じゃあ、明日は社長のお弁当も作ってきていいですか？」

「その話は前にもしただろう？　そんなことをする必要はない」

　大地は美華に答えてから、莉々子を促した。

「行こう」

「あ、はい」

　莉々子は大地に続いて歩き出したものの、首筋にひしひしと鋭い視線を感じた。周囲を見回すフリをしてさりげなく後ろを見たら、美華が莉々子を睨んでいる。目が合って、美華はふいっと視線を逸らした。

　歓迎会で里久から美華が『学生時代に起業した社長のことを知ってずっと憧れてた』らしいことを聞いたが……彼女は今でも大地のことが好きなのだろう。

　大地は美華の気持ちに気づいているんだろうか？

　美華はこれまでに大地に告白したことがあるんだろうか？

　どうしても二人の関係が気になってしまう。

　オフィスを出てエレベーターに乗り込んでから、莉々子は大地に遠回しに尋ねた。

「安田さんは大地と同じ大学だったそうだけど……学生のときから知り合いだったの？」

「いや」

「倉本くんに聞いたんだけど、安田さんが歓迎会で、学生時代に起業した大地のことを知って憧れてたって言ってたって……」

「ああ、それは聞いたな。俺の起業がきっかけでネクサスロジスティクスに興味を持ってくれたなら、ありがたいと思ったよ」

　美華が興味を持っているのは会社ではなく大地だろう。

　そして、大地がこんな言い方をするということは、美華は大地に気持ちを伝えていないようだ。

　だとすると、あとから入社した莉々子が大地と付き合っていると知ったら……美華はショックを受けるだろう。

「ねえ、大地。私たちの関係は会社では秘密にしておく方がいいよね？」

　莉々子の言葉を聞いて、大地は口元に手を当てた。

「俺、今までは遼介と昼飯を食べに行くことが多かったんだが、これからは莉々子と食べに行くって言ってしまった」

「それってつまり……副社長に私と付き合ってるって話したってこと？」

「言ったらダメだったか？」

「ダメじゃないよ。でも……」

「でも、なに？」

　そのときエレベーターが一階に到着し、莉々子は歩きながら答える。

「副社長が私と大地のことをどのくらい知ってるのか気になったの。歓迎会のあとで副社長に、大地が『全部自分で抱え込もうとするところがある』のを、私なら知ってるんじゃないかって言われたから……」

　大地は右手で前髪をくしゃりと掻き上げた。

「話すと長くなるから……カフェに着いてから話すよ」

「わかった」

　初日と同じように川沿いの歩道を歩き、ほどなくしてカフェに着いた。注文を済ませたあと、大地が説明を始める。

「遼介とは大学一回生のときに知り合ったんだ。台風の被害を受けた畑の後片づけにボランティアで行ったとき、遼介も来てた。そのときに、会社員だった伯父が早期退職して、第二の人生として農業を始めたことで、農業に関心を持ったこと、直接的にではなく間接的に農業に関わりたいと思っていることを話してくれた。それからいろいろ話すようになって……プライベートなことも少し」

「つまり、友達になったってことね」

「ああ。それで、秋の初め頃だったかな……遼介に合コンに誘われたときに、忘れられない子がいるから新しい出会いを求める気になれないって話したんだ」

　莉々子の頬が染まり、大地は照れ笑いを浮かべて言う。

「ああ、莉々子のことだよ。でも、詳しく話したことはなかった。今回、莉々子が入社を決めてくれたときに、遼介が経歴を見て、『あのとき言ってた忘れられない子なのか？』って訊いてきたから、そうだと答えたんだ」

「そうだったの……」

　莉々子が呟いたとき、店員が料理を運んできた。莉々子の前にトマトソースのオムライスとカプチーノを、大地の前にハンバーグプレートとコーヒーを置く。

「ごゆっくりどうぞ」

　店員が伝票を置いてテーブルから離れ、莉々子は大地を見た。

「続きは食べながら話そ」

「ああ」

　二人で「いただきます」と声を揃えて、莉々子はスプーンを取り上げた。大地はコーヒーを一口飲んで話の続きに戻る。

「俺が起業を決めたときに、遼介に手伝ってくれないかって話をしたら、『頼まれなかったら、俺からお願いするところだった』って言ってくれたんだ。俺は遼介を信頼しているし、遼介も俺を信頼してくれている。だから、嘘や隠し事はしたくなかったんだ」

「わかった。でも、大地が言わなかったとしても、副社長って鋭そうだから、いずれ気づいてたかも」

「そうだな。たまに相手の気持ちをわかったうえで神経を逆なでするようなことを言ったりするから、心配になることもあるけど」

　あまり感情を表に出さない大地と、人の感情に聡い遼介。

　二人はきっといいコンビなんだろう。

「副社長はいいとして、ほかの社員はどうするの？」

「莉々子は俺たちの関係を秘密にしたいのか？」

　大地に訊かれて、莉々子は美華のことを話すべきか迷った。

（でも……安田さんが本当に大地のことを好きなのだとしても、彼女の気持ちを私が勝手に言ったらダメだ）

　そう考えて、首を横に振る。

「ううん。秘密にしたいわけじゃないけど、かといって吹聴したいわけでもないの」

「だったら、俺たちは自然に振る舞っていよう。そうすれば、気づく人は気づく。そうしてみんなに自然に認めてもらえたら、それが一番いいんじゃないか？」

「大地の言う通りだね。そうしよう。でも、わかってると思うけど、朝みたいに人前で手を握るのはダメだからねっ」

　莉々子が半分冗談のつもりで睨んでみせると、大地は小首を傾げた。

「手を握るのはダメ。それならキスはいいってこと？」

　その言葉を聞いて、莉々子は目を見開いた。

「大地!?」

「冗談だよ」

　大地がニッと笑い、莉々子は大きく息を吐き出した。

　真面目でクールだったはずの大地が、どんどん甘く意地悪になっている気がする。




　それから毎朝、大地は出勤前に車で莉々子を迎えに来てくれた。ランチも一緒に食べに行ったが、大地の方がずっと遅くまで仕事をしているので、日曜日以来、一緒に夜を過ごせていない。

　だからこそ、朝、車の中で二人きりになる二十分ほどの時間はとても大切だ。

　けれど、木曜日の今日、莉々子は助手席に乗ってすぐ、大地の様子がいつもと違うことに気づいた。かすかに頬が強ばっていて、少し緊張しているような、ピリピリしているような。

「なにかあったの？」

　莉々子の問いかけに、大地は硬い表情で口を開く。

「川が増水していて、氾濫の恐れがあると連絡があった」

「えっ」

　川というのは間違いなく体験型農園予定地の近くの川だ。

　莉々子はスーッと血の気が引くのを感じた。

「で、でも、月曜日に大地たちが現地に行ったときは、土のうが積まれて対策が講じられていたんでしょ？」

　遼介と現地を見に行った翌日、大地は社内でそう報告していた。

「ああ。だが、土砂崩れで川幅が狭まっていて、予想以上に水位の上昇が速いんだそうだ。洪水警報が出ている」

「そんな……」

　莉々子は土曜日、畑を見せてくれたときの大地の顔を思い出した。あのときの期待に満ちあふれた彼の様子を思うと、胸が締めつけられる。

　莉々子はバッグからスマホを出して雨雲レーダーを表示させた。畑の所在地は強い雨が降っていることを示す赤色の雲で覆われている。

（早く通り過ぎますように！）

　莉々子はスマホを胸元でギュッと握りしめた。

　小雨の中、大地はいつも通り安全運転で車を走らせてくれたが、彼の表情が和らぐことはなかった。会社に着いてからはさらに表情を引き締めて、現地の建設業者や農家の人たちと慌ただしく連絡を取り始めた。遼介もインターネットや電話で情報を収集している。

　社長と副社長の緊迫した様子を、ほかの社員はただただ見守るしかない。

「俺たち、なにもできないのが歯がゆいですね」

　里久が莉々子の向かい側の席で言った。莉々子も同じ気持ちだ。

「そうですね……。でも、農園予定地に関してはなにもできませんが、私たちは今私たちがすべきことをしましょう」

　麻桜が神妙な面持ちで口を開く。

「ですね。永野さんのタマネギの新しいレシピとミールキット開発を進めましょうか」

「それじゃ、調理室に場所を移しましょう」

　莉々子は二人を促すように立ち上がった。




　そうして落ち着かないながらもどうにか一日を過ごした。終業時間を過ぎて少しずつ社員が退社し、莉々子も退社準備を始めたとき、社長デスクにいた大地がスマホを見て深刻な表情になった。

「氾濫通知が来た」

　彼のスマホに川が氾濫したことを知らせるメールが届いたのだ。

「くそっ」

　大地の横に立っていた遼介が拳でデスクを叩いた。大きな音が響き、オフィスに残っていた五人の視線が二人に集まる。

「畑の土が流されてしまうな」

　大地が低い声で言い、遼介は指先でコツコツとデスクを叩く。

「土のうを積んでもらったが、どの程度効果があるか……」

　莉々子は不安と焦りで緊張しながら大地を見つめた。彼は沈痛な面持ちで遼介と話を続ける。

「今は俺たちにできることはない。水が引いたあと、状況を確認しに行くしかないだろう」

「そうだな。交通も寸断されているだろうし。ああ、くそっ、なんなんだよ」

　遼介がいら立たしげに前髪をくしゃくしゃと乱す。あまり感情を表に出さない大地と、普段は飄々としている遼介のそんな様子が、事態の深刻さを物語っていた。




　大地と遼介は土曜日も出社して、状況の確認や対応の協議を続けていた。莉々子は出社しなかったが、心配でたまらずネットニュースやＳＮＳで情報を収集した。けれど、耕作放棄地ばかりの地域だからか、有益な情報はほとんどない。

　ヤキモキしながら夕方を迎えたとき、大地からスマホにメッセージが届いた。

【木曜に道路と畑が冠水したが、地形の関係で水はもう引いたらしい。明日、様子を見に行く】

　挨拶もなにもない、淡々と事実だけを伝えるメッセージ。でも、大地はきっとつらく苦しいはずだ。

　このままここで彼からの連絡を待つだけなんて嫌だ。

【明日、私も行っていい？】

　莉々子の送った返信に既読がついた直後、大地から電話がかかってきた。

「もしもし、大地？」

　大丈夫、と尋ねようとして、言葉を呑み込んだ。大丈夫なわけがない。

『……莉々子』

　疲れ切ったような大地の声が聞こえてきた。

「ちゃんと……ご飯食べてるの？」

『……ああ』

「ほんとに？」

　莉々子がもう一度訊くと、大地の小声が返ってきた。

『なにを食べたかは……覚えてないけど』

　莉々子は胸がたまらなく苦しくなった。

「ねえ、今からうちに来て。一緒にご飯食べよう。副社長も一緒に。二人が倒れたら大変だよ」

『遼介は……カノジョのところに行った』

　それなら副社長は大丈夫だろう。

「大地ももう帰るんでしょう？　なんでも食べたいものを言って。作ってあげる」

『そうだなぁ……。莉々子が食べたい』

　莉々子は思わず目を見開いた。

「な、なに言ってるの！」

　スマホの向こうで長く息を吐く音が聞こえた。大地は相当疲れているのだろう。

「わかった。でも、その前に、ちゃんと食べ物を体に入れよう。大地はなにが食べたい？　なにが好き？」

『んー……肉じゃがが食べたいな。優しくてほっこりするような味の』

　優しくてほっこりとはなかなか難しい注文だが、大地のためなら絶対に作ろう。

　莉々子は右手をギュッと握って答える。

「わかった！　今から作る」

『ありがとう』

「車を運転してくるんだよね？」

『ああ』

「いつも以上に気をつけて、安全運転で来てね」

　莉々子は通話を終えると、冷蔵庫の扉を開けた。ジャガイモ、ニンジン、タマネギ、牛肉……。必要な食材は揃っている。

　莉々子は腕まくりをして手を洗い、調理に取りかかった。

　洗った米を炊飯器にセットして、出汁を取って肉じゃがを作り、『優しくてほっこりする』メニューになるように、ほうれん草のおひたしと出汁巻き卵、キノコの味噌汁も用意した。

　棚から食器を出したとき、インターホンが鳴った。モニタを覗くと大地が映っている。

「おかえりなさい」

　莉々子はオートロックの解除ボタンを押して、玄関に向かった。ドアを開けると外は薄暗く、かなりの雨が降っている。

　ドアを押さえて待っていたら、エレベーターが到着して大地が降りてきた。サックスブルーのシャツにネイビーのスーツのパンツを着た彼は、髪から雨が滴り、シャツも肩の色が濡れて濃くなっている。この雨の中、車からエントランスまで傘を差さずに歩いたのだろう。

「大地！　風邪引いちゃうよっ」

　大地は莉々子を見てかすかに笑みを浮かべた。

「莉々子」

　そうして莉々子をギュウッと抱きしめる。

「大地……」

　莉々子は彼の背中に両手を回した。体が冷えてないことにホッとしながら、広い背中を優しく撫でる。

「ひとまず中に入って」

　莉々子は大地の背中を軽く押した。彼が玄関に入って靴を脱ぎ、莉々子はドアを閉めて廊下に上がる。

「ちゃんと休めてないんでしょう？」

「……休むような気になれないんだ」

「濡れてるじゃない。先にシャワーを浴びる？」

「先に莉々子を食べたい」

　大地は莉々子を抱きしめて唇にキスをした。

「だから、私よりも先にご飯を食べてってば」

　莉々子は背を仰け反らせたが、すぐに引き寄せられて唇をキスで塞がれた。繰り返し触れる彼の唇は、不安で乱れる気持ちをぶつけるような、どこかやるせなさを感じさせる。

「大地」

　莉々子は両手で大地の頬を包み込んだ。大地は唇を離して、莉々子の額にコツンと額を当てる。

「ごめん」

「謝らないで。でも、先に髪を拭いて」

　莉々子は洗面所に入り、ラックからタオルを取って大地に渡した。

「それから、シャツも着替えてね」

　いつ大地が来てもいいように用意していた替えのシャツをクローゼットから出した。

「ありがとう」

　彼が着替えている間に、莉々子は料理を盛りつけてキッチンカウンターに並べた。

　莉々子がグラスに麦茶を注いでいると、髪を拭き終えて着替えた大地が入ってきた。

「どうぞ座って」

　莉々子は彼をカウンターのスツールに促した。

「こんなにたくさんありがとう」

　大地はカウンターに並んだ料理を見て言った。莉々子は隣に座る。

「これぐらいしか大地のためにしてあげられないから……」

　莉々子が小声で言うと、大地は体を寄せて莉々子の頬にチュッとキスをした。

「これぐらいなんかじゃない。すごく嬉しい」

「じゃあ、しっかり食べて元気を出してね」

「ああ、ありがとう。いただきます」

　大地は言って箸を取り上げた。彼はなにを食べたか覚えていないが食べた、とは言っていたが、きっと食事はほとんど喉を通らなかったのだろう。丸一日なにも食べていないみたいに、無言で箸を動かしている。

　けれど、お腹が満たされなければ心も元気が出せない。

　大地が食べていることにホッとして、莉々子は料理を口に運んだ。

　やがて食べ終えて、大地が箸を置いた。

「ごちそうさま。すごくおいしかった」

「優しくてほっこりする味にできてたかな？」

　莉々子が訊くと、大地は頬を緩めて答える。

「ああ。体にじんわり染み込んでくるような優しい味だった」

「よかった」

「じゃあ、食器は俺が洗うよ」

　大地が立ち上がったので、莉々子は慌てて止める。

「いいよ、疲れてるでしょ」

「いや、こんなにたくさん作ってもらったんだから、それぐらいはさせてくれ」

　大地が食器を手に取ったので、莉々子は彼に任せることにした。

「あ、そうだ。大地、合い鍵を渡しておくから、疲れたときはいつでもうちに来て。ネクサスロジスティクスの商品企画開発チームリーダーが、いつでもおいしいご飯を作ってあげるから！」

　莉々子はラックの上のケースを開けて、入居したときにもらったスペアキーを取り出した。

「俺の部屋の合い鍵は今度来てくれたときに渡すよ」

　大地は礼を言って莉々子の鍵をキーケースにつけた。

「それじゃ、私はお風呂にお湯を張ってくる。疲れたときはゆっくり浸かる方がいいしね」

　莉々子はバスルームでバスタブに湯を張りながら、アロマキャンドルを焚くのはどうだろうか、と思いつく。

　洗面所の棚を開けて、手持ちのキャンドルを物色した。レモン、ローズマリー、ユーカリ、ラベンダーなど、さまざまな香りのキャンドルがある。

（やっぱりリラックス効果のあるラベンダーかなぁ）

　莉々子は小さな透明の容器に入ったキャンドルを手に取った。

「大地、お風呂にアロマキャンドルを焚こうと思うんだけど──」

　莉々子が居室を覗いたら、大地は二人掛けのソファに横になっていた。

「大地、大丈夫？」

　心配して近づいたら、彼は穏やかな寝息を立てていた。

　狭くて寝心地がいいとは言えないだろうに、こんなところで寝るなんて相当疲れていたのだろう。

（しばらく寝かせてあげよう）

　莉々子はクローゼットからタオルケットを出して、大地の体にそっとかけた。








第八章　冷えた心、交わる体









　莉々子はベッドの上でハッと目を覚ました。昨日、大地がソファで寝ていたので、莉々子は先にお風呂に入ってベッドで横になっていたのだが……そのまま眠ってしまったらしい。

　手を伸ばして遮光カーテンを開けたら、窓の外はもう明るかった。雨は降っていない。

　体を起こしてソファを見ると、大地の姿はなく、タオルケットがきちんと畳んで座面に置かれていた。

「大地、もう起きたの？」

　莉々子はベッドを降りて廊下の先にある洗面所を覗いた。大地の姿はなく、バスルームにも明かりはついていない。玄関を見たら大地の靴がなかった。

「えっ」

　莉々子は急いで居室に戻った。ラックの上で充電していたスマホを取って、大地にかける。

　四回目のコール音の途中で大地が応答した。

『もしもし』

　彼の声は固い。

「大地、今どこにいるの!?」

『……家に帰ったところだ』

「どうして黙って帰ったの!?」

　つい責めるような口調になってしまい、すまなそうな彼の声が返ってくる。

『ごめん。莉々子を起こしたくなかったんだ。それに、現地に行くつもりにしてたから』

　彼が昨日、メッセージに〝明日、様子を見に行く〟と書いていたことを思い出した。

　莉々子は口調を和らげる。

「もう行くの？」

『ああ。気になって落ち着かないんだ』

「それはわかるけど……。副社長も一緒なの？」

『いや』

「じゃあ、私も行く！」

　とっさに発した莉々子の言葉に、『え？』という大地の戸惑い声が返ってくる。

「私も手伝いたいの」

『いや、今日は……様子を見に行くだけなんだ』

「それでも、一緒に行きたい」

　大地を一人にしたくない、と思ったのだ。

　だが、スマホからなにも聞こえてこないので、莉々子は急いで言葉を重ねる。

「あの、ほら、疲れたときのために運転の交代要員がいた方がいいでしょ？　それに、独りでいたら必要以上に落ち込んじゃうかもしれないじゃない！　あと、ええと、ほら、私が無駄に体力があることは知ってるでしょ？　なにかあったときには手伝えるから！」

　ほかになにを言い足そうかと考えたとき、大地の声が聞こえてきた。

『ありがとう……』

　彼の口調がわずかに柔らかくなっていて、莉々子は少しだけ肩の力を抜いた。

「じゃあ、一緒に行ってもいいのね？」

『ああ、一時間後に迎えに行ってもいいか？』

　莉々子は壁の時計を見た。今は七時三十分だ。

「うん、大丈夫！　それまでに準備しておくね」

『ああ。念のため、汚れても構わない服装で』

「わかった。待ってるね」

　莉々子は電話を切ると、トーストとベーコンエッグ、サラダを朝食にとり、動きやすいように白のパーカーと黒のレギンスパンツに着替えた。メイクを済ませて、トートバッグにミネラルウォーターのペットボトルと、汚れたときのためにタオルや着替えを入れたとき、インターホンが鳴った。モニタを見ると大地が映っている。

「大地、おはよう」

『おはよう』

「すぐに下りるね」

　莉々子は荷物を持って一階に下りた。大地はベージュのＴシャツに黒のウィンドブレーカーとジョガーパンツという格好でエントランスの前で待っていたが、少しバツの悪そうな表情をしていた。きっと勝手に帰ったことを気にしているのだろう。

　莉々子は荷物を持ったまま腕を組んで、彼を斜めに見上げた。

「ねえ、私はなんのために大地のそばにいるのかなぁ？　私は大地の恋人で、部下で、パートナーだと思ってたんだけど」

　大地は気まずそうに目を伏せた。

「勝手に帰って悪かった。莉々子が気持ちよさそうに眠ってたから……起こしたくなかったんだ」

「一人で起きる方が嫌だよ。起きたとき、大地がいなくて心配したんだからね」

「ごめん」

「これからは変な遠慮はしないで。つらいときは私を頼るって約束して」

「わかった」

「じゃあ、許してあげる」

　莉々子の言葉を聞いて大地はようやく表情を緩めた。彼が荷物を後部座席に載せている間に、莉々子は車に乗り込んだ。大地は運転席に座って大きく息を吐く。

「これからは……もう遠慮しない」

　大地は左手を伸ばして莉々子の右手をギュッと握って離した。

「それじゃ、出発しようか」

　大地は莉々子がシートベルトを締めたのを確認して、車をスタートさせた。




　農園予定地には高速道路を使って三十分ほどで着いた。川沿いのアスファルトの道路には乾いた薄茶色の土がべったりと残り、道路脇には石や木の枝が転がっている。その様子は見ていて胸が締めつけられる。

　大地が空き地に車を駐め、莉々子はドアを開けて降りた。フェンスの足元には草や枝が絡みつき、一部は水の勢いに押されたのか、ひしゃげたり倒れたりしている。

（冠水って……こんなことになるの……）

　莉々子は呆然としてその場に立ちすくんだ。大地はポケットからスマホを出して、被害状況を写真に収める。無言のまま何度かシャッターボタンを押してから、スマホをポケットに戻した。入り口の錠を外して、少し変形したフェンスを押して開ける。畑にも流されてきた木の枝や草、石が散乱していた。逆に、畑の肥沃な土は流されてしまったのだろう。

　畑に足を踏み入れたら、ねちゃっと不快な音がして、スニーカーが半分ほど泥に沈んだ。

「事務所も水に浸かったかもしれない」

　大地は焦りの滲む口調で言って、足元に注意しながら建物に近づいた。ドアや深緑の外壁の下の方に土の色が残っている。莉々子たちの膝くらいの高さだ。

　大地がドアを開け、中を覗いた莉々子は言葉を失った。

　建物内部はワンルームマンションのような造りだった。左側にシンクやガスコンロがあり、右側に事務机とチェアが置かれていて、右奥にトイレがあったが、板敷きの床全体に半乾きの泥がこびりついている。

　大地はここでも写真を撮ってから、細く長く息を吐き出した。

「……水道は使えるのかな」

　彼は低い声で言って左奥にあるシンクに近づき、水道のレバーを持ち上げた。少し唸るような音がしたあと、透明な水が流れ出す。

「拠点となるここだけでも掃除したい」

「もちろん手伝うよ」

　莉々子の返事を聞いて、大地は入り口横の掃除道具入れを開けた。彼がモップ用のバケツを取り出して水を溜めている間に、莉々子はモップを手に取った。

　大地がバケツを床に置き、莉々子はモップを水に浸して絞った。大地も同じようにして別のモップを用意し、泥で汚れた床を拭き掃除する。バケツの水を何度も替えてモップでこすり、ようやく左半分の床がきれいになった。

「机と椅子を移動させようか」

「じゃあ、脚を拭くね」

　莉々子が事務机とチェアの汚れを雑巾で拭き取り、大地がそれらを移動させた。そうして空いた右側も同じようにモップで掃除する。その作業を何度も繰り返し、腰が痛くなってきた頃、ようやく床のきれいな木目が現れた。最後に床を雑巾で乾拭きすると、どうにか事務所としての機能は果たせそうになった。

「はぁ、なんとかここは使えるようになったね」

　莉々子は腰を伸ばしながら言った。こんなふうに大掃除をしたのは、高校生のとき以来のような気がする。

「だが、床板を取り替えなければいけないだろうな」

「そっか……」

　見た目にはきれいになったように思えるが、一度泥水に浸かった板だ。中が腐っていたりカビが生えたりする可能性がある。

　莉々子はがっかりして肩を落とした。大地は莉々子の手からモップを取って、乾かすために外の壁に立てかけた。

「莉々子は座って休んでて。俺は畑の様子を見てくる」

　大地はそう言ってくれたが、彼の横顔は険しい。莉々子は思わず大地の手を掴んだ。

「私も一緒に行く」

　大地はなにも言わなかったが、彼が手を振り払わないので、莉々子は彼と一緒に事務所を出た。畑の土はドロドロで、大小さまざまな木の枝や石、流れ着いた草などがあちこちに残っている。それでも畝の形が残っているのが、逆にやるせない。

　これを元通りにするのは大変そうだ。

（いったいどれだけの人手や資金が必要になるんだろう……）

　考えれば考えるほど、心と体が重く冷えていく。

　大地は歩きながら、足元の枝や石を拾っては畑の端に寄せ始めた。莉々子も同じようにするが、畑の広さと流されてきたものの量を思うと、とても今日、二人だけで片づけられるとは思えない。

　それでも大地はそうせずにはいられないのだろう。

　彼の胸中を思って心を痛めたとき、ぬかるみに右足を取られてずるっと滑った。

「ああっ」

　手で宙をかくようにしてどうにかバランスを取り、尻餅をつくのは免れた。けれど、集めていた枝が辺りに散らばる。

「大丈夫？」

　大地が足を止めて振り返った。

「うん。なんとか」

　けれど、前に滑った右足を戻そうと左足に力を入れたら、今度は左足も滑ってバランスを崩した。

「きゃあっ」

　今度こそ尻餅をつきそうになったのを、大地が莉々子の右腕を掴んで支えてくれた。

「あ、ありがとう」

　莉々子はホッとして大地の腕に掴まり、どうにか体勢を立て直した。大地は莉々子を引き寄せてギュウッと抱きしめる。

「大地？」

「莉々子」

　大地は莉々子の肩に顔をうずめた。

　今までの大地たちの努力が無情にも泥水に押し流されてしまったのだ。どれほど彼が悲しくつらい思いをしているか……。

　莉々子は大地の背中に両手を回した。慰めてあげたいが、どう声をかければいいのかわからず、ただ彼の背中をゆっくりと撫でる。

「莉々子」

　大地がかすれた声で名前を呼んだ。涙は流していないが、切なく苦しげな声だ。

「大地……。見回るのはこのくらいにして、少し休もう」

　莉々子は大地の背中をポンポンと撫でた。大地が無言で頷き、莉々子は彼の左手を握る。

「棚にインスタントコーヒーがあったから、淹れてあげるね」

　莉々子が促すように手を撫でると、大地は顔を上げて歩き出した。その横顔は苦悩で歪んでいる。

　足元に気をつけながら事務所に戻り、莉々子はスニーカーを脱いだ。

「せっかくきれいにしたのに、靴のまま入ったらまたドロドロになっちゃうよね」

　大地がスニーカーを脱いでいる間に、莉々子はケトルを探して戸棚を開けた。けれど、棚のどこにも見当たらない。

「大地、ここにケトルはないの？」

　ドアの方を振り返ったとき、いつの間にそばに来ていたのか、大地が目の前にいた。それに気づいた瞬間、彼に抱き寄せられた。

「大地？」

「莉々子」

　大地は囁くように言って、莉々子の首筋に唇を押し当てた。

「あっ」

　莉々子は驚いて声を上げた。大地は莉々子を強く抱きしめ、首筋にキスを繰り返す。

「莉々子」

　名前を呼ぶ彼の声が痛々しくて、莉々子は彼のウィンドブレーカーの背中をギュッと掴んだ。

「大地」

　大地は莉々子の頬を両手で包み込んだ。莉々子をじっと見つめる彼の目は、濡れているように見える。その深い悲しみをたたえた瞳を見ているうちに、莉々子の目にじわじわと熱いものが滲み、滴となって頬を伝った。

「泣かないで」

　大地は莉々子の涙を両手の親指で拭いながら、莉々子に口づけた。

「……大地こそ」

「俺は泣いてない。泣かない」

「私が大地の分まで泣いてるの」

　莉々子は涙を零しながら彼にキスを返す。

　農園予定地がめちゃくちゃになったことが悲しい。

　悲しむ大地を見るのがつらい。

　彼の気持ちを思うと胸が苦しい。

　慰めを求めるように夢中で互いの唇を求め、舌を絡ませる。

「莉々子」

　キスの合間に零れた大地の声は、切なさと熱情が混じっていた。

　せめて体を重ねている間くらいは、悲しみを忘れさせてあげたい。

　莉々子が彼のウィンドブレーカーを脱がせると、大地はＴシャツを脱いで上着と一緒に事務机に放った。

　大地が莉々子の腰を掴んで引き寄せたので、莉々子は背伸びをして彼に口づけた。キスを繰り返しながら、彼の肌に手を這わせる。引き締まった腹筋から厚い胸板へと丁寧に撫でているうちに、小さな粒が硬く芯を持った。充血したそれを指先でそっと撫でると、大地がビクリと体を震わせた。

　いつも大地にされるように、それを舐め、舌先で突き、軽く歯を立てる。

「うっ」

　大地が悩ましげに眉を寄せた。莉々子は彼のジョガーパンツの紐を解いてずらし、ボクサーパンツの中に手を滑り込ませた。硬く屹立しているソレを握って、そっと手を上下に動かす。

「り……りこ」

　大地は熱いため息混じりの声を零した。強弱を加えながら手を動かしているうちに、手の中の剛直はますます熱く硬くなり、大地の呼吸が荒くなる。

　このまま少しでもつらいことを忘れてくれれば……。

　そう思ったとき、大地の手が莉々子の脇の下に差し込まれた。

「大地？」

　そのせいで手が離れてしまった。けれど、もう一度握ろうとするより早く彼に抱き上げられ、事務机の上、大地が脱ぎ捨てたＴシャツと上着の上に寝かされた。

　大地は莉々子のパーカーをまくり上げ、背中を浮かせてホックを外した。そのままブラジャーを押し上げて胸元に口づける。

「あ……」

　柔らかな唇が肌に吸いつき、濡れた舌が膨らみを這う。先端を口に含んで甘噛みされて、莉々子は高い悲鳴を上げた。

「やぁんっ」

　芯を持った突起を味わうようにしゃぶられて、悲しく冷えていた体にゆっくりと熱が広がっていく。逆の胸を手のひらで包み込まれ、指先を沈めるように揉まれて、お腹の奥が熱く疼き始める。

「んぅ……大地……」

「昨日、莉々子を食べずに帰ったんだ。今、食べていい？」

　大地がかすれた声で言った。

「……ん」

　大地は莉々子の腰を浮かせて、レギンスパンツとショーツを脚から抜き取った。そのまま莉々子の膝を立てて開かせ、脚の中心に口づける。

「ああっ」

　大地の舌が秘裂をゆっくりと舐め上げ、花弁を開いて小さな芯を優しくなぞった。充血したそれを濡れた舌で丹念に転がされるうちに、さざ波のように快感が生まれ、体の奥から熱いものがじんわりと滴った。それを舐め取るように彼の舌が割れ目に押し当てられ、ぬるりと蜜口に差し込まれる。

「あ、ん……あ、あぁっ」

　舌で愛撫するようにナカを撫で回され、もっと、とねだるように蜜が溢れ出た。それを音を立てて吸い取られて、莉々子の腰が跳ねる。

「ひぁあっ」

　疼いてひくつく蜜口に蜜をまとわせた指先が押し当てられ、つぷりと差し込まれた。

「あっ……ああぁっ」

　舌よりも存在感のある指先が入り口を撫でさすり、少しずつ奥へと侵入した。蜜壺を甘く掻き混ぜられると同時に花芯を舐めしゃぶられ、淫らな刺激を二重に与えられる。

「んっ、あ……やっ、ああっ！」

　彼の舌と指が触れていたところから甘い痺れが広がり、脚がビクビクと震えた。大地は片腕を莉々子の太ももに回して、舌で嬲り、指で掻き乱し、莉々子を最後まで追いつめていく。

「や……ダメ……あっ、ああぁーっ！」

　電流のような刺激が背筋を駆け上がり、快感にすべての思考が流される。

「莉々子、大好きだ」

　大地は腰を折って莉々子をそっと抱きしめた。莉々子の髪を優しく撫でて髪にキスを落とす。

「私も……大好き」

　莉々子は彼の首に両腕を回して引き寄せた。大地は莉々子の片脚を持ち上げて彼の腰に絡ませると、欲望の塊を蜜口に押し当て、そのまま押し込んだ。

「う……ああ……ん……っ」

　太く硬いモノが、熱く蕩けた蜜襞を押し広げるようにしながらこすりあげ、体の中心からゾクゾクとした痺れが広がっていく。彼を引き寄せるように両脚を彼の腰に絡ませると、奥まで深く彼でいっぱいに埋め尽くされた。

「莉々子」

　大地は莉々子の腰を掴んでゆっくりと律動を刻み始めた。事務机が軋み、肌がぶつかり合う音が部屋に響いて、ナカを突き上げる動きが徐々に激しくなっていく。

「あ、あん……大地っ」

　何度も奥を突かれ、抉られ、さっき達したばかりの体はあえなく高みへと押し上げられる。

「あぁっ……も……イッ……ちゃう」

　莉々子は彼自身を咥えこんだまま大きく背を仰け反らせた。頭の芯まで痺れるような快感に身を震わせて、ぐったりと全身の力を抜く。

　そのまま荒い呼吸を繰り返していたら、大地が軽く腰を動かした。体を貫くソレはまだ熱く硬く、莉々子の体はビクンと跳ねた。

「ひゃんっ」

「すごく蕩けた顔してる」

「だ、誰のせいだと……」

　莉々子が潤んだ目で睨むと、大地は片方の口角を上げて、ふっと笑みをこぼした。男の色気を漂わせたその表情に、胸がドキンと鳴る。

「俺のせい？」

「……わかってるくせに」

「莉々子のせいだよ。莉々子が俺を欲しがってくれたから。だから、莉々子をもっと気持ちよく、蕩けさせてあげたい」

「……じゃあ、もっと蕩けさせて。大地も一緒によくなって」

「ああ」

　大地は莉々子の腰をしっかり掴んで、二度も達してぐずぐずに溶けたナカを再び掻き乱し始めた。

「あ、あぁ……はぁっ……」

「気持ちいい？」

「んっ……すごくいい……っ」

　気持ちよすぎて熱に浮かされたようになる。蜜口がひくっと震えて彼をきつく締めつけ、大地が悩ましげに息を吐いた。

「俺もだ」

　熱い肌を重ねられ、最奥を突かれて、激しい愉悦になすすべもなく莉々子の口から高い声が零れる。

「あ、ダメ、大地、また……や、あ、あぁあーっ、」

　意識を奪い尽くすような激しい快感が駆け抜けると同時に、体の奥で彼が熱の塊を吐き出すのを感じた。

「くっ……莉々子……」

　大地は覆い被さるようにしながら莉々子を抱きしめた。かと思うと、くずおれるようにその場に座って、膝の上に莉々子を横向きに乗せる。

　莉々子は激しい余韻でぼんやりしたまま、彼の胸に頭をもたせかけた。頭にドキドキと速い鼓動が響き、耳元で同じくらい速い大地の拍動が聞こえる。

「莉々子」

　大地は膝の上の莉々子をギュウッと抱きしめた。

　こうやって大地の腕に包まれていたら、心が落ち着き安らぐけれど、大地はどうだろうか。

　莉々子は視線を向けたが、彼は莉々子の髪に頬をうずめていて、顔が見えない。

「大地」

　莉々子は腕を伸ばして大地の首に絡め、彼の唇にキスをした。快感の余韻を少しでも引き伸ばして、悲しいことを忘れていられるように。

　大地は目を伏せてキスを返した。それはとても穏やかなキスだった。




　それからしばらくして鼓動が落ち着いてから、二人とも服を整えた。大地がシンクの上の棚からケトルを見つけ出して湯を沸かし、インスタントのコーヒーを淹れる。

「莉々子とこうしてお茶を飲むってわかってたら、クッキーかなにか用意してきたのに」

　大地は莉々子にチェアを勧め、自分はデスクに浅く腰かけた。

「あ、私、チョコレートバーなら持ってるよ」

　莉々子は室内を見回して、バッグを車内に置いてきたことを思い出した。

「バッグの中だった」

「俺が取ってくるよ」

　大地は立ち上がってマグカップを事務机に置き、ドアを開けて出ていった。窓ガラスの向こうに、大地が車のドアを開けて莉々子のバッグを取り出す姿が見える。

　彼はすぐ戻ってきて、莉々子にバッグを渡した。

「ありがとう」

　莉々子はマグカップを事務机に置いて、バッグからチョコバーを取り出した。それを二つに折り、袋を開けて大地に半分差し出す。

「どうぞ」

「ありがとう」

　大地はチョコバーを受け取って事務机にもたれた。彼が食べるのを見ながら、莉々子も一口かじる。ナッツとドライフルーツがたっぷり入ったチョコレートのほどよい甘さが、じんわりと体に染みる。

「やっぱり疲れたときには甘いものだよね。癒される」

　莉々子が大地に笑いかけると、同じように彼も微笑んだ。

「そうだな。さっきも癒された」

「さっきも？」

　莉々子が首を傾げると、大地は右手で彼女の顎をつまみ、いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「莉々子がすごく甘かった」

　そのとたん、目の前にある事務机の上で大地と体を重ねたことを思い出し、莉々子は顔が真っ赤になった。

「甘いって……」

「蕩けてた」

「やだ、もう。恥ずかしい」

「俺は嬉しかったよ」

　大地が莉々子の唇にチュッと口づけた。ほんのりチョコレートの味がして、莉々子は口元を緩める。

「大地も甘いよ」

「莉々子と一緒にいるからだ」

「ううん、チョコレートのせい」

「そうかな」

　そんな言葉を交わしながら、チュ、チュと軽いキスを続けていたら、大地のポケットから低い振動音が聞こえてきた。

「大地、電話だよ」

「んー……」

　それでも大地がキスをやめないので、莉々子は彼から離れるように背中を仰け反らせた。大地は小さく息を吐いてスマホを取り出したが、画面を見て表情が引き締まる。

「遼介からだ」

「副社長から？」

　大地は頷いて、通話ボタンをタップしてスマホを耳に当てた。

「もしもし」

　そうしてしばらく遼介の話を聞いてから、頬を緩めた。

「高津さんと一緒だ」

　自分の名前を出されて、莉々子はドキンとした。

「ああ、一緒に来てくれた。事務所の中を掃除したよ」

　大地はしばらく遼介の話を聞いていたが、やがて「頼む。それじゃ、またあとで」と言って通話を終えた。

「遼介もこっちに向かってるって」

　大地が莉々子を見て言い、莉々子は驚いて目を見開いた。

「えっ」

「俺が送った写真を見たら……居ても立ってもいられなくなったらしい」

「そうなの……」

「莉々子が来てるって知って、テイクアウトのピザを買ってきてくれるそうだ」

　それは嬉しいが……この部屋の中で大地とＨしたことを気づかれたら……と思うと恥ずかしくなる。

「えっと、か、換気とかした方がいいよねっ」

　莉々子は立ち上がって窓を開け放ち、大地はマグカップを洗って片づけた。

　それから一緒に外に出て、畑の片づけを再開する。木の枝や石を拾っていたら、空き地にメタリックブルーのＳＵＶが入ってきた。運転席から遼介が降り立ち、敷地を見回して顔をしかめたが、大地と莉々子に気づいて手を振った。

「こんにちは」

　莉々子は小さく会釈をした。

「お疲れさま」

　遼介はフェンスを抜けて大地に近づき、右手を腰に当てる。

「……言葉を失うって、こういうことを言うんだろうな」

　普段は飄々としていて、あまり物事に動じないように見える遼介だったが、今は眉間に深いしわを刻んで険しい表情をしていた。

「あんなに雨が降ったのが嘘みたいに晴れてるのが、やるせないな」

　遼介が低い声で言い、大地は遼介に並ぶ。

「そうだな。でも、人的被害が出なくてよかったって、前向きに捉えるしかない」

「ああ、オープン後だったら、もっと被害が大きかったかもしれない」

「排水施設を整備する必要があるな」

　大地が言い、遼介は右手で前髪をくしゃりと握った。

「資金をどう捻出するかだな。頭が痛いよ」

「これから一緒に考えよう」

　大地が遼介の肩にポンと手を置いた。そんな二人のやりとりを見て、莉々子は彼らの学生時代を想像する。

（大学時代の大地と副社長もこんな感じだったのかな）

　莉々子の知らない大地を知っているのだと思うと、遼介のことを少し羨ましく感じた。

「ああ、そうだ」

　遼介は思い出したように振り返って莉々子を見た。

「高津さん、わざわざこんなところまでありがとう。事務所の掃除までしてくれて」

「あ、はい」

「お礼といっちゃなんだけど、ピザをテイクアウトしてきたから一緒に食べよう。車に置いたままだから取ってくるよ」

「ありがとうございます」

　遼介はピザを三枚とペットボトルのコーヒーを三本買ってきてくれていた。結局、椅子が足りなかったので、事務所の入り口の段差に座って食べたのだった。








第九章　本命になれない女









　翌月曜日の朝、車で迎えに来てくれた大地は、普段通り落ち着いた表情をしていた。彼は運転席から身を乗り出して、助手席のドアを開ける。

「おはよう、莉々子」

「おはよう」

　莉々子は助手席に乗って、シートベルトを締めながら大地を見た。

「昨日の疲れは出なかった？」

　日曜日、ピザを食べたあと、遼介も含めて三人でできるところまで片づけをして、夕方帰路に着いたのだ。疲れているだろうからと、大地は莉々子を送ってそのまま帰っていった。

「俺は大丈夫だ。莉々子は？」

「ぐっすり寝たから体は元気」

「心は？」

「なんとか。いちいち逆風に負けてられないよね」

　大地は口元を緩め、莉々子の右手を持ち上げて手の甲にキスをした。

「莉々子がそばにいてくれると、不思議と気持ちが明るくなるよ」

「そ、そう？　そう言ってもらえると嬉しいけど」

「ああ。ずっと一緒にいてほしい」

　大地は莉々子の手の甲に唇を触れさせたまま、チラリと上目で視線を投げた。その色気のある眼差しに、莉々子はドキドキしながら答える。

「も、もちろん。大地もずっと私と一緒にいてね」

「莉々子が望んでくれるなら、ずっと」

　大地は運転席から身を乗り出して、莉々子の唇にキスをした。

「だ、大地」

　しっとりと触れた唇が離れて、莉々子は真っ赤になった。

「なに？」

　すぐ近くで大地が首を傾げ、莉々子は彼から離れるように座席に背を押しつけた。

「なにって……！　車の中とはいえ、こんなところで……」

「莉々子がそばにいたら、触れたい、キスしたいって思うのは当然だろ」

「え、そ、そうかな」

「これでも自制したんだ。昨日、莉々子をちゃんと寝かせてあげただろ？」

　大地が片方の口角を上げて不敵に笑い、その野性的な表情を見て、莉々子は目を見開いた。

　日に日に大地の色気が増している気がする。

「もう、大地！　早く出発してよねっ」

　莉々子はドキドキしているのを悟られないように、そっけなく言って窓の外に視線を向けた。

「女神の仰せのままに」

　大地はいたずらっぽい口調で言って、ハンドルに向き直った。

「め、女神って。私を美化しすぎじゃない？」

　前に言われたときは、大地と初めてシた直後でぼんやりしてたから、とくになんとも思わなかった。けれど、改めて言われると気恥ずかしい。

　大地はチラリと莉々子を見た。車をゆっくりとスタートさせて、公道に出てから答える。

「莉々子が一緒にいてくれると、いろいろなことがうまく行くんだ。引っ越してきたばかりで学校に馴染めてなかった俺を川遊びに誘って、クラスメイトと仲良くなるきっかけを作ってくれたり、じいちゃんが廃業して落ち込んでいたときに、俺に将来の夢を持たせてくれたり。この前だって、莉々子のおかげで永野さんと契約できた」

「それは……大地が努力したからだよ」

「努力したという自負はあるけど、それだけじゃうまくいかなかった。莉々子がいてくれたからだよ。本当にありがとう」

　大地の言葉に胸がぽかぽかと温かくなる。

「私こそ……大地にそんなふうに信頼されて嬉しい」

　莉々子が照れながら運転席を見たら、莉々子の視線を感じて彼の横顔が微笑んだ。

　そうして曇り空の下、大地と他愛ない会話をしているうちにオフィスビルに到着した。スロープから地下駐車場に下りて、専用区画で車が駐まる。

「今日は農園予定地の件で十一時に会社を出るから、一緒にランチに行けないんだ」

　大地はエンジンを切って残念そうに言った。

「わかった。気をつけて行ってきてね。私に手伝えることがあったら、なんでも言って」

「ありがとう。そう言ってもらえて心強いよ」

　大地は左手を伸ばして莉々子の右手をギュッと握った。

「それじゃ、行こう」

「うん」

　車を降りたら、二人とも仕事モードに切り替える。

　大地がビル内に続くドアを開けて、莉々子を先に通してくれた。エレベーターホールに着いて上ボタンを押したとき、莉々子の右目がチクリと痛んだ。

「あっ」

　瞬きを繰り返していたら、大地が莉々子の目を覗き込んだ。

「目になにか入ったの？」

「うん……まつげが入ったみたい」

　零れた涙を指先で拭ったとき、エレベーターが到着した。大地は莉々子を支えるように腰に手を回して、一緒にエレベーターに乗り込む。

「取れた？」

　動き出したエレベーターの中で、大地が莉々子に尋ねた。

「うーん……」

　莉々子は大地を見上げて瞬きを繰り返す。

「あ、取れたみたい」

　痛みがなくなって微笑んだ拍子に、目に溜っていた涙が目尻から零れた。大地が左手を伸ばしてそっと莉々子の目元を拭ったとき、一階に到着してエレベーターのドアが開いた。

「あっ」

　驚いたような女性の声が聞こえてきて、莉々子と大地は同時にドアの方を見た。エレベーターの外に美華が立っていて、その顔は眉が寄り、口元が歪んでいる。

「安田さん、おはよう」

　大地が声をかけ、美華はハッとしたようににこやかな表情になり、エレベーターに乗り込んだ。

「おはようございます、社長、高津さん」

「安田さん、おはようございます」

　莉々子は会釈をしたが、美華は莉々子を見ずに、かわいらしい声で大地に話しかける。

「今日は蒸し暑くなるみたいですね。気分を上げるために、明るい色の服を選んでみました。どうですか？」

　美華は小花がプリントされたピンク色のワンピースに、ヒールの高い白のパンプスを合わせていた。彼女がその場でくるりと回り、ワンピースの裾がふわっと広がる。

「高津さんはああいうのは着ないの？」

　大地が莉々子を見て言ったので、莉々子は驚きながら答える。

「えっ、私は花柄とかピンクはガラじゃないというか……あんまり甘めの服は似合わないんです」

「そうかな。かわいいと思うけど」

　そのとき、美華がプッと頬を膨らませて会話に割り込んだ。

「もう、社長！　私に似合いますかって訊いたんですっ」

「ああ、そうだったのか。ワンピースの感想を訊かれたんだと思ったから、高津さんに似合いそうだなと思って答えたんだが」

　大地の返事を聞いて、美華はますます頬を膨らませた。

　美華はきっと大地に褒めてほしかったのだろう。けれど、その思いは大地に伝わらなかったようだ。

　そういえば大地は高校生のときも、莉々子以外の女子になにか話しかけられても、興味なさそうにしていた。

　そのことを思い出したとき、エレベーターが十二階に到着した。最初に下りた大地を追うように、美華が続く。

「社長、先週指示されたパッケージデザインなんですけど、修正したので見てもらえますか？」

「ああ」

　大地が美華の方を見て歩調を緩めたので、美華は彼に並んだ。

「じゃあ、すぐに持っていきますね！」

「わかった」

　大地は足を止めて莉々子を見る。

「高津さん、また」

「はい」

　なんとなく美華に遠慮して、莉々子は控え目に頷いた。




　その日の午前中、商品企画開発チームの会議室のようにもなっている調理室で、莉々子は麻桜と里久の三人でテーブルを囲んでいた。話し合いのテーマは、〝パパッと十五分でごちそう〟ミールキットのテストサイトについてだ。

「せっかくミールキットが七つあるんだから、一週間分のセットとか企画するのはどうでしょうか？」

　莉々子の問いかけに、麻桜が賛成の声を上げる。

「いいですね！　そうしたら、毎日悩まなくてもいいですし」

「まとめて買ったら割引になるサービスとかも考えますか？」

　里久の言葉を聞いて、莉々子は「うーん」と考え込む。

「割引はいいと思いますが、どのくらいの割引率にするかは、社長に相談した方がいいでしょうね」

　そう言ってから、莉々子は腕時計を見た。もうすぐ十二時近い。

「社長は農園予定地に行ってますから、相談するにしても明日以降ですね」

「あー……体験型農園ですね。いったいどうなるんでしょうね～。今までの投資が全部無駄になってしまいましたよねぇ」

　里久はテーブルに両肘をついて顎を支えながら言った。

「整備し直すとなると、かなりの資金が必要になるんでしょうね。やっぱり金融機関から融資を受けたりするんでしょうか」

　麻桜が心配顔で言った。

「どのくらいの費用がかかるかなんて、僕たちには想像もつきませんね」

　里久が沈んだ声を出した。調理室の空気が重くなり、どうしようかと思ったとき、麻桜が「あ、そうだ」と声を上げた。

「日高さん、どうしたんですか？」

　莉々子が視線を向けると、麻桜はテーブルに身を乗り出すようにして話し始める。

「私、エビチリとか麻婆豆腐とか、中華料理が大好きなんです。スーパーで売ってる調味料のセットを買って何度か作ったんですけど、具が少なくて中華料理店のボリュームにならないんですよね。だから、自分で分量を調節できたら嬉しいなって思うんです。そういうミールキットはできるでしょうか？」

　麻桜の話を聞いて、莉々子はパチンと両手を合わせた。

「いいですね。お手軽かつ普段より贅沢ってコンセプトで、おいしい中華が作れるミールキットを考えましょうか」

「賛成で～す」

　里久が右手を挙げた。

「じゃあ、次は中華で行きましょう」

　莉々子の声を聞いて、里久が右手をガッツポーズにした。

「やった！　試食が楽しみです！」

「試食の前に試作ですよ」

　麻桜が呆れたように言い、里久がバツの悪そうな表情で頭をかく。そんな二人のやりとりのおかげで、調理室の雰囲気が明るくなった。

（私がどれだけ心配したって、なにかが変わるわけじゃないんだから……私はここで私にしかできないことをしよう）

　莉々子は二人の様子を見ながら、そう心に決めた。

「あー、食べ物の話をしてたら、急激に腹が減ってきました」

　里久が言って腕時計を見た。つられて莉々子も見たら、もう十二時だ。

「それじゃ、午前の会議はここまでにして、午後から続きをしましょう」

　莉々子が言うと、里久と麻桜は「はい」と声を揃えて立ち上がった。

　二人に続いて調理室を出ながら、莉々子は大地のことを考える。

（大地は……ちゃんとお昼食べるかなぁ……。副社長も一緒だから、どこかで食べるとは思うけど……）

　自分は近くのベーカリーにパンでも買いに行こうかと、財布を持ってドアに向かった。デザイン担当者のシマを通りかかったとき、席にいた美華に呼び止められる。

「高津さん」

「あ、安田さん、なんでしょうか？」

　莉々子が足を止めると、美華は立ち上がって莉々子に近づいた。

「高津さんにお話があります」

　いつになく真剣な目つきで言われて、莉々子は瞬きをした。

「いいですけど……安田さんはお弁当ですよね？」

　一緒にランチを食べながら、というわけにはいかないだろう。

「はい。でも、すぐ済みますから、会議室に行きましょう」

　美華が歩き出したので、莉々子は彼女に続いた。美華は会議室のドアを開けて先に入り、莉々子が入るとドアを閉めて向き直った。そうして挑むような眼差しで莉々子を見る。

　その表情に、もしかして……と思ったとき、美華が口を開いた。

「高津さんは社長とどういう関係なんですか？」

　やっぱり大地のことだったか、と思ったが、どう答えるべきか迷った。

　大地とは二人の関係を自然に認めてもらえるようにしよう、と話していた。

　正直に答えようかと思ったとき、美華が声を発する。

「先週の月曜日、社長と二人きりで会議室から出てきましたよね？」

　それは、昼休みに会議室で、大地の祖母にお礼の電話をかけたあとのことだろう。

「ああ、はい」

「あのとき、社長が高津さんに『莉々子はなにが食べたい？』って言うのを聞きました。それに、今日はエレベーターで社長が高津さんの顔を触ってました。まさかとは思いますけど……二人は付き合ってるんですか？」

　美華の顔は真剣だった。やっぱり美華は大地のことが好きだったのだ。

（だったら、正直に答えよう）

　莉々子は正面から美華を見て、ゆっくりと頷いた。

「はい」

　そのとたん美華の表情が歪んだ。泣き出しそうというよりは、怒りの感情に近い。美華はすぐに表情を隠すように顔を伏せた。

　心配になって莉々子が顔を覗き込もうとしたら、美華は深く息を吐いた。

「……やっぱりそうでしたか」

「ごめんなさい」

　莉々子の言葉を聞いて、美華は顔を上げた。その表情はさっきまでとは一変して、どこか高飛車にも見える。

「いいえ、高津さんは謝る必要はありません。独身の間の遊びだから、大目に見ることにします」

「遊び？」

　美華の言葉を聞いて、莉々子は眉を寄せた。美華は強い眼差しで莉々子を見据える。

「高津さんは私の父の会社のことはご存じですよね？」

　突然話題を変えられて、莉々子は瞬きをしながら答える。

「はい」

「父はヤスダリテールの社長です。ヤスダリテールがネクサスロジスティクスに出資する条件が、大地さんと私の結婚だったってこともご存じですか？」

「えっ」

　そんな話は聞いたことがない。

　怪訝な顔をする莉々子に、美華は顎を持ち上げて、はっきりと言う。

「会社概要を見れば、主要株主のところにヤスダリテールの名前が挙がっています」

「それは知っていますけど。でも、だからと言って、出資の条件が政略結婚だなんて」

「本当ですよ。私が大学生の頃からずっと大地さんに憧れていることを知って、父が大地さんに持ちかけたんです。父は大地さんの能力を買っていましたし、ネクサスロジスティクスにとっても、ヤスダリテールにとってもいい話でした。大地さんは会社を軌道に乗せられますし、父は安定した取引先を得られます。それに、娘が将来有望な男性と結婚できるんですから。大地さんはすべて理解したうえで、独身の間は束縛しないという約束で、私との結婚を承諾しましたよ」

　美華は右手の甲を莉々子に向けた。薬指に、ピンクや水色など、マルチカラーの宝石が散りばめられたかわいらしいゴールドのリングが収まっている。

「この指輪、そのときに大地さんがくれたんです。私の宝物です」

「えっ」

　過去に大地が莉々子にプレゼントしてくれたのは、スマホにつけるチャームやポーチだった。

　あの大地が指輪を贈るなんて……。

　莉々子が目を見開き、美華は人差し指を立てて自分の唇に当てる。

「政略結婚と引き替えの出資だなんて、外聞がよくないですからもちろん秘密です。大地さんが私以外の女性と自由に恋愛できるのは、三年後の三十歳の誕生日までの約束です。でも、最近の大地さんの行動は目に余ります。高津さんと頻繁にランチに行ったりして、お二人が付き合ってるんじゃないかって噂になってるんですよ。今朝だって、ほかの社員も乗るエレベーターであんなふうにいちゃいちゃして。遊ぶなら世間にバレないようにするのが約束だったのに」

　美華はこれ見よがしにため息をついて続ける。

「今回の体験型農園予定地の損失を考えたら、新たに融資を受ける必要がありますよね？　ヤスダリテールなら力になれます。私との結婚を早めることを条件に、父に便宜を図ってもらってもいいんですけど……大地さんが高津さんとの恋愛にうつつを抜かしていると知ったら、父は融資をするどころか、出資金を引き揚げてしまうでしょう」

　思いもよらないことを次々に畳みかけられ、莉々子は愕然として言葉を失った。そんな彼女を美華は斜めに見上げて言う。

「大地さんは社長ですよ。高津さんとは付き合うだけならまだしも、結婚しても彼にも会社にもなんのメリットもないです。私を捨てて高津さんを取るなんて、マイナスにしかなりません。たくさんの従業員を抱える会社の社長として、大地さんはそんなことをしちゃいけないんです」

　そのとき唐突に、慶一と過ごした最後の夜に彼に言われた言葉が耳に蘇った。

　彼は結婚は『自分と会社のメリットになる女性とするって決めていたんだ。莉々子と結婚しても俺や会社にとってプラスにならない』と言っていた……。

（ああ、そっか……。私は会社のプラスになれない女だったんだ……）

　莉々子の表情が暗くなったのに気づいて、美華は申し訳なさそうな口調になる。

「付き合ったばかりで気持ちが盛り上がってるのに、水を差すようで申し訳ありませんが、社長がこれ以上高津さんに夢中になって、仕事や会社を疎かにしないようにしてほしいんです」

「……そんなこと言われても、私にはなにも……」

　莉々子はようやく声を発した。美華は小さく首を横に振る。

「いいえ、高津さんにしかできません。もちろん、大地さんが私と結婚するまで──融資のために結婚を早めるなら、そう遠いことではないと思いますけど──遊びと割り切って、彼と過ごしてくださってもいいんですよ。ただ、本気になって永遠を求めたりしないでくれれば」

「……安田さんは……それでいいんですか？」

　莉々子は押し殺した声で尋ねた。美華は小首を傾げる。

「なにがですか？」

「自分の好きな人が、期間限定だとしても別の女性と付き合うなんて」

　美華は胸を張るようにわずかに上体を反らした。

「私はヤスダリテールの社長令嬢です。目先の利益や快楽に興味はありません。長い目で物事を見てるんです。でも、心配なのは大地さんがこのままあなたに溺れて、私の父の機嫌を損ねてしまうことです。そうなったら、彼や副社長が今まで築いてきた会社が潰れてしまうでしょう。ですから、彼に二人の関係がただの遊びなのだと、本気じゃないのだときちんと伝えてほしいんです」

「そんなこと、私には……」

「できない、なんて言うつもりですか？　あとから入社してきたくせに社長の心を奪って、今までネクサスロジスティクスで一生懸命働いてきた社員を路頭に迷わせる気ですか!?」

　美華が責めるような口調で言った。

「それは……でも……」

「無理なら会社を辞めて、社長の前から消えてください。そうすれば社長も目が覚めるでしょうから」

　美華の視線は口調と同じく険しかった。莉々子は目を伏せて、細く長く息を吐き出した。頭の中がぐちゃぐちゃで、冷静に考えられない。

「今すぐには……答えられません」

「そうですか。私から父に話をして、目を覚ますように社長に言ってもらってもいいんですよ。でも、そうすると社長の印象が悪くなります。それでは大地さんも会社のみんなも困りますよねぇ？」

　莉々子は返事に窮して黙っていた。美華は言葉を続ける。

「私は社のみなさんのために、あなたのことは父に言いませんから、あなたも私がこのようなことを言ったって大地さんに言わないでください。恋って障害があるほど燃えるって言うじゃないですか。私のせいで大地さんの気持ちが燃え上がったら困りますから」

　莉々子が無言なので、美華はイライラした様子で眉根を寄せた。

「都合が悪くなるとだんまりですか。私より年上なのに子どもみたいですね。まあ、平凡なご家庭の方ですから、仕方ないですね。それじゃ、私は失礼します」

　美華はそう言って会議室を出て行った。あとに残された莉々子は、力が抜けてその場にぺたりと座り込んだ。

　食欲はもうすっかり失せていた。








第十章　離れたいけど離れられない









『ヤスダリテールがネクサスロジスティクスに出資する条件が、大地さんと私の結婚だったってこともご存じですか？』

『大地さんが私以外の女性と自由に恋愛できるのは、三年後の三十歳の誕生日までの約束です』

『社長がこれ以上高津さんに夢中になって、仕事や会社を疎かにしないようにしてほしいんです』

　美華に言われたことが頭から離れず、その日はよく眠れなかった。ぼんやりした頭のまま、翌日の朝を迎えて出社の準備をしていたら、部屋のインターホンが鳴った。いつものように大地が迎えに来てくれたのだ。

　莉々子は応答ボタンを押した。

「おはよう、大地。すぐ下りるね……」

　部屋を出て一階に下りると、大地が中から助手席のドアを開けた。

「おはよう、莉々子」

「おはよう」

　いつものように助手席に乗り込んでシートベルトを締めた。すぐに車が動き出すものだと思ったのにその気配がなく、莉々子は不思議に思って運転席を見た。

「莉々子？」

　大地は心配そうな表情をしている。

「えっ、どうしたの？」

「どうしたのは俺のセリフだ。体調が悪いのか？」

「え、ううん、そんなことないよ」

　莉々子は笑顔を作って首を左右に振った。大地は左手を伸ばして莉々子の右手を握る。

「日曜日に片づけを手伝ってくれたときの疲れが出たんじゃないのか？　今日は無理せず休んだ方がいい」

「大丈夫だよ。昨日言った通り、日曜日の夜はぐっすり眠れたんだから」

「だが、あとになって疲れが出ることもある」

　大地は莉々子の顔を覗き込んだ。その瞳はとても心配そうで……今この瞬間は莉々子のことを考えてくれているのだとわかる。

（目先の利益や快楽、かぁ）

　あと三年もせずに失ってしまうのだとしても、今目の前にいる彼を手放すことなんてできない。

（でも……体験型農園は大地の夢で……大地や副社長やみんなが、一生懸命取り組んできたプロジェクトなのに……）

　それが、あとから入社してきた自分のせいで頓挫してしまったら……？

（そんなことは耐えられない）

　莉々子は大地の視線から逃れるように、バッグの中身をごそごそ触る。

「ほんとに大丈夫だから気にしないで。そろそろ出発しないと」

「莉々子がそう言うなら……。でも、無理はするなよ」

「わかってる」

「莉々子？」

　大地は左手で莉々子の右腕を掴んだ。莉々子はバッグの中を探る手を止める。

「俺を見て」

　莉々子はそろそろと視線を運転席に向けた。けれど、大地と目を合わせづらくて、彼の口元を見る。

「あの、そろそろ出発しないと」

「莉々子の様子が変なのに、出発できるわけないだろ。いったいどうしたんだ？」

　大地は右手で莉々子の顎を軽く持ち上げた。自然と目線が上がって、大地と目が合う。

「ど、どうしたって……」

　大地のまっすぐな視線に心の中を見透かされそうで、つい目を逸らしてしまう。

「大地が……忙しいのに毎朝私を迎えに来てくれるから……悪いなって思って……」

　言い訳するようにぼそぼそ話したら、大地は両手で莉々子の頬を包み込んだ。今度こそ強制的に視線を合わされ、莉々子は瞬きをした。

「忙しいからこそ、俺は莉々子の顔を見たい。莉々子に会いたいんだ」

「そ……うなんだ」

「だから、そんなことは気にするな。いいね」

　大地に目を覗き込まれて、莉々子は無言で頷いた。

　大地は莉々子から手を離してハンドルに向き直った。彼が車をスタートさせるのを見ながら、莉々子は小さく息を吐く。

（安田さんに言わせれば、これが『溺れて』るってことなのかな……）

　忙しいはずなのに莉々子のために時間を割いてくれる。

　本当なら嬉しいことだけど、美華の話を聞いたあとでは、ほかの社員に対して後ろめたさを覚えた。




　それもあって、ランチタイムになって調理室を出てすぐ大地にランチに誘われたものの、断ってしまった。

「ミールキットの試食をしたら、お腹がいっぱいになっちゃって……。だから、社長はほかの人と食べに行ってください」

　調理室のドアの前で、莉々子はタブレットとファイルをギュッと胸に抱いた。

「莉々子？」

　大地は莉々子の顔の横でドアにトンと右手をついた。大地に目を覗き込まれ、莉々子は視線を落とす。

「な、なにしてるんですか」

「なにって、莉々子の様子が変だから」

「変じゃありません。変なのは社長です。こんな……みんなが見てる前で」

　そのとき美華の声が聞こえてきた。

「高津さん、どうしました？」

　莉々子が右側を見たら、タブレットを持った美華が立っていた。笑顔だが、細めた目は笑っていない。

「いいえ、なんでもありません。社長、失礼します」

　莉々子は壁に背中をつけたまま右側へと移動した。莉々子と入れ替わるようにして、美華が大地の前に体を入れる。

「社長、新しいパッケージデザインを見てほしいんです」

「……わかった」

　大地の低い声を背中で聞きながら、莉々子はオフィスの外の休憩所に向かった。




　その日、莉々子は帰宅して夕食を食べたあと、ベッドの上で頭を悩ませていた。

　会社のことを考えれば、美華の父の機嫌を損ねないように身を引くべきだろう。だが、本当のことを言うのは美華に止められている。

（いったいどうしたらいいんだろう……）

　もう好きじゃなくなった。そう嘘をつくしか方法が思いつかない。けれど、そんな嘘は言いたくない。そもそも、大地に嘘だと気づかれるかもしれない。

　両手で顔を覆ったとき、スマホの着信音が鳴り出した。起き上がってベッドサイドテーブルに手を伸ばす。スマホを取って画面を見たら、大地からの着信だった。

（どうしよう）

　迷っているうちに時間が経って、電話は切れた。半分ホッとし、半分罪悪感を覚えたとき、大地からメッセージが届く。

【もう寝てる？　起きてるなら今から会いに行きたい】

　既読がついてしまったので、起きていると気づかれたはずだ。大地と顔を合わせたら、美華のことを隠し通せる自信がない。

　莉々子は慌てて返信を打つ。

【今日は遅いからダメ】

【じゃあ、声が聞きたい。電話するから出てほしい】

　莉々子は返事をする代わりに、彼に電話をかけた。

『莉々子』

　ホッとしたような大地の声が聞こえてきた。

「お疲れさま」

『ありがとう。もうご飯は食べた？』

　大地に聞かれて、莉々子はラックの上の置き時計を見た。針は八時二十分を指している。

「うん。大地はまだなの？」

『ああ。さすがにディナーに誘うには遅い時間だったな』

　電話の向こうで大地が軽く笑う気配がした。莉々子は気持ちを固めて言葉を発する。

「あのね、今は会社がすごく大変な時期だと思うの。だから、私のことは考えないで、仕事のことだけ考えてほしい」

『それは難しいな』

　大地の返事を聞いて、莉々子は目を見開いた。

「どうして？」

『どうしてって……。ネクサスロジスティクスから莉々子を切り離して考えるなんて不可能だ。莉々子のおかげで永野農園と契約が結べたし、ミールキットの準備も進んでいる』

「でも、体験型農園のことで大変でしょう？　だから、しばらく朝は迎えに来ないで仕事に集中して。お昼も今までみたいに副社長と食べて」

『今朝言っただろう？　忙しいからこそ莉々子の顔を見たい、莉々子に会いたいんだって』

（どうしてこんなに私に執着するの!?　安田さんと結婚の約束をしてるくせに）

　莉々子はついイラッとして叫ぶように言う。

「そんなんじゃダメなの！　ちゃんと仕事に集中して。会社のことだけ考えて。私のことは考えないでっ」

　少しの沈黙のあと、大地の声が聞こえてくる。

『莉々子らしくない言い方だな。言いたいことがあれば直球で言うのが莉々子だろう？』

「じゃあ、そうさせてもらう。大地が私を優先して、会社を、会社のみんなを蔑ろにするのが嫌なの」

『俺はそんなことしていない』

「このまま私を優先してたらそうなっちゃう」

『ならない』

　大地はきっぱりと言った。莉々子は右手を額に押し当てる。

　大地のこんな様子がヤスダリテールの社長の耳に入ったら、取り返しのつかないことになる。美華との約束で、彼女のことは言えない。だったら──。

　莉々子は大きく息を吸い込んで言葉を発する。

「私と別れて」

『嫌だ』

　即座に大地の声が返ってきた。

「嫌だって……」

『今度は物わかりのいい男になるつもりはない。納得できないのに別れられない』

　大地に強い口調で言われて、莉々子はこれ以上どう言えばいいのかわからなくなった。

「じゃあ……しばらく距離を置きたい」

『その理由も、俺が会社を蔑ろにしてると思っているからなのか？』

「……うん」

『まったく理解できないな』

「でも、そう見えるんだもん……」

　電話の向こうで大地が大きなため息をついた。

『わかったよ。別れるよりはよっぽどマシだ。まったく不本意だが』

「じゃあ……明日から迎えに来るのも、一緒にランチに行くのもなしね」

『……莉々子がそれを望むなら』

　大地は不承不承という口調で言った。

　ここまで莉々子にこだわるなんて、大地はヤスダリテールの社長との約束の期日が来たら──三十歳になったら──どうするつもりなのだろう。

　慶一のように愛人になることを提案するのか、それともすっぱり捨てるのか。

（どちらにしろ、つらすぎる）

　莉々子は沈んだ気持ちで電話を切った。




　大地と距離を置いたまま過ごし、金曜日を迎えた。ランチタイムになってバッグから財布を出そうとしたら、スマホの通知ライトが点滅しているのに気づいた。実家の母からメッセージが届いている。

（なにか用事かな）

　珍しく思いながら画面をタップしてメッセージを開いた。

【一いち乃のおばあちゃんが倒れてた。お父さんと病院。今から検査】

「えっ」

　莉々子は思わず声を上げた。

　よほど焦っているのか、必要最低限のことしか書かれていない。

（おばあちゃんが倒れてたって……いったいなにがあったの!?）

　一乃は莉々子の母方の祖母で、実家から車で十五分ほどの隣町に一人で住んでいる。こんなに少ない情報では、どういう状態なのかわからない。

　莉々子は母の携帯番号に電話をかけた。しかし、呼び出し音は鳴らずに「おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないためおつなぎできません」とアナウンスが流れた。

（あ、そうか……。病院だから電源を切ってるんだ）

〝倒れてた〟ということは、しばらく倒れている状態だったということなのだろうか。なにかの発作か事故に巻き込まれて長時間倒れていたのを、誰かに発見されたということ……？　長時間って、半日？　一日？　それとも……？

　恐怖と不安でゾッとして全身から血の気が引いた。

「高津さん、大丈夫ですか？　顔が真っ青ですよ」

　おにぎりを食べようとしていた麻桜が心配そうに莉々子を見た。

「あの、あ、うん、ううん」

　動揺していて、意味のわからない言葉が口から零れた。

「高津さん？」

　里久にまで心配そうに見られて、莉々子は一度深呼吸をした。

「母から、祖母が倒れてたってメッセージがあったんです」

「えっ、それは心配ですね」

　里久と麻桜がさらに表情を曇らせた。

「はい。仕事のあとで病院に行きます」

「今から行ってください」

　里久が言って麻桜に顔を向け、麻桜も頷いた。

「はい。私たちを頼ってください。午後の仕事は私たち二人でも大丈夫ですから」

　祖母の状態がわからず不安でたまらない今、それはありがたい申し出だった。

「ありがとうございます……。そうさせてもらいます」

　莉々子は念のため大地にも伝えようと社長席の方を見た。すると、三人の普段と違う様子に気づいて心配そうな顔を向けていた大地と目が合った。

　大地が立ち上がり、莉々子は足早に彼に近づく。

「すみません、母から祖母が倒れてたって連絡があったので、午後から半休をいただけないでしょうか？」

「もちろんだ。それで、どういう状況なんだ？」

「今検査を受けてるところだと思うんですが、母のメッセージだと詳しいことがわからなくて……」

　大地はそっと莉々子の右肘に触れた。

「駅まで車で送って行く」

「そんな……そんなご迷惑はかけられません」

　莉々子は震える声を抑えながら言った。

「迷惑なんかじゃない。高津さんのおばあさんは俺も会ったことがあるし、心配なんだ」

　大地の言葉に莉々子は目の奥がじわっと熱くなった。

「……ありがとうございます。お願いします」

「荷物は？」

　大地に訊かれて、莉々子はスマホだけ握りしめてオフィスを出ようとしていたことに気づいた。

「あっ」

　慌てて席に戻り、パソコンをシャットダウンしてバッグを肩にかけた。

「行こう」

　大地に促されてオフィスを出た。彼がエレベーターのボタンを押し、地下駐車場へのドアも助手席のドアも開けてくれる。

「ありがとうございます」

　莉々子は礼を言って急いで乗り込んだ。シートベルトを締めると、すぐに大地が車をスタートさせた。彼は出口に向かって車を走らせながら莉々子に尋ねる。

「どこの病院かわかってるの？」

　莉々子はバッグからスマホを取り出した。まだ母から連絡はない。

「いいえ」

　莉々子は【今向かっているから、病院を教えて】とメッセージを送った。そのまましばらく画面を眺めていたが、既読はつかない。

「病院内なので電源を切ってるんだと思います。いったいどうしたら……」

　莉々子はスマホをギュッと握りしめた。

「莉々子」

　莉々子の右手に大地の左手が触れて、莉々子はハッと彼を見た。いつの間にか信号が赤になっていて、大地は莉々子の顔を覗き込んでいる。

「落ち着いて。お父さんにもメッセージを送ってごらん」

「あ、そ、そうですよね」

　莉々子は父にも同じメッセージを送った。すると、すぐに既読になり、父から返信がある。

【町立総合病院だ。こっちに向かっているのか？】

【うん。いったいなにがあったの？　おばあちゃんの容態は？】

【庭で倒れてたのを隣の家の人が見つけて救急車を呼んでくれたんだ。そのとき母さんに連絡してくれて、母さんから父さんの職場に連絡があったから、一緒に病院に向かったんだ。どうやら庭仕事の最中に足を滑らせて、後頭部を打ったらしい。検査の結果が出たら連絡する】

　父からのメッセージを読んでいる途中で車が動き出した。莉々子は小さく息を吐いてスマホをバッグに戻す。

「お父さんと連絡ついた？」

　大地が運転席からチラリと視線を向けた。

「うん。町立総合病院だって。倒れて後頭部を打ったみたい」

「それは心配だな」

「大丈夫だといいんだけど……」

「そうだな。状況がわかったら連絡して」

「うん」

　すぐに駅前に到着し、莉々子は素早く車を降りた。

「ありがとう」

「気をつけて」

　大地の言葉に頷いて、莉々子はドアを閉めた。そのまま地下鉄に乗って、大阪駅でＪＲに乗り換える。そこから快速列車に乗って約一時間ほどで病院の最寄り駅に到着した。とはいえ、駅から十五分ほど歩かなければいけない。

　駅に着いたことを父と母にメッセージで知らせて、急ぎ足で病院に向かった。

　ほどなくして、少しくすんだ白壁の五階建ての大きな建物が見えてきた。町で一番大きな病院で、診療科目も多く、莉々子も弟の雄大もこの病院の産科で生まれている。

　自動ドアから入ったとき、受付の端の椅子に父が座っているのが見えた。

「莉々子」

　父が立ち上がり、莉々子は小走りで近づく。

「お父さん！　おばあちゃんの容態は？」

「ＣＴ検査をしてもらったが、心配ないそうだ」

「ほんとに？」

「ああ」

「よ、よかったぁ」

　安堵のあまり一気に力が抜けて、莉々子はへなへなと椅子に座り込んだ。

「救急車で運ばれた、なんて聞いたから、母さんが動揺してしまってな。だが、わざわざ莉々子が駆けつけるような大事ではなかったようだ」

　父は莉々子の隣に腰を下ろして言った。

「そうだったんだ……。でも、大事に至らなくてほんとによかった。おばあちゃんに会える？」

「ああ。念のため一日入院することになったが、家族なら面会はできる。今から行くか？」

「うん！」

　莉々子は父に案内されて、四階の入院病棟に上がった。ナースステーションで名前を書いて、父のあとについて右側にある二番目の部屋に向かう。

　父がノックしてスライドドアを開けた。

「莉々子が来ましたよ」

　父に続いて莉々子は病室に入った。窓際にベッドとテレビと冷蔵庫が置かれたごく普通の一人部屋だ。

「莉々子ちゃん」

　ベッドの背を少し上げて横になっていた祖母が、莉々子を見て弱々しい笑みを浮かべた。祖母の頭に包帯が巻かれていて、莉々子は驚いて立ちすくむ。

「えっ、どうしたの、手術したの？」

　ベッドの横で椅子に座っていた母が右手を軽く振った。

「ああ、びっくりするわよね。倒れたときに植木鉢にぶつけて切ったんだって。頭だから出血が多くて二針縫ったけど、脳や骨に異常はないって」

「そ、そうだったんだ」

「ごめんね。気が動転して、莉々子もお父さんも仕事中なのに、メッセージを送ってしまったのよ」

「ほんとにびっくりしたよぉ。でも、大丈夫そうでよかった」

　莉々子はベッドに近づき、祖母の右手にそっと触れた。先月実家で〝休養〟中に会いに行ったが、そのときよりもずっと元気がなさそうに見える。

「おばあちゃん……」

　莉々子はシミの浮いた祖母の細い腕を撫でた。母がベッドの柵を掴んで身を乗り出しながら祖母に言う。

「ねえ、やっぱり私たちと一緒に住まない？　今回はお隣さんがすぐに見つけてくれたからよかったものの、倒れたのが家の中だったりしたら、誰にも見つけてもらえないかもしれないのよ。そんなことになってからじゃ遅いんだから」

　祖母は枕に頭を乗せて天井を見上げた。

「そうねぇ……。あんたの家は庭が狭いから、畑ができないし嫌だったんだけど……」

「庭の花壇を半分畑にしてもいいわよ」

　母が言い、祖母は考えるように小首を傾げて言う。

「そこまで言ってくれるなら……もうあの家に一人で住むのも寂しいし、昌まさ幸ゆきさんさえよければ、そうさせてもらおうかしら」

　昌幸とは父の名前だ。父は義理の母に微笑みかける。

「私は大丈夫ですよ。お義と父うさんが亡くなったときにもお話ししましたが、部屋も余っていますから」

「ありがとうねぇ、昌幸さん。亜希子は本当にいい人と結婚して幸せねぇ」

　祖母はしみじみと言ってから、莉々子に顔を向けた。

「莉々子ちゃんも早くいい人を見つけて、私が死ぬ前に花嫁姿を見せてね。そうじゃなきゃ、死んでも死にきれないわ」

　いきなりそんなことを言われて、莉々子は目を丸くした。

「おばあちゃん、そんな縁起でもないこと言わないで」

「だって、私の若い頃は、二十七歳なんて子どもの一人や二人いて当たり前だったのよ」

「それはそうかもしれないけど」

　おばあちゃんの若い頃とは違うの、と言いたいのをぐっとこらえて、違うことを言う。

「じゃあ、私が結婚するまで長生きしてよね」

　莉々子が祖母思いのことを言ったのに、母が言葉を挟んでグチグチと言う。

「そんなこと言って、恋人がいる気配もないし。雄大だってキャンプだの釣りだのって自分の趣味ばっかり楽しんで、結婚のことなんてまったく考えてなさそうなのよ」

「雄大はまだ二十四歳なんだよ。社会人になって三年目だし、そりゃ好きなことをしたいでしょう」

「好きなことには親を安心させるための親孝行は入ってないのかしらねぇ」

　そこへ父が「まあまあ」と割って入る。

「二人ともそのくらいにしておきなさい」

　莉々子は小さく肩をすくめた。

「ごめんね、おばあちゃん。騒がしくしちゃって。結婚はしたいと思ってるんだよ。でも、なかなか思ったようにはいかないの」

　莉々子は大地と美華のことを思い出して、口元を歪めた。祖母は手を伸ばして莉々子の頬に触れる。

「こんなにかわいくていい子なのにねぇ」

　子どもの頃からかわいがってくれた祖母に優しく頬を撫でられて、莉々子は目の奥がじわりと熱くなった。泣きそうになったのを悟られないように、冗談っぽく笑っておどける。

「ほんとにねぇ、こんなにいい子なのに。モテないなんておかしいよねぇ」

「あらあら。でも、モテなくていいのよ。本当に大切な人を一人見つければそれでいいの」

　今度こそ本当に涙が出そうになり、莉々子は祖母の手から逃れるように姿勢を正した。

「会社の上司に電話してくるね。心配してくれてたから、大丈夫だって伝えておかないと」

「ああ、そうね、仕事を休んで来てくれたんだものね。そう言えば、お父さんは会社に戻らなくて大丈夫なの？」

　母が父に話しかける声を背中で聞きながら、莉々子は廊下に出た。談話室では携帯電話の使用が可能だと案内が出ていたが、人がいたので一階に下りて病院の外に出た。出入り口から離れた木の下に立って、大地の番号に電話をかける。

　二回目のコール音が鳴り終わる前に大地が応答した。

『莉々子、おばあさんの容態は？』

　早口の焦り混じりの声だ。

「大丈夫そう。庭で転倒して、そのときに植木鉢で頭を切って二針縫ったんだけど、脳にも骨にも異常はないって」

『そうか、それならよかった』

　安堵したような大きなため息が聞こえてきた。

「心配してくれてありがとう」

『日高さんたちにも大丈夫だって伝えておくよ』

「うん、お願い」

『それで、今日はこれからどうするんだ？』

　莉々子は腕時計を見た。今は二時を過ぎたところだ。

「今から戻れば少し仕事ができるから、戻るつもり」

『なに言ってるんだ。せっかく半休取ったんだから、ゆっくりしておいで。日高さんと倉本くんがよくやってくれてるから、こっちは大丈夫だ』

「そっか……じゃあ、そうさせてもらう」

『まったく。莉々子は働き過ぎじゃないか？』

　呆れの混じった口調で言われて、莉々子はつんとして言い返す。

「大地に言われたくない」

『そう言われると返す言葉がないな』

　電話の向こうで大地が苦笑する気配があった。莉々子は改まった口調で言う。

「大変なときに迷惑をかけてごめんなさい」

『大変なこと？　体験型農園のことを気にしてるのか？』

　大地の声から笑みが消えた。

「うん。資金繰りとか大変でしょ？　それなのに個人的なことで大地の手を患わせてしまって」

『莉々子』

　大地に強い口調で名前を呼ばれて、莉々子は反射的に背筋を伸ばした。

「は、はい」

『迷惑なんかじゃないって言っただろう？　本当なら病院まで送りたかった』

「えっ、さすがにそれはダメ」

『わかってる。断られると思ったから送るのは駅までにしたんだ。でも、変な遠慮はするな、つらいときは頼ってって俺に言ってくれたのは莉々子だぞ』

　体験型農園が冠水したあと、一人で現地に行こうとした大地にそう言ったことを思い出した。

「そう……だよね。でも、あのときは──」

　あのときはヤスダリテールがネクサスロジスティクスに出資する条件──美華と大地の結婚──のことを知らなかったのだ。

『あのときは、なに？』

　大地の低い声が聞こえてきた。

「……ううん、なんでもない」

『莉々子は俺が仕事に集中してないように見えるから、距離を置きたいって言ったよな』

　美華とのことを言わないために、そんなふうに話したことを思い出した。

「……うん」

『ちゃんと資金調達の目処はつけた』

　それはつまり、ヤスダリテールから資金援助の約束を取り付けたということだろうか。

（だったら……大地と安田さんの結婚も早まるはず……）

　莉々子は返す言葉が見つからなくて黙っていた。莉々子がなにも言わないからか、大地はすまなそうな声になる。

『ごめん、大変なときにする話じゃなかった』

「……ううん」

『いつ帰ってくる？』

「おばあちゃんが明日の午前中に退院できると思うから……帰宅に付き添ったあと、昼過ぎくらいに帰るつもり」

『……そうか。おばあさんにお大事にしてくださいって伝えて』

「うん、ありがとう」

　それじゃ、と言って莉々子は通話を終えた。








第十一章　一緒だからできること









　祖母は翌日の十時に退院した。同居の話は日を改めてすることになり、父の車で祖母を家まで送ることになった。莉々子は助手席に、母と祖母は後部座席に乗っている。そのうちタマネギ畑が見えてきて、莉々子は思わずセダンの窓に張りついた。もうどこも収穫が終わっていて、乾いた土の畑が広がっている。

　大地と永野農園に来たのはほんの二週間前のことだ。あの日に彼と気持ちが通じ合ったと思っていたのに、大地にも政略結婚の相手がいた。

　美華との結婚が決まったら、慶一に言われたように大地にも『まだ俺と付き合いたいなら、恋人から愛人になればいい』と言われるのだろうか。

　鼻の奥がツンと痛み、涙の予感がして莉々子は顔をしかめた。

　やがて住宅街が見えてきて、角地にある瓦屋根の二階建ての家に到着した。祖母が今は亡き祖父と五十年近く暮らしていた家だ。

　父が家の前に車を駐め、莉々子は助手席から降りて後部座席のドアを開けた。

「おばあちゃん」

　莉々子が手を差し出すと、祖母は中からその手を掴んだ。

「ありがとうね」

　祖母は「よっこらしょ」と言いながら車から降りた。反対側から下りた母が低い門扉を開け、庭を抜けて玄関の鍵を開けた。救急車を呼んだ隣人が片づけてくれたらしく、軒下に野菜の種や小ぶりの鍬、ジョウロなどがまとめて置かれている。

　祖母は莉々子の左手を握ったまま庭に入り、その様子を見て「あら」と声を出した。

「お隣さんにお礼を言いに行かないと」

「無理しないでよ」

　母が近づいて祖母を支えようとすると、祖母は母の手を軽く払った。

「まだあんたに支えてもらわなきゃいけないほど弱っちゃいないよ」

　祖母の言葉に母はムッとして言い返す。

「莉々子の手は握ってるくせに」

「孫はいいの。かわいいから」

「こんなに気遣ってあげてるのに、娘はかわいくないって言うわけ？」

「育ててもらっといて、そんなふうに言うからだよ」

「なによ、もう」

　母は不満そうに言いながらも、表情はホッとしていた。端から見れば口喧嘩のようだが、二人はいつもこんな調子なのだ。昨日は気弱なことを言っていた祖母も、すっかり調子を取り戻したということだろう。

　母は靴を脱いで廊下に上がり、莉々子を見た。

「あ、そうだ、莉々子、なにか昼食を作ってちょうだい。食品会社で働いてたくらいだから、料理はうまいんでしょ」

「それは偏見だからね。みんながみんな、そうとは限らないのよ」

「でも、この前朝食に作ってくれた……えーっと、キッスはおいしかったわよ」

　母の言葉を聞いて、莉々子は噴き出した。

「キッシュね、キッシュ」

「ああ、そうそう。まあ、とにかくなにかあるもので作ってちょうだい。私は洗濯をするから」

　母は顔を赤くして、祖母の着替えが入った紙袋を手にそそくさと洗面所に向かった。




　キャベツと薄切りの豚ロース肉があったので蒸ししゃぶを作り、常備されているワカメで味噌汁を作った。あとは炊き込みご飯が炊きあがるのを待つばかり……というときに、居間でテレビを見ていた祖母が莉々子を呼んだ。

「莉々子ちゃーん、スマホが鳴ってるよぉ」

「はーい」

　莉々子は台所から居間に入り、壁際に置いていたバッグからスマホを取り出した。着信の相手は大地だ。

　廊下を歩きながら通話ボタンをタップする。

「もしもし」

『莉々子、おばあさんのお加減はどう？』

「ありがとう、もう大丈夫。無事退院したよ」

『それはよかった。でも、お一人なんだろう？』

　莉々子は靴を履いて、外に出ながら答える。

「うん。でも、母が心配して、しばらく祖母の家で一緒に過ごすつもりみたい」

『そうか。それなら安心だね』

「心配してわざわざ電話してくれたの？」

　莉々子の問いかけに、少しの間のあと大地の声が返ってくる。

『……それもあるけど、俺も今こっちに来ているんだ』

「こっちって？」

『俺のばあちゃんち』

「ええっ」

　莉々子は思わず大きな声を上げてしまい、慌てて手で口を押さえた。

「ごめん、うるさかったよね」

『いや、大丈夫。それで、莉々子と一緒に帰れたらと思って』

　莉々子は唇を引き結んだ。

（どうして……大地は安田さんと結婚の約束なんかしたんだろう。それがなければ、こんなふうに悩まずに、大地を好きな気持ちに正直でいられたのに……）

『莉々子？』

　莉々子が黙っているからか、大地は心配そうな声を出した。莉々子は声を絞り出すようにして言う。

「どうして……そんなに私にこだわるの？」

『え？』

「どうして？」

『どうしてって……』

　大地は迷うような声を出したあと、きっぱりと言う。

『電話では言いたくない』

「なにそれ」

『送りながら話す。莉々子は何時にそっちを出るんだ？』

　莉々子はため息をつきたくなった。

　美華は自分が莉々子のことで大地をいさめたら、大地の気持ちが余計に燃え上がるのではと危惧していたが、そもそも今の状況が大地の気持ちに火をつけている気がする。

（もうこうなったら全部話そう）

　美華との約束を破ることになるけれど、これ以上どうしようもない。

　莉々子は覚悟を決めて口を開く。

「二時ぐらいに出るつもり」

『じゃあ、二時に莉々子のおばあさんの家に迎えに行くよ。住所を教えて』

「あ、えっと、駅前にしてくれる？」

『なんで？』

　大地の声は不満そうだったが、彼が迎えに来るのを母に見られたくない。

「お母さんが騒ぐから」

『……そうか』

　大地の声が一段低くなった。

「それじゃ、二時に」

『ああ』

　通話が切れ、莉々子はスマホを持って家の中に戻った。




　二時前に父に実家まで送ってもらい、荷物を持って駅に向かった。父は駅まで送ると言ってくれたが、莉々子は「歩きたいから」と言って断った。もちろん、父に大地と顔を合わせてほしくないからである。

　実家に置いていた白の半袖シャツにベージュのキュロットパンツ、サンダルというラフで涼しい格好だが、今日は日差しが強く、歩いているうちに肌が汗ばんできた。

　駅前のロータリーに着いたら、見覚えのあるＳＵＶが停まっていた。

「莉々子」

　大地がすぐに運転席から身を乗り出して助手席のドアを開けた。休日だからか、カーキの半袖シャツに白のクロップドパンツというカジュアルな服装だ。

「わざわざありがとう」

　莉々子はできるだけ平静を装って助手席に乗った。

　エアコンが効いた車内にホッとする。

　今流行りの洋楽をＢＧＭにして、車はゆっくりと動き出した。

「今日は暑いな。もうすぐ梅雨明けかな」

　大地がハンドルを切りながら言った。

「そうかもね」

　莉々子は気のない声で言って窓の外に視線を向けた。

「莉々子は……体験型農園を立て直すためにはどうすべきだと思う？」

　大地はヤスダリテールの社長との約束の話を切り出そうとしているのだろうか。

　莉々子は運転席を見て、探るように問う。

「……資金を集める必要があるよね？」

「ああ。畑と建物を整備し直さなきゃいけない」

「大地は資金調達の目処がついたって言ってたけど」

「莉々子ならどういう方法で資金を調達する？」

　なぜこんなことを訊かれるのかと不思議に思いながら、莉々子は右手を顎に当てて考え込む。

　大地が起業したと知って、事業の起こし方や起業家を育成する事業について調べた。新聞や雑誌の記事からネットニュースまで、国内外の事例を幅広く読んできた。そうして蓄えた知識、学んだ内容を思い返す。

（多くの人から少額ずつプロジェクトへの出資を募るというやり方で、個人やベンチャー企業、最近では大企業も利用して注目を集めてる方法があった）

　莉々子はパッと運転席を見た。

「私だったらクラウドファンディングを利用する」

「その通り！」

　大地が急に大きな声を出したので、莉々子は驚いて瞬きをした。大地はチラリと莉々子に視線を向けて、説明を続ける。

「遼介とも話し合って、クラウドファンディングを始めることにしたんだ。出資者は金銭的なリターン以外に体験型農園を利用したり、収穫物を受け取ったりすることができる。来週の月曜日にプロジェクトを公開する予定で、事前予告やＳＮＳを使ったＰＲを進めているところだ。実はかなり注目されていて、ネットニュースでも取り上げられたんだよ。この方法なら体験型農園の宣伝にもなるし、事前に利用者を確保することもできる」

「私も同じことを考えたの！」

　莉々子は嬉しくなってパチンと両手を合わせた。

「だろうな。莉々子とは同じ目線で同じ未来を見ることができると思っていたんだ」

　大地の声も嬉しそうだった。莉々子は座席に背を預けて大きく息を吐く。

（クラウドファンディングを利用すれば、安田さんとの結婚は早めなくて済むんだ……）

　そう思ったが、根本的な問題はまったく解決していない。

（大地が私に執着し続ければ……ヤスダリテールの社長は……）

　莉々子は視線を落として、膝の上で両手をギュッと握った。大地は何気ない調子で言う。

「少し先に道の駅があるんだ。寄ってもいい？」

「あ、うん」

　莉々子は顔を上げて前を見た。頭上に、木と家をモチーフにした、道の駅の青いシンボルマークの案内板が出ている。ほどなくして瓦屋根の大きな建物が見えてきた。併設された広い駐車場に入り、一番奥まった場所に大地は車を駐めた。

　駐車場は九割くらい埋まっていて、買い物袋を持った人たちが何人も歩道を歩き、とても活気がある。

「ここって、ネクサスロジスティクスが運営を受託している道の駅？」

　莉々子はシートベルトを外しながら大地を見た。

「ああ」

「視察に来たの？」

「うーん、どちらかというとお忍びだな」

　大地は含み笑いをしたが、すぐに真顔になって莉々子を見た。

「まだ俺が仕事を蔑ろにしているって思ってる？」

　彼はすでに資金調達の目処をつけていたのだ。蔑ろにしているとは言えない。

　莉々子は無言で首を横に振った。大地は改まった口調で続ける。

「俺たち、高校生のときはお互いの気持ちをきちんと確認しないまま別れただろう？　そうならないために、思っていることがあるなら、お互いちゃんと伝えるべきだと思う」

「……うん」

「俺が莉々子にこだわるのは、莉々子が好きだからだ。俺の気持ちを莉々子はとっくに知ってると思ってたけど」

　大地は左手を伸ばして、莉々子の右手を握った。莉々子は驚いて引っ込めようとしたが、彼はその手をぐっと握る。

「莉々子と一緒にいると、心が満たされる。心が強くなる。莉々子の存在が俺を支えてくれるんだ。ダメなところがあれば直すから言ってくれ。俺は二度と莉々子を失いたくない」

　真摯な眼差しで見つめられ、莉々子は目の奥がじわっと熱くなった。

（私だって大地を失いたくない。だけど……）

　視界が滲み、涙とともに言葉が零れる。

「そんなこと言っちゃダメ。ヤスダリテールの社長に知られたら、会社が潰れてしまうでしょ」

「え？」

　大地が怪訝な声を出した。莉々子は頬を伝った涙を左手の甲で拭う。

「安田さんに聞いたの。大地は出資してもらう代わりに安田さんと結婚する約束をしたんでしょ。約束を守らないと出資金が引き揚げられて、ネクサスロジスティクスの社員が路頭に迷うことになる。だから、私は大地とは付き合えない。みんなを犠牲にできない。大地もたくさんの社員の生活を預かる社長として、私のことは諦めて。私を──」

　捨てて、という言葉は声にならなかった。唇を彼のキスで塞がれたからだ。

「……んっ」

　莉々子は驚いて目を見開いた。大地の唇が離れ、莉々子は涙に濡れた目で彼を睨む。

「ずるい。こんなことをして私の心を離さないなんて」

「莉々子の心を離さないためなら、なんだってする」

「ダメ。ヤスダリテールの社長との約束を守って！」

　莉々子は叫ぶように言った。大地は莉々子の頬を両手で包み込んで、親指で彼女の唇に触れる。

「その話は俺の方が聞きたい」

「え？」

「ヤスダリテールの社長は、出資の見返りに娘との結婚を要求するような人じゃない」

「でも、安田さんが、ヤスダリテールの社長と大地がそう約束したって」

「そんな約束はしていない。理由はわからないが、安田さんが嘘をついている。そもそも、俺は望まない相手と結婚しなければいけないような会社経営はしていない」

　大地はきっぱりと言った。

　その瞬間、莉々子の知っている大地の姿が脳裏に次々と蘇る。

　農業を儲かる産業として確立したいと決意を語ったときの、強い意志を宿した瞳。

　体験型農園予定地の惨状を撮影しているときの、絶望に負けまいと耐えている横顔。

　莉々子を腕枕しながら「莉々子は俺にとって幸運の女神なんだ」と言ったときの、甘く切なげな表情。

（どうして……どうして大地の気持ちを信じなかったんだろう……）

　莉々子はゆっくりと大地と視線を合わせた。大地の手が頬から離れ、莉々子の右手を取る。

「莉々子、愛してる」

　そう言って大地は優しく微笑んだ。

　閉じ込めていた気持ちが溢れ出し、莉々子は涙でむせながら言葉を紡ぐ。

「わ、私もっ……大地が好き。大好き。愛してる」

　大地は莉々子の右手を持ち上げて手の甲にキスをした。

「莉々子が嫌だって言っても、もう絶対に離さない」

「うん、うん。離さないで」

　莉々子は泣きながら左手を伸ばした。大地がその手を握り、顔を傾けてゆっくりと唇を重ねた。涙のせいで、キスはほんの少ししょっぱい。

「ふえぇん……大地ぃ……」

　涙が止まらなくて、莉々子は情けない顔で大地を見た。彼はクスリと笑って言う。

「泣き声もかわいいって言ったら怒るかな？」

「えっ」

　大地の言葉に驚いた拍子に涙が止まり、彼は莉々子の目元に優しく口づけた。




　涙が落ち着いてから、道の駅で買い物をして大地の部屋に行った。彼が住んでいるのは、堂どう島じま川がわに面した二十五階建てのマンションだ。二十階にある南東向きの２ＬＤＫで、リビングルームは莉々子の部屋よりも広い。おまけに贅沢にも大阪市内の夜景が望める。大地の部屋に来るのは二度目だけれど、ここからの景色はやっぱり羨ましい。

　夕食は大地がサラダと、ベーコンときのこの和風パスタを作ってくれた。それをおいしく食べたあと、大地に促されて三人掛けのソファに移動した。

「ほんとにきれいな夜景だねぇ」

　莉々子はうっとりした声で言った。大地は道の駅で買った桃を切ってガラス皿に盛り、ローテーブルに運んでくる。

「どうぞ」

「ありがとう」

　莉々子はフォークを取り上げて桃に刺した。一口かじると、完熟した桃の果汁が口の中に広がる。

「んーっ、甘ぁい。幸せ」

　莉々子は左手を頬に当てて、ほぅっと息を吐いた。隣で大地も桃を味わう。

「うん、うまいな」

「道の駅、繁盛しててよかったね」

　莉々子は買い物をしたときの様子を思い出しながら、二切れ目の桃にフォークを刺した。

「今時期は桃目当てのお客が多いみたいだ」

「桃は人気があるよね。ジェラートとか加工品にしてもよさそう」

　そんなことを話しながら食べているうちに、甘くジューシーな桃は最後の一切れになった。

「半分こしようよ」

　莉々子が提案し、大地は桃にフォークを刺して莉々子の口元に近づける。

「あーん」

「え」

　莉々子は頬を赤らめながらも唇を開いた。その隙間に桃が差し込まれたかと思うと、大地が反対側からパクリと食いついた。

「ん」

　フォークが引き抜かれ、二人の唇の間で桃がとろりと割れて、果汁が唇を濡らす。

「甘い」

　大地は味わうように莉々子の唇に舌を這わせた。

「大地、こそ」

　艶めかしい動きで唇を舐められ、莉々子は腰の辺りが淡く痺れた。

「きっと口の中も甘いんだろうな」

　大地の舌が莉々子の唇を割って侵入し、桃の香りが残る口内を丹念に撫で回す。

「ふ……う」

　大地の唇が離れて、莉々子は小さく息を吐いた。大地は口元を緩めて言う。

「蕩けそうに甘かった」

「桃を食べたからじゃ……」

「どうかな」

　大地は莉々子の髪を梳くようにしながら後頭部に手を回して、再び唇を重ねた。

「ん……っ」

　舌を絡められ、貪るように吸いつかれる。さっきよりも濃密なキスは、さっきよりもずっと甘く激しい。

　夢中でキスに応えているうちに、大地の手がシャツのボタンを外し、前を広げた。背中のホックを外して下着を押し上げながら、彼の大きな手が胸を包み込む。指先が沈められたかと思うと、曲線をなぞり、芯を持ち始めた先端をつまんだ。

「あんっ」

　上体がビクンと震えて反射的に背筋を反らした。目の前でふるんと揺れた膨らみに、大地が口づける。

「あ、ん……」

　柔らかな肌を啄み、頂を口に含まれた。ちゅっと強く吸い上げられて、こらえきれずに喘ぐように彼の名前を呼ぶ。

「はぁん……大地ぃ……」

　口内に突起を含んだまま舌先でこね回されて、体温が上がっていく。

　腰に触れた大地の手がキュロットパンツのボタンを外し、ファスナーを引き下げた。そうしてショーツの上から割れ目をすっとなぞる。

「ここも熟れてる」

「えっ」

　莉々子が小さく声を上げた直後、ソファにゆっくりと押し倒された。キュロットパンツとショーツを脱がされ、両膝を立てて開かれる。羞恥を覚えて頬を染めたとき、大地が脚の間に顔をうずめた。

「あ、大地……あっ……」

　彼の舌先が柔らかい花弁を割って、隠れていた花芽を探り出した。

「ほら、きれいな色に熟してる」

　大地は笑みを含んだ声で言って、小さな粒を濡れた舌でくちゅくちゅと愛撫する。

「は……あぁ……」

　お腹の奥がずくんと疼いて、熱いものがとろりと溢れた。それを味わうようにねっとりとした動きで舐め取られる。

「こっちは熟してとろとろだ」

　言葉を紡ぐ彼の唇が敏感なところをかすめて、淡い刺激に腰の辺りが痺れてたまらない。

「やぁん」

「甘いな」

　大地は言って、ひくつく蜜口に指を差し入れた。長い指が抜き差しを繰り返し、卑猥な水音が高くなる。

「う……あん……ああっ」

　熱く潤んだところを掻き乱され、ナカがきゅうっと収縮する。それと同時に花芽を舌で突かれ、転がされて──。

「あ、やあ、あぁんっ！」

　快感が全身に弾け、莉々子は上体をビクンと震わせた。

「莉々子」

　大地は莉々子の太ももにキスを落として体を起こし、着ていたものを手早く脱ぎ捨てた。

「大地……」

　莉々子はとろりとした目で大地を見上げながら、彼の首に両手を回した。彼を求めて疼いていた蜜口に、望みのものが押し当てられる。

「あ……ふあ……」

　蕩けて蜜に濡れたナカに硬く太いものが押し入ってくる。それだけでゾクゾクとして、全身に甘い痺れが伝わっていく。

「あぁん……大地……」

　莉々子は切なげに吐息を零して、彼を引き寄せた。大地は莉々子の腰に手を回して体を起こし、莉々子の体を貫いたまま彼女を膝の上に乗せる。

「あ……嘘……」

　ソファに座った彼に跨がる格好になり、自分の体の重みで最奥まで彼に貫かれた。奥の奥までぐりぐりと抉られるような感覚に、莉々子はたまらず彼にしがみつく。

「やん……こんなの……ダメ……」

「……莉々子、締めすぎだ……」

　莉々子は喘ぐように息をした。

「だって……気持ち、よすぎてっ……」

　大地は大きく息をついてゆっくりと腰を動かし始めた。

「あ……やぁっ……ああっ……大地っ」

　肌を重ねているのが当たり前のように、莉々子は彼と同じリズムを刻む。

「はっ……莉々子……」

　莉々子に名前を呼ばれるのが好きだと言っていた大地。けれど、莉々子も彼の低くかすれた声で名前を呼ばれると、体も心もゾクゾクする。

「大地ぃ……」

　彼は耐えるように眉を寄せて、莉々子のお尻をぐっと掴んだ。つながり合っている部分がこすられ、さらに快感が増して、自分のナカが彼をぎゅうぎゅうと締めつけるのがわかる。

　これ以上ないくらい彼を感じる。

「あ……大地っ……私、もうっ……ダ、メ……」

　大地の動きが性急なものに変わる。

「俺も……だ」

　大地のうめくような声がした直後、体の奥で彼が熱の塊を吐き出した。

　快感に全身を貫かれ、莉々子はぐったりと大地に寄りかかった。汗ばんだ肌がしっとりと吸いつき、二人で肌を合わせたまま荒い呼吸を繰り返す。

　やがて呼吸が落ち着き、大地は背もたれに背を預けた。莉々子が大地の肩に頭をもたせかけると、彼が莉々子の背中をゆっくりと撫でた。大好きな人の愛おしむような仕草に、頬が勝手に緩む。

「莉々子」

「なぁに？」

　莉々子はゆっくりと大地の顔を見た。目が合って、彼が蕩けそうに甘い笑みを浮かべる。

「莉々子はここから見る夜景を気に入っているんだろ？」

「うん」

「だったら、ここに引っ越しておいで」

　莉々子は一度瞬きをした。

「いいの？」

「ああ」

　大地は莉々子をギュウッと抱きしめた。

「もう一生離さない」

　耳元でささやかれた言葉が嬉しくて、莉々子は彼を抱きしめ返す。

「うん。離さないで」

　幸せな約束を交わして、大地が嬉しそうに微笑んだ。その表情を愛おしく思いながら、莉々子は彼にチュッと口づけた。








最終章









　十月上旬の土曜日の夕方、莉々子は大地の車で兵庫県にあるレストランに向かっていた。地元産の有機野菜やジビエを使った料理を出す、知る人ぞ知る名店らしい。大地が予約してくれたと知って、莉々子は二週間前からずっと楽しみにしていたのだ。

　ハンドルを握る大地は、ネイビーのシャツにグレーのパンツ、黒のテーラードジャケットという格好だ。莉々子はたくさん食べられるように黒のシンプルなニットワンピースを着ている。

　高速道路を下りて二車線の道路を走っているうちに、空の色が茜色からバラ色、そして紺色へと変わっていく。そんな幻想的な景色に見とれていたら、大地が莉々子に話しかけた。

「そういえば、村内食品の部長に返事は出したのか？」

　莉々子は窓の外から運転席へと視線を動かして答える。

「失礼のない文面を考えるのに手間取っちゃって。月曜日に返信しようと思ってるの」

　莉々子は昨日の朝、村内食品の新任の人事部長から届いたメールの内容を思い出す。

　それは【拝啓　清秋の候】という改まった挨拶の言葉で始まっていた。

　最近急激に悪化したブランドイメージを回復するために力を貸してほしい、チーフではなく課長の席を用意するから戻ってきてくれないか、という内容だった。ブランドイメージが悪化した原因については具体的に書かれていなかったが、きっと慶一が原因だろう。

　準大手企業の次期社長であった慶一は、イケメン御曹司として注目されていたことが災いし、女癖の悪さを〝下半身スキャンダル〟として週刊誌にすっぱ抜かれてしまった。輸入商社の社長令嬢との結婚を控えている身でありながら、人事課長や秘書に手を出していたことで批判を浴び、彼だけでなく会社や商品に対する世間のイメージも悪化したのだ。

　慶一がその後どうなったかは知らないが、別の男性が人事部長として莉々子にメールを送ってきたのだから、慶一はその地位を追われたのだろう。

「村内食品の課長職とは、なかなか魅力的なオファーだな」

　大地の言葉を聞いて、莉々子は顎に手を当てて悩んでいるフリをする。

「そうなのよねぇ。イメージが悪化したとはいえ、準大手企業だし」

「どういう待遇なら、優秀な高津リーダーは我が社に留まってくれるだろうか？」

　半分冗談の混じった口調で大地が言った。莉々子は小さく笑みを零す。

「そんなこと悩まなくていいよ。ネクサスロジスティクスの理念が変わらない限り、私はネクサスロジスティクスに留まり続けるから」

　大地の横顔が笑みを浮かべた。

「そう言ってくれて嬉しいよ」

「それはそうと、昨日の面接はどうだったの？　誰を安田さんの後任に採用するか決めた？」

　美華は莉々子に嫉妬して、自分で買った指輪まで用意して、大地と結婚の約束をしていると嘘をついた。最終的にはそれを認めて謝ってくれたものの、ネクサスロジスティクスを退職することになった。事情を知った彼女の父が、人として成長できるようにヤスダリテールで鍛え直すと言っていたらしい。

「即戦力を採用したよ」

「それは心強いね！　どんな人かな～。一緒に仕事をするのが楽しみ」

　ワクワクしてそう言ったとき、木々に囲まれたロッジ風の建物が見えてきた。大地がウインカーを出して、ゆっくりと駐車場に入る。車が二台駐まっていて、大地は入り口近くに駐車した。

　テラス席や窓から見える室内にランタン型の照明が飾られていて、柔らかいオレンジ色の明かりにほんのり包まれたそれは、まさに隠れ家風レストランである。

　莉々子はシートベルトを外しながら言う。

「それで、その人はいつから来てくれるの？」

「来週の月曜からだ」

　大地の返事を聞いて、莉々子はパチンと両手を合わせた。

「わ、よかったぁ！　特別な日向けのミールキットに、高級感のあるパッケージをデザインしてほしかったのよねぇ。さすがに一番に仕事をお願いしちゃダメかな？」

　莉々子は運転席を見た。大地は口元が少し歪んでいて、不満そうな表情だ。

「どうしたの？」

　莉々子の問いかけに、大地は表情同様不満そうな口調で答える。

「男なんだ」

「誰が？」

「安田さんの後任」

「ふぅん」

「遼介曰く『甘い顔立ちのイケメン』なんだ」

「それで？」

　莉々子は首を傾げた。

「それでって……。大切な女性のそばに、魅力的な男がいたら不安になるだろう？」

「えっ。それってまさかヤキモチ？」

　いつも物事に動じない、真面目でクールな大地がヤキモチを焼く日が来るなんて！

　莉々子は思わず口元を緩めた。

（ちょっと嬉しい。でも、不安になる必要なんてないのに。大地よりも魅力的で、私を大切にしてくれる男性なんて、いるわけないんだから）

　莉々子がくすぐったい気持ちで大地を見たら、彼は口元に手を当てて、なにか考えるように目を伏せた。その頬骨の辺りは赤く染まっている。

「大地？」

「莉々子」

　大地は手を下ろして改まった表情で莉々子を見た。

「なぁに？」

「本当は食事にあとで渡そうと思っていたんだけど……もう待ってられない」

　大地は言いながらポケットに手を入れた。なにをしているのかと見ていたら、彼はポケットから黒い小箱を取り出した。その蓋を開けて、莉々子に向ける。

　箱の中には、優美なラインを描くプラチナの指輪があった。センターに大粒のダイヤモンドが配されていて、両サイドに小ぶりのメレダイヤが寄り添い、外のわずかな明かりを受けてまばゆい輝きを放つ。

「莉々子、俺と結婚してほしい」

　予想もしていなかった展開に、莉々子は目を見開いて大地を見た。彼は莉々子を見つめたまま言葉を紡ぐ。

「再会して四ヵ月、もう一度付き合うようになってまだ三ヵ月だから、早いと思うかもしれない。だが、莉々子とずっと一緒にいたいという気持ちは、これからも絶対に変わらない。それなら、これ以上待つ必要はないと思ったんだ」

　莉々子は嬉し涙で視界が滲み、胸がいっぱいになった。

「私も……大地を好きな気持ちは一生変わらない」

「莉々子」

　大地は嬉しそうに微笑んで、指輪をつまんで取り出した。箱をポケットに戻して、莉々子の左手を握る。

「愛してる」

　大地は囁くように言って、莉々子の薬指にそっと指輪をはめた。美しい指輪と一緒に彼の揺るぎない気持ちを贈られ、ただただ胸が震える。

「愛してる」

　莉々子は想いを込めて愛する人を見つめた。彼は優しく微笑みながら、莉々子の両手を握った。惹かれ合うように、どちらからともなく唇を重ねる。

　柔らかく温かなキスは、永遠の幸せの予感となって、莉々子の全身を包み込んだ──。





〈了〉










真面目クールな初カレが、再会したら甘く迫ってきます
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